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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ──二人の約束







　暗くら闇やみのかなたで、声が聞こえる。


　よく知っている声。


　心ここ地ちのいい、優しい声。


　その声が言う。


「……やぁ、よく眠ねむれたかい？」


　それは、本当に彼女がよく知っている声だった。


　相棒の声。


　あの、万年眠そうにしている、やる気のない男の声で。


　それに、


「……ん」


　と、小さくうめくように言って、フェリス・エリスは目を見開いた。


　するとそこにはやはり、目の前にあいつの顔があった。


　ライナ・リュートの顔が。


　彼はフェリスの横に付き添そっていて。


「よく寝ねてた」


　と、優しく微笑ほほえんで、言う。


　その優しい顔を見上げて、フェリスは聞いた。


「……寝てた？　誰だれがだ？」


「フェリスがだよ」


「私が？」


「うん」


「私はおまえに付き添ってたはずだが……」


「付き添いすぎて、倒たおれたんだってさ」


「そうなのか？」


「ああ。トアレがそう言ってた」


「そうか」


「そう」


「……そうか」


　と、もう一度フェリスは言ってから、周囲を見回した。


　すると自分がいるのが、小さなテントに置かれた、簡かん易いベッドの上だというのに気づく。


　ゆらゆらと揺ゆれるランプの赤い光。


　その明かりに照らされて、ライナの優しげな、それでいて眠そうな顔も揺れる。


　ひどく、静かだった。


　風の音すらしない。


　聞こえるのは自分と、そしてライナの、かすかな息いき遣づかいだけで。


　その、こちらを優しく見つめるライナの顔を見上げてから、彼女は起き上がった。


　そして言う。


「……ふむ。別に私は、おまえに付き添ったりしていないがな」


　するとそれにライナは笑った。


「自分でいま付き添ったって……」


「あれは噓うそだ」


「あはは」


「本当だぞ？」


「ああ、だよな。知ってるよ」


　とまた、ライナは笑ってから、こう言った。


「でも、心配かけた。ごめんな」


「…………」


「俺、眠ってる間にさ……実はちょっとだけ意識あったんだよ。で、その間におまえが俺に言った言葉を覚え……」


　が、そこでフェリスはライナの言葉を遮さえぎるように拳こぶしを振ふり上げ、それを彼の顔へと放った。


　そして、黙だまれ、と言おうとするが、ライナはそれをひょいっと、つかんで止めてしまう。いつもならあっさり殴なぐられて、ぎゃあとか叫さけんで吹ふっ飛んでから怒ど鳴なってくるはずなのに、彼は彼女の腕うでを、強い力でぎゅっとつかんできてしまって。


　それに彼女は、


「……う」


　と、またうめいた。


　別に痛かったわけでもないのに、なぜかライナに腕を強くつかまれてしまい。


　この、狭せまいテントの中でライナに腕をつかまれてしまい、どういうわけか胸の奥が妙みような気分になってしまって。


　だが、その意味がわからない。


　なぜそんなことが起きるのか、彼女自身わからない。


　無意味に胸の奥がズキズキと脈みやく打うってしまって。


　そこで、やはりライナが笑顔のまま、


「ほんとに心配かけた。ごめん」


　と、言った。


　こちらの様子などおかまいなしに、優しくそう言った。


　それにフェリスは、


「…………」


　彼女は、ライナの腕を、少しだけ乱暴に振り払はらい、


「別に、いい」


　と、言う。


　ライナから顔をそらす。


　もう、本当になにがどうなっているのかわからないのだが、自分の顔が火ほ照てって、赤くなりそうになってしまって、顔をそらす。


　すると彼は、


「あれ、怒おこってる？」


　などと聞いてくるので、フェリスはそれに言う。


「……私はいつもおまえには怒っている」


「あはは。そりゃ、寝ぼすけだから？」


「万年色しき情じよう狂きようの変へん態たいだからだ」


「色情狂の変態？」


「そうだ。毎夜毎夜、夜中に婦ふ女じよ子しのテントに忍しのびこんではやりたい放題しおって！　しかしおまえの悪あく行ぎようもここで終わりだ。美少女天使フェリスちゃんが、貴き様さまを成せい敗ばいしてくれる！」


　と、彼女は一気に態たい勢せいを立て直し、そしてさっきの倍の速さでライナに向かって蹴けりを放つ。


　すると彼はそれに、


「うおわ、おまえ、そんな速さで蹴られたら怪け我が……ってちょっと待てって」


　と、フェリスの蹴りを右手で受け止め、しかし受け止めきれずに、数歩後ろに下がる。


　それから蹴りを受けた右手をひょいひょい振りながら、


「痛いってぇ～、おまえ、いい加か減げんにしろよ、いまのまじだったろ？」


　なんて言ってくるので、それにフェリスは薄うすく笑う。


「ふふ、私はいつもおまえを殴るときは本気だ……」


　しかしそう言いかけて、彼女は言葉を止める。そのままライナの腕を見る。


　彼の、右腕を。


　ガスタークとの戦争でリルが遣つかう雷かみなりの獣けものに喰くい千ち切ぎられてしまったはずなのに、いま、まるでなにごともなかったかのように元に戻もどっている彼の右腕を見つめ、


「その手は……」


　と言うと、それにライナが応こたえる。


　自分の腕を見てから、


「あ、これ？　なんか元に戻った」


　などと簡単に言って。


　それにフェリスは聞いた。


「元に？」


「ああ。いや、話せば長くなんだけどさ……でもまあ、それよりも、ちょっと他の話があってここにきたんだ。だからそれ、聞いてくんないかな？」


　なんてことを、ライナは言う。


　それにフェリスは聞く。


「他の話？」


「ああ。ってか、俺も病やみあがりで疲つかれてっからさ、こう、激しい動きとか勘かん弁べんしてほしいんだけど、ちょっと落ちついて話聞いてくれっかな？」


「落ちついて、か」


「そそ、落ちついて」


　それにフェリスはうなずき、


「いいだろう」


　と、ベッドから下りた。


　そしてそのベッドに座すわる。それから立ったままのライナを見て、このテントの中には、彼女が寝ていたベッド以外には座る場所がないことに気づき、


「おまえも座るか？」


　と聞くと、ライナはまた笑って、


「おまえにしちゃ気が利きくな」


　なんてことを言うので、フェリスは当然だとばかりにうなずいた。


「私はいつも気が利いている」


「そうだっけ？」


「そうだ」


「んじゃま、お言葉に甘えて、座ろっかな」


　と、ライナは言った。それから彼がこちらに近付いてくる。


　フェリスの横に、座る。


　ベッドはそれほど大きくないから、近い。


　お互たがいの体が触ふれてしまいそうなほどに、近い。


　それに彼女は、


「……あ、ああ、うむ。よし。私は目が覚めたばかりだから、立っておこう」


　と、立ち上がった。


　そしてなぜかまた、胸の奥が痛む。強く痛む。息が苦しくて、イライラする。


　ライナのほうを見る。すると彼はやはりにこにこと笑っているが、その顔には疲ひ労ろうの色が見える。


　それにフェリスは目を細める。


　病みあがり、というのは本当だったのだ。


　当然だろう。


　あれだけのことがあったのだ。


　あの戦場で。


　あの、現実のものとは思えない出来事が起きた戦場で、この普ふ段だんはやる気のやの字も知らないような万年寝ねぼすけ男が、馬ば鹿かみたいに独ひとりで頑がん張ばったのだ。


　無む駄だに優しくて傷ついてばかりの馬鹿が、仲間を守るために大勢の人間を殺して、なのに泣きそうな顔で笑っていて──


　それにフェリスは、言った。


「……大だい丈じよう夫ぶか？」


　するとライナが応える。


「なにが？」


「いや、それは……」


「心配してくれてんの？」


「なぜ私がおまえの心配などする？」


「はは」


「で、本当に大丈夫なのか？」


　と、フェリスは聞いた。


　それは彼の瞳ひとみを見つめて。


　ずっと、『複写眼アルフア・ステイグマ』の化ばけ物ものだと罵ののしられ続け、そのたびに泣きそうに、悲しそうに歪ゆがむ彼の、黒い瞳を見つめて。


　おまけにこいつはまた、人を殺してしまったのだ。仲間を守るためだったとはいえ、大勢の人間を殺してしまったのだ。


　そしてこいつはそれを、悩なやむはずだった。


　馬鹿だから。弱いから。優しいから、こいつはいつも、へらへら笑いながら傷つく。


　それにフェリスは、


「……おまえは……」


　と、言いかけたところで、ライナがそれを遮さえぎって、


「なぁフェリス」


　と、言った。


　それに彼女は言葉を止める。


「なんだ？」


　するとライナはまた疲れたように微笑ほほえみ、


「慰なぐさめてくれなくても、いいよ」


　と、言った。


「おまえがいつもそばにいてくれるから、もう、俺は十じゆう分ぶん慰められてる」


　なんてことを、突とつ然ぜん言った。


「ありがとな」


　などと、ライナは優しくこちらを見つめて、言う。


「…………」


　そしてそれに、フェリスはまた、胸の奥に妙みような違い和わ感かんを覚えて、息苦しくなってしまった。


「……おまえは、いったいなにを……」


　が、そこでまた、ライナがフェリスの言葉を遮る。こちらを、なぜか少しだけ真ま面じ目めぶった顔で見つめて、


「んでさ、ちょっとその、おまえに話があってさ」


「…………」


「ああ～、ええと、なんだ。まあ、いきなりこんなこと言うのはなんなんだけど」


「…………」


「でも、思ったんだ。はっきりさせなきゃってさ。ほら、こないだだって、俺らいつ死んでもおかしくないくらいやばかったじゃん？　なのにおまえにちゃんと伝えないまま死ぬのは、まずいよなぁと思ってさ」


　なんて言葉に、フェリスは首をかしげる。


「なんの話だ？」


　するとやはり、ライナは少し緊きん張ちようしたような顔になり、


「いや、ええと、その」


「ふむ」


「俺さ」


「うむ」


「俺、おまえのことが……」


「ふむ。私のことが、なんだ？」


　するとそこで、ライナが一度言葉を止める。言葉を探さがすようにこちらから目をそらし、それから再びこちらを見つめてくる。


　そして、彼は言った。


「……あ～、ええと、俺さ……おまえのことが好きみたいだ、フェリス」


　なんてことを、この馬鹿は言った。


　この、狭せまいテントの中で、真まっ直すぐこちらを見つめて、ライナがそんなことを言った。


「…………」


　私のことを、好きだと、いつもの眠ねむそうな顔じゃない、真面目腐くさった顔でそう言った。


　そしてその瞬しゆん間かん、


「…………」


　やはり自分の胸の奥がぎゅっと締しめつけられるような感覚を覚える。吐はき気けがするほどに鼓こ動どうが高鳴り、いったい自分の体の中でなにが起こってしまっているのだろう？　と、不安になるほど、胸が痛くなる。


　そしてそれに、


「…………」


　それにフェリスは、ライナを見つめて言った。


「……私のことが、好き、だと？　それは、私を女として好きということか？」


　そう聞いた。


　するとどういうわけかライナはあっさりうなずく。


「ああ」


「つ、つまりそれは……その……私と、男女の間あいだ柄がらとして付き合いたいと、そういう話か？」


「いや、なんかそういう言いまわしだとちょっと、直接的な響ひびきすぎるけど……ええと、まあ、そうだな」


　と、ライナは照れたように頭をかく。


　その、彼の姿をフェリスは見つめる。


「…………」


　無言のまま見つめる。


　するとライナは困ったような顔でこちらを見上げ、


「……あ、もしかして気分悪くした？」


「…………」


「ええと、ああ、いや、フェリスが俺に全然興きよう味みないってんならその、ああ、忘れてくれ。って、ああ、まずったなぁ。俺、ちょっと先走りすぎたか？」


「…………」


「でも、ええと、大事なことだから、もう一回だけ聞いとこ。その、おまえ……俺のこと嫌きらいか？」


　そう、ライナが言った。


　そしてその問いかけに対する答えは、否いなだった。


　嫌いなはずがない。


　嫌いならローランドから離はなれて、こんな場所まで一いつ緒しよに旅をしてきているはずがなかった。


　こいつは大切な相棒で、一緒に馬鹿をやる仲間で、奴ど隷れいで、茶飲み友達なのだ。


　だが。


「…………」


　するとそこで、


「……俺のこと、やっぱ男としては見れないかな？」


　なんてことを、ライナが聞いてくる。


　それにフェリスは、困ったように目を細める。そもそも、そんなふうに考えたこと自体がなかったのだ。


　男女がどうこう、というようなことは、雑誌や小説で読んだりはしていたが、実際に自分にとって、ライナが、男だとか女だとか、そういう対象になるか、というようなことを、真しん剣けんに考えたこと自体がなかった。


　なのにいま、目の前で、この馬鹿は突然そんなことを言ってきて。


　おまけにそれに。


「…………」


　それに、自分の胸が、不自然なほどに高鳴っている。


　それは困こん惑わくのせいか、それとも喜んでいるのか、それすらわからない。


　だが、それが不自然だということは、わかる。


　自分の心の昂たかぶりが、いつもよりも激しすぎるのが、わかる。


　おまけにいま、目の前にいるライナも、自分が知っているあの馬鹿とは違ちがう──と、彼女は思った。


　あの馬鹿は、こんなにあっさり、誰だれかを好きだとか言えないはずだった。


　もしも本当に私のことが好きだったとしても、やはりこんなにあっさりそれを伝えることができる奴やつじゃ、ないはずだった。


　それを彼女は知っている。


　もう、あの馬鹿とは本当に長く一緒にいるのだ。二人してこの世界をぐるぐる回り、何度も何度も死にかけたり、笑ったり、くだらないことをやってすごして、こいつがそんな、人にあっさり好きだと言ったりできない奴だということは、わかっているのだ。


　それも、いまのタイミングで──ついこのあいだ、たくさんの人を殺してしまって、それを馬鹿みたいに責せめ続けているはずのあのあほが、いま、このタイミングでこんなことを言ってくるはずがなくて。


　だから、フェリスは目の前でこちらを見つめてきている男に向かって、言った。


「……おまえは、誰だ？」


　すると男が言う。


「へ？　いや、ライナだけど……」


「噓うそだ」


「噓って……」


　が、それを遮って、フェリスはもう一度拳こぶしを放つ。それもそれは、全力の速さで。目の前の男を、ライナを殺すつもりで放つ。


　風を切る音がして、彼女の拳は、ライナの首へとたたきつけられようとする。この勢いで首にあたれば、ライナは死ぬだろう。


　そしてこの速さに、ライナは対応できない。少なくとも、油断した状態のこいつは、この速さには反応できない。


　それをフェリスは知っている。もうずっと一緒に戦たたかってきているのだ。魔ま法ほうで体を加速させていない状態のライナは、彼女の全力には、ついてこれない──はずなのだが。


「だから危ないって！」


　と、ライナがまた、フェリスの攻こう撃げきを防ぐ。失ったはずの右みぎ腕うででフェリスの腕をつかむ。ぎゅっと強くつかむ。


　だがフェリスは止まらない。その腕を振ふりほどき、蹴けりを放とうとする、が、


「止まれ」


　と、ライナが言う。


　そしてそれだけで、まるで目に見えないなにかに捕とらえられてしまったかのように、フェリスの体が動かなくなる。


　それに彼女はライナをにらみつけ、


「はっ、ついに本ほん性しようを現したな。いったい貴様は何者だ？」


　と、聞いた。


　するとライナの顔をした何者かが、やはりライナそっくりな眠そうな顔で笑って、


「なんでバレたんだろ」


　それにフェリスが応こたえる。


「おまえがライナじゃないからだ」


「あれぇ、そうかな。かなり口調も、表情も、似にてたと思うんだけど」


「だがおまえはライナじゃない」


「そう？」


「そうだ」


「そうかぁ。やはり君は、ライナのことを……僕の息子むすこのことを、よく見てくれてるんだねぇ」


　なんてことを言って、そいつは指をぱちんっと鳴らす。するとそいつの顔が、突とつ然ぜんライナそっくりの顔から、別人の顔へと変わる。


　しかしそれは、まったくの別人というほどの変へん貌ぼうではなかった。


　まず目についたのは髪かみの色だ。


　ライナの黒髪とは正反対の、金色の髪。


　ライナと同じように妙みように眠そうな、しかしライナよりも色白な顔と、青い瞳ひとみ。


　年は、まだ若そうだった。二十代後半くらいだろうか？


　とにかく、ライナによく似ている。髪の色も、目の色も、肌はだの色も違うのに、どこか知的で、それでいて怠たい惰だな雰ふん囲い気きをまとっているのが、よく似ている。


　その、ライナに似た金きん髪ぱつの男の顔を見つめ、フェリスは言った。


「……息子だと？」


　するとあっさり金髪の男はうなずく。


「そう」


「しかし」


「あ、ちなみに二は十た歳ちのライナの父親にしては、ずいぶん見た目が若いじゃないか～って言いたいだろうから先に言っとくけど、僕は君のお兄にいさんと同じで実はあんまり実体がなくてね……見た目の年ねん齢れいを自由に変えられるんだ。たとえば……」


　と、また指を鳴らす。


　すると男の顔がまた変わる。


　四十を少し越こえたくらいの、初老の姿に変わる。


　その初老の男がにっこりと笑い、


「この姿では前に一度、君と会ってるね。君の記き憶おくは封ふうじたから覚えてないだろうけど……とりあえずそのときの記憶を思いださせてやろう」


　そう言って男はこちらに手を伸のばしてくる。フェリスの頭へと触ふれようとする。


　それに彼女は、


「……兄様と、同じ……？　おまえはいったい……」


　しかしその言葉が終わる前に、男が彼女の頭に触れる。


　刹せつ那な。


　頭の奥で、なにか音がしたような気がした。いままで無理矢理抑おさえこまれていたなにかが外はずれたような、そんな奇き妙みような感覚があった。


　そして思いだす。


　急に思いだす。


　どういうわけか失っていた記憶を思いだす。


　それはまだ、ローランドにいたときの記憶だ。


　突然目の前にこの、初老の男が現れて、ライナを殺したなどと言いだしたときのことを思いだす。


　そのとき彼女はひどく取り乱してしまって、こいつと戦せん闘とうになったのだ。そして手も足も出ないまま、負けた。


　こいつは本物の化物だった。


　剣けんで斬きっても死なない上に、魔ま方ほう陣じんを描えがかず、さらに呪じゆ文もんの詠えい唱しようもなしで、魔法を放ってくる。


　もう、まるでなにもできなかった。


　フェリス一人でどうにかできるような相手では、なかった。


　だがライナを殺したと言われ、彼女は逆上してこいつに斬り掛かかった。


　勝てるはずがないとわかっていて、それでも彼女はこいつに襲おそいかかった。


　結果、彼女は拘こう束そくされ、意識を奪うばわれ、そして記憶まで操作されていたらしい。記憶を消された間に自分がいったいなにをされたのかはわからないが。


　その、以前に会ったことがある初老の男の顔をにらみ、


「……貴様はいったい、何者だ？」


　と、聞いた。


　すると初老の男はまた、指をぱちんっと鳴らす。すると再び二十代後半くらいの、若い男の姿に戻もどる。


　ライナによく似た、眠ねむそうな顔の男に戻る。


　そしてその、ライナのような顔でにこにこと笑いながら、男は言った。


「だからライナの父親だって」


「……ライナの父親？」


「ああ」


「その、ライナの父親がいったい、私になんの用だ？」


　そう聞くと、男は肩かたをすくめ、


「将来の息子のお嫁よめさんになるかもしれない娘こに、挨あい拶さつしようと思ってさ」


　などと、ふざけたことを言ってくる。


　なにかよくわからない力でフェリスの体を拘束したまま、へらへらと笑ってそんなことを言ってくる。


　それにフェリスは男をにらんで、


「ふざけたことばかり……」


「別にふざけちゃいないよ。だって君は、ライナのことが好きだろう？」


「…………」


「ほら、あっさり顔が赤くなった。おまけに心臓の鼓こ動どうが速くなった。って、まあ、君の心の動きが激しくなるように、ちょっと魔法でいじってるからこんなに強く心が反応しちゃうんだけどね。でも……」


　そう言って、男は嬉うれしそうに笑う。いや、それどころか、微笑ほほえましいものを見つめるような優しい顔でこちらを見て、


「でも、それは君の本心だよ。もし君がライナのことが嫌きらいなら、嫌けん悪お感かんが大きくなるはずなんだ。でも君は、ライナを好きだろうと聞かれて、顔を赤くした。鼓動を速くした。さて、いま君の中に渦うず巻まいているその感情の流れはいったい……」


　とそこで、


「黙だまれ」


　と、フェリスは言った。


　だが男は黙らなかった。


「その気持ちはいったい、なんだろねぇ」


「黙れと言っている」


「黙ってもいいけど、事実は変わらないよ。君はライナのことを……」


「いいから黙れ！」


　と、そう、フェリスは怒ど鳴なった。


　それに男は苦笑し、それから肩をすくめた。


「まあ、それが恋れん愛あい感情かどうかはわからないけどね。でも、君がライナに好意を持ってくれていることは間ま違ちがいない」


　そんなことを言われ、そしてそのたびに、自分の中の感情が大きく動くのを、フェリスは感じた。


　ライナを好きなんだろうと言われて。


　あの馬ば鹿かのことを好きなんだろうと言われて、そのたびに胸がずきずきと痛むのを感じた。


　その気持ちが恋こいなのか？　と問われれば、それは彼女自身にもわからなかった。


　そもそも恋というものがいったいなんなのか、彼女は知らないのだ。


　だが。


「…………」


　ライナのことを嫌いじゃないことは、確かだ。


　そしてこいつは彼女のその気持ちを確かめようとしているようだった。


　ライナのことを好きだという、彼女の気持ちを確かめようとしているようだった。


　しかし、なぜ、


「なんのためにおまえは、こんなことをする？」


　と、フェリスは聞いた。


　痛む胸に顔をしかめそうになりながら、彼女はそう聞いた。


　すると男はそれに、指をぱちんっとまた鳴らす。


　途と端たん、さっきまで目に見えない力で拘束されていた彼女の体が、動くようになる。体の自由が利きくようになる。


　だが、フェリスはもう、動かなかった。どうせこいつに襲いかかっても、勝ち目はないのだ。


　だから真まっ直すぐ男をにらみすえて、


「おまえはいったい、なにがしたいんだ？」


　そう聞くと、男は笑った。悲しそうな顔だった。ライナによく似た、それでいて、ライナよりも寂さみしそうな顔でこちらを見上げて、


「息子を……ライナを守りたいんだよ」


　と、言う。


「守る？」


「ああ」


「どういうことだ？」


　それに男が言う。


「君ももう、よく知ってるだろうけど、あいつは弱虫だろう？」


「…………」


「ほんとは寂さみしがりでさ、独ひとりになると泣くくせに、人前じゃへらへら笑って強がってさ。で、言うんだ。自分は化物だから、独りで大だい丈じよう夫ぶって。人を傷つけたくないから、独りで大丈夫って。誰だれかと触れあわなくても自分は化物なんだから大丈夫なんだって、あいつ何度も何度も自分に言いきかせててさ」


「…………」


　という、その言葉に、フェリスは泣きそうになる。どうも、この男がかけた感情を大きく揺ゆらす魔ま法ほうの効果は続いているようだった。


　男が続ける。


「でも、人間なんて独りじゃ生きていけないんだ。そばに誰かがいなきゃ、一いつ緒しよに笑う奴やつがいてくれなきゃ、無理なんだよ。だから僕があいつのそばにいてやりたいんだけど……でも、そう世の中うまくいかなくてさ」


「…………」


「だから、僕の代わりにあいつのそばにいてくれる人間を、ずっと探さがしてたんだ。あの泣き虫のそばで、あいつを裏切らずに支ささえてくれる人間を……」


　それに、


「で、その役を私にやれと？」


　と、彼女は聞いた。


　すると男が答える。


「ああ。嫌いやかい？」


「…………」


　彼女はそれに、首を振ふった。


　いや、はなからそのつもりだった。


　あの馬鹿が独りで泣いてることなどは、ずっと前から知っていたのだから。


　そして、彼女が独りで心細いときは、あいつがそばにいてくれたのだから。


　だがいまはもう、ライナのそばにいるのは、彼女だけじゃなかった。もう、他にもたくさんの人間が、あいつのそばにいるのだ。


　それはあの、ミルクとかいう名の、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの女や。


　ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』の謎なぞを解とこうとメノリス大陸全土を旅して回っていた赤あか髪がみの女もいる。


　それにシオンだって。


「…………」


　いまはもう、遠く離はなれてしまったあいつだって、きっとまだ、ライナのことを好きなはずだった。


　だからライナはもう独りじゃない。


　もしライナが泣いて、叫さけんで、動けなくなってしまったとしても、決して独りにはならないはずだった。


　なのに、


「……なぜ私を選ぶ？」


　と、フェリスは聞いた。


　それが、わからなかった。


　だから、


「なぜ、おまえの代わりを私にしようとする？」


　そう聞いた。


　すると男が言った。


「君は、ライナを裏切らないから」


「裏切らない？」


　それに男はうなずく。


　その男の、ライナによく似た顔を見つめ、フェリスは言った。


「しかしそれはシオンだって……」


「彼は裏切るだろう？　いや、もう彼がだめなのは、君も見ただろう？」


「…………」


　なんてことを、男は言う。


　シオンがもうだめなことを、見ただろう？　などと、言ってくる。


　それにフェリスは男をにらみつけ、


「おまえにシオンのなにが……」


　しかしそれも遮さえぎって、男が続けた。


「わからないよ。どうなるかはわからない。もしかしたらシオン君もまた、正気を取り戻もどせるかもしれない。でも、いまは無理だ」


「……だから、私を選ぶ、と？」


「ああ」


「だが、他にも候補はいるはずだ。なのになぜ、おまえは私を選ぶ？」


「キファちゃんとか？」


「……ああ」


「彼女、ライナのこと、好きそうだもんねぇ。息子むすこのためなら、命を捨すてそうな勢いだ」


　という言葉にまた、なぜか胸を締しめつけられるような痛みを感じて、フェリスは顔をしかめた。そのまま胸をそっとおさえる。


　するとその手を、男は楽しげに見つめ、


「苦しいのかい？」


　なんて聞いてきて、


「……なんの話だ？」


　彼女は、顔をしかめたままそう言った。


　すると男が言う。


「ライナのことを好きな女の子が他にもいる──という話を聞いて、胸が痛くなったんだろう？」


「…………」


「感情が増ぞう幅ふくされてるから、胸が痛くなる。でもその痛みの理由がわからない、と。かわいいなぁ。君はまだ、自分の気持ちがいったいなんなのか、理解してないんだ」


「…………」


「でも、なるべく早く自分の気持ちに気づいたほうがいいよ。人間の人生なんてあっという間に終わっちゃうんだから……大切な人には、大切だって、早く伝えたほうがいい。まだ、お互たがいが生きてるうちにね」


　なんてことを言ってから、男は悲しげに微笑ほほえんだ。そしてそのまま、テントの外を見る。


　外は暗い。


　まだ、夜のようだった。


　外の様子を確認するような素そ振ぶりを見せてから、


「さて、余談はこのへんにしとこうかな。僕の時間ももう、あまりないようだし、本題に入ろう」


　と、言う。


　それにフェリスが聞く。


「本題？」


　すると男はベッドから立ち上がり、


「うん」


　と、言う。


　そして周囲をくるりと見回して、テントの隅すみに、剣けんが置かれているのを確認する。


　フェリスの剣だ。


　剣の一族──エリス家のためだけに鍛きたえあげられた長大な剣。


　その剣のほうへと男は進み、そして剣を拾ひろう。鞘さやから剣を少しだけ抜ぬく。すると刃が現れ、その根元の部分に、封印シールが施ほどこされているのが見える。


　ほんの小さな、紙のようなもので出来た、封印シール。その封印シールには、黒色の模も様ようが描えがかれている。円の中に、にっこりと笑った目のような模様。小さな鼻のような模様に、やはりにっこりと笑った、口のような模様。


　その模様は、フェリスが想像していた、だんご神様のご尊そん顔がんそのもので、おまけにその封印シールは、彼女が気絶しているときにいつの間にか剣に貼はられていたので、だんご神様が彼女にメッセージを伝えてくれたのだ！　と、ライナやシオンに対して彼女は騒さわぎ回ったのだが。


「……あの気絶は、おまえが私の意識を奪うばったせいだったのか」


　というと、男は肩かたをすくめるだけで応こたえる。


「つまりその封印シールも、おまえが貼ったのか？」


　すると男はこちらを向き、


「ああ、そうだよ。封印シールの形は自由だからどの形がいい？　って君に聞いたら、この形が好きだって言うからさ」


　なんていう言葉に、フェリスはやはり、男をにらみつけて、言った。


「そんな問もん答どうをした記き憶おくはないが？」


　すると男は笑う。


「そりゃ、ないだろね。質問は君の脳に直接したから。で、君が喜ぶ形を、脳から直で取りだした。ついでに君の、ライナに対する本当の気持ちが入っている場所にも、直接触ふれ……」


「黙だまれ」


　と、フェリスは言う。


　すると男は黙り、


「まあ、そういうことは本人同士が頑がん張ばるところだからね……いいよ。黙っておこう」


「…………」


「さて、じゃあほんとに、本題に入ろうかな。ええと、なんだっけ？」


　と、質問してきて、フェリスはもう、少しうんざりした気分で、


「知るか」


　と、言った。


「勝手に人が寝ねているところに現れて、好き放題しおって」


　すると男は笑い、


「君だっていつもライナが寝てるところに入っていって、勝手放題騒いでたろう？」


「私はいいんだ」


「はは、君のその、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなところに、息子は癒いやされるのかなぁ。僕にはわからないけど」


「…………」


「しっかしライナはほんとモテるよねぇ。フェリスちゃんに、キファちゃんに、ミルクちゃん、と、いい子ばっかりだもんな。さすが僕の息子。こりゃ～選ぶの大変だ」


　なんて言って笑うライナの父親をにらみつけ、フェリスは言った。


「いいから早く本題を言え」


「ああ、そうだね。ほんとにもう、僕の時間も少なくなってきた」


　そう言ってまた、テントの外をちらりと見る。


　しかしテントの外でなにかが起きている様子はない。なんの気配の動きも、空気の動きもフェリスには感じられなかった。


　だが、男は彼女がわからないなにかを感じているのだろう。しきりにテントの外を気にしながら、言う。


「まあ、本題といっても、さっきほとんど話しちゃったんだけどね」


「どういうことだ？」


「君に、僕の代わりをしてほしいって話だよ。キファちゃんじゃなく、ミルクちゃんでもなく、君に」


「私に？」


「ああ」


「なぜ、私を選ぶ？」


　と、彼女がもう一度聞くと、


「君が《神ル喰シいル》の妹だからさ」


　と、ライナの父親は答えた。


　それにフェリスは目を細め、


「兄様の、妹だから？」


「ああ」


「なぜ、ライナのことに兄様が関係する？」


　すると男はまた笑い、


「教えてあげない」


「貴き様さま……」


　と、フェリスが剣を抜くような素振りを見せるが、しかしやはり、男は笑ったままだった。この剣を抜いたところで、この男の前では彼女など、赤あか児ごよりも卑ひ小しような存在なのだ。


　だから彼女は、剣を抜かなかった。


　それを男は確認してから、優しく微笑んで言った。


「よかった。ほんとに僕の時間もわずかになってきたから、君とくだらない斬きりあいはしたくなかったんだよね」


　という言葉に、フェリスは聞く。


「さっきからしきりにテントの外と、時間を気にしているが、いったいなぜ、おまえには時間がないんだ？」


　すると男はそれにも、


「教えてあげない」


　と、言う。


　それにフェリスは苛いら々いらしながら、


「なら、いったいおまえは私になんの話があるのだ？　剣の封印シールをおまえがつけたことはわかった。だが、それをわざわざ言いにきたのか？」


　そう聞くと、男は答える。


「その封印シールの使い方を教えにきたんだよ」


「封印シールの使い方？」


「ああ。その封印シールの力を使って、僕の息子を守ってもらおうと思っ……」


　が、そこで突とつ然ぜん、男の言葉が止まる。と同時に、男の右腹の部分に穴が空あく。まるで杭くいかなにかに貫つらぬかれたかのように、ぽっかり穴が空いてしまい、それを男は見下ろす。


「あらら、本当にやばい」


　などと、相変わらず緊きん張ちよう感かんのない、眠ねむそうな声で言う。


　それにフェリスは、


「いったい、なにが起きてる？」


　そう聞くと、男はやはりへらへらと笑いながら、


「いや、実はいま、僕は喰くわれてるんだよねぇ」


「喰われてる？」


「ああ」


「誰だれに？」


「可哀かわい相そうな『司祭』どもの操あやつり人形にさ……でも、それはいいんだ。それよりも話を進めよう。話し終わる前に全身を喰われちゃうとまずいから」


　という言葉に、フェリスはもう、なにも質問しなかった。


　こいつが言ってる言葉のほとんどを理解できないが、どうせ質問しても、答えてくれないだろう。


　おまけに無理矢理殴なぐって聞きだすこともできない。なにせこいつのほうが圧あつ倒とう的てきに強いのだ。


　それにもう、彼女の苛々は限界すれすれまで跳はね上がっていく。思わず叫さけびだしてしまいそうなほどに苛々がつのる。それもおそらく、こいつが自分にかけた魔ま法ほうのせいだろう。この苛々とした感情も異常なまでに増ぞう幅ふくされてしまう。


　するとそれに男は気づいたのか、こちらを見つめて、


「あと、君が怒いかりで叫びだす前に、全部終わろう」


　と、笑った。


　その間にも男の体はどんどん、その形を失っていく。右足が消え、左ひだり肩かたが消え、それでも男はにこにこと笑っている。


　そして笑いながら、


「君に頼たのみたいことは、二つだ」


「二つ？」


「ああ」


「なんだ？」


「一つはライナのそばにずっといてやっ……」


　しかしそれを遮さえぎって、フェリスは言った。


「で、もう一つは？」


　すると男は微笑ほほえむ。


「ああ、僕が頼まなくたって、君はライナのそばにいてくれる、と、そういうことだね？」


「…………」


「なら、もう一つのほうの頼みを話そう。といっても、こっちが本題なんだけど」


「なら本題をさっさと言え」


「ああ、そうするよ」


　と、男は言う。そう言ったときにはもう、両りよう腕うでが消えている。だが、男は気にしない。ただ、こちらが持っている剣けんを見つめ、


「その剣にね、君のお兄さんが持っているのと同じ力を、与あたえてあるんだ」


「兄様と同じ力？」


「ああ。君のお兄さんは君を救うために《神ル喰シいル》になったけど……」


「なっ……ちょっと待て。おまえはいったいなんの話をしている？　兄様が、誰を救うために……」


　が、男は話をやめない。こちらの言葉などまるで聞いていないかのように、


「でも君は、僕の息子を救うために《神ル喰シいル》になる」


「だからなぜ、ここで兄様の名前が……」


　しかし男は続ける。フェリスの言葉など無視して、話を続ける。


「きっとライナは途と中ちゆうで耐たえられなくなると思うんだ。あいつは優しすぎるから、前に進めなくなると思うんだ。だからそのとき、君にその剣を振ふるってほしい。あいつがあきらめて、前に進めなくなって、助けてくれと君に頼んだら……君がライナの中の《神バケモノ》を喰らってやってくれ。やり方は簡単だ。その剣に貼はった封印シールを剝はがして、ライナを斬ればいい。その剣はライナの中の化ばけ物ものだけを喰らう。そうすればライナは救われる。君は壊こわれるけどね」


　と、男は言った。


　君は壊れるけどね、と、男は簡単に言った。


　それにフェリスは、男を見つめ、


「……壊れる？　それはつまり、私に、ライナのために死ね、と、そう言ってるのか？」


　すると男はまた、あっさりうなずく。そして、


「嫌いやかな？」


　などと、言ってくる。


　それにフェリスは、自分の剣を見た。だんご神様の顔を摸もした封印シールが貼られた、自分の剣を見た。


　この剣にはライナを救うための力が込められているという。そしてその力を使うと、彼女は死ぬのだという。
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　それに、彼女は聞いた。


「……ライナが耐えられなくなるというのは、あの、戦場で使った力のせいか？」


「ああ」


「ライナの中にはいったい、なにがいる」


「悪あく魔まだ」


「悪魔？」


「ああ。寂さみしがりの悪魔がいる」


「それは……」


　が、そこで男は首を振った。


「説明してる時間はないよ」


「……そうか」


「そう。でももう、伝えたいことも言い終わった。あとは君が決めるといい。君の命を使ってライナを救うか、救わないか……それは君が……」


　しかし、フェリスはそれを遮って、


「問題ないな。あの馬ば鹿かがあきらめて、私に助けを求めるのなら──私は剣を振ろう」


　と、あっさり言った。


　そしてそれに、ライナの父親はまた、寂しげな顔で笑った。


「……ほんとに、僕の息子は恵めぐまれてるなぁ。こんなにもみんなに愛され……」


　が、彼女はそこで、さらに男の言葉を遮って、言う。


「だがおまえは一つ思い違ちがいをしている。あの馬鹿は弱虫で、すぐに怠なまけて昼ひる寝ねするようなクズだが、そう簡単にあきらめて前に進むのをやめたりしない」


　と、彼女は言う。


「だからきっと、私はこの剣は振るわないだろう。この先にいったいなにが起こるのかは知らないが、しかし、もしもあいつがあきらめて、歩くのをやめるようなら、私が尻しりをたたいて無理矢理歩かせてやる。剣で斬らなくても、きっとあいつは立ち上がって、歩くからな」


　と、そう言った。


　すると男は──ライナの父親は微笑み、なにかをこちらに言おうとして、


「…………」


　しかしそこで、消えてしまった。


　なにかに喰くわれて、顔を、失ったのだ。さらに残った体もどんどん消えてしまい、目の前には誰もいなくなってしまう。


　彼女はその、誰もいなくなってしまったテントの中を眺ながめまわそうとして──





「…………」





　しかしそこで、彼女は目を覚ました。


　彼女が目を覚ましたのは、テントの中、ではなく、小さな馬車の中だった。


　それで思いだす。眠り続けているライナの看病に疲つかれて、少しこの馬車で、仮か眠みんを取ったのだ。


　ということはつまり、


「……いまのは夢、か？」


　と、そう呟つぶやきかけた。


　だがそこで突然、馬車の外から悲鳴が上がるのが聞こえた。


　喉のどが張はり裂さけんばかりに叫ぶ男の声。


「…………」


　ライナの悲鳴だった。


　それに彼女はそばにあった剣をつかみ、馬車から飛びだそうとする。


　そしてそこで気づく。


　剣が鞘さやから少しだけ抜ぬけていることに。


　そしてだんご神様の顔が描えがかれたあの封印シールが、こちらを見ている。


　ライナの父親が貼ったという、封印シールがこちらを見ていて。


「……それとも、夢じゃなかったのか？」


　それはもう、彼女にはわからなかった。


　なにが夢で、なにが現実だったのか、もう、いまいちわからなかった。


　だが馬車の外でライナが悲鳴を上げて、助けを求めているのだけは、間ま違ちがいなく現実だった。


　だから彼女はその、封印シールのついた剣をつかみ、


「…………」


　馬車の外へと飛びだした。




　第一章　十字の傷







　いつもそうだ、と、ライナは思った。


　自分が関わるといつもそうだ、と、彼は思った。


　せっかく父親と再会したのに。


　ずっと忘れていた父親と再会できたのに、いま、目の前では最悪の光景が広がっている。


「…………」


　彼の前にいま、化ばけ物ものがいて、そいつが父親を喰くい殺そうとしているのだ。


　自分と同じ、呪のろわれた瞳ひとみを持った化物が──


　黒い瞳の中央に、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』と呼ばれる朱しゆに輝かがやく十字を浮うかべた化物が、父親をその瞳で喰い殺そうとしている。


　そして父親はもう、動かない。


　その化物が──ティーア・ルミブルという名の化物が父親の心臓をえぐり、それを瞳に吸収してしまっていた。


　そして父親はもう、動かなかった。


　地面に伏ふしたまま、もう、動かなくなってしまって。


「…………」


　ライナはそれを、どうすることもできなかった。


　あまりにあっという間の出来事で、彼は動くことすらできなかった。


　ただ、動かなくなった父親の体を見下ろして。


　いやそれどころか、ティーアの瞳に吸収されてみるみるその姿を失っていく父親を見て。


「…………」


　彼は、悲鳴を上げた。


　喉が張はり裂さけんばかりに彼は叫さけび、そして拳こぶしを振ふり上げた。


　父さんからもらった右みぎ腕うでを振り上げ、ティーアの顔に放つ。


　しかしティーアにはあたらない。


　父さんが生みだした魔ま法ほうを喰らい、さらに父さんの体まで喰らった彼は、その力を自分の体に還かん元げんして、もう、ライナの目では追えないほどに、動きが速くなっている。


　あっさりライナの拳が空を切る。


　と同時に、ティーアの腕がこちらの首をつかんでくる。信じられないほど力が強い。そのまま首をねじ切られてしまいそうなほどの強さで首を圧あつ迫ぱくしてきて、


「……落ちつけライナ」


　なんてことを、言う。


　だが、ライナは止まらない。このまま前に進めば、自分の首の骨が折れてしまいそうだったが、彼は気にせず、前に出ようとして。


「くそ」


　と、ティーアがうめくように言う。


　そしてこちらの首を離はなす。ライナが死なないように。首が折れてしまわないように、ティーアはライナの首を離して、一歩後ろに下がる。するとティーアの体が、倒たおれている父親から離れる。


　それにライナは、


「父さん！」


　と、地面に倒れ伏す父親を抱だき起こそうとした。


　するとティーアが言う。


「待てライナ！　まだそいつを殺しきってない！　その化物に、近付くな！」


　なんてことを、切せつ羽ぱ詰つまったような声こわ音ねで怒ど鳴なってくるが、それにライナはティーアをにらみつけ、


「化物は……化物はおまえだろうが！」


　と、怒鳴り返した。


　ティーアのことを彼は、化物と呼んだ。


　そしてそれに、ティーアの表情が一いつ瞬しゆん、曇くもる。


　だが、ライナはそれも気にしない。


　ティーアからの追つい撃げきがこないよう、父親を守るように彼は立ちながら、


「……父さん！」


　と、もう一度声をかけた。


　だが返事はない。


　しかし彼は必死に言葉を続ける。


「……ちょ、冗じよう談だんだよな？　あんた、強いんだろ？　魔ま導どう学がくの天才だったんじゃねぇのかよ？　じゃあ、じゃあこんなところで……」


　が、その言葉を遮さえぎって、ティーアが、


「いや、ここで死んでもらうよ」


　と言った。


　そして動く。


　そのティーアの動きは、やはりライナの目では捉とらえられない。


　だがそれに、ライナは瞳の使い方を切りかえる。彼の瞳の中央に浮かんだ、七色に輝く涙るい形けいの紋もん様ようで、ティーアの体の中に渦うず巻まく、魔ま力りよくだけを追うことにする。


　すると瞳から全身へと魔力を供給して、爆ばく発はつ的てきに身体能力を上げているティーアの姿を、彼は捉えることに成功する。


　ティーアは彼の背はい後ごにまわり、父さんに喰らいつこうとしている。


　朱しゆ色いろの十字を爛らん々らんと輝かせ、そして大きく口を開いていて。


　そしてそれにライナは、


「させるかっ！」


　と、怒鳴る。振り返る。だが、彼にはティーアの動きを止めることができるほどの身体能力はない。得意の魔法も、こいつは『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の瞳で吸収してしまうし、おまけに魔法を発動している暇ひまもない。


　だから彼は、


「…………」


　ライナは、自分の体を盾たてにして、ティーアの攻こう撃げきを防ごうとする。大きく口を開き、襲おそいかかってこようとするティーアに、自分の体を差し出そうとして──


　しかしそこで、


「んっ」


　という、聞き覚えのある女の声が、耳元で響ひびいた。


　そして目の前に突とつ然ぜん、金きん髪ぱつの美女が現れる。


　フェリスだ。


　その彼女が剣けんを振るい、ティーアに向かって振り下ろす。


　刹せつ那な、ガキィンと、甲かん高だかい金属音が響いた。フェリスの剣が、ティーアの口に当たったのだ。


　しかしティーアは、彼女の剣をあっさり口にくわえて受け止めてしまっている。


「…………」


　いや、実際にはティーアの口は、フェリスの剣によって斬きられたのだが、すぐに傷が塞ふさがってしまう。


　父さんから喰らった魔力が、ティーアの再生能力を異常なまでに強化していて、おそらくもう、喰らった魔力が切れるまでこいつを傷つけることすらできなさそうだった。


　それを見て、ライナは思う。


　まずい、と、彼は思う。


　いま、この場において、ティーアを止める方法が、まるで思い付かなかったから。


　だがそれでもなんとかしようと、彼が身み構がまえたところで──


　ティーアが言った。


　さらにフェリスも言った。


　おまけに死んだと思った父さんまでが同時に、


『馬ば鹿かが、死ぬつもりか！』


　なんてライナに向かって怒鳴ってきて。


「へ？」


　と、全員に一いつ斉せいに怒鳴られてしまい、彼は思わずそんな声をあげる。


　さらにティーアが顔をしかめ、


「くそ、やはり死んでなかったか……」


　と、拳を振り上げて父さんに向かって放とうとするが、それにさっきまでぐったりしていた父さんがにやりと笑い、


「『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は確かに僕の天てん敵てきだけど……もし君一人で僕を殺せるなら、《司祭》どもは『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者を何人も作らなかったろう？」


　なんて、言う。


　そのまま父さんの姿が消える。


　そして少し離れた場所に再び現れる。


　土つち埃ぼこりを払はらうかのように、ぽんぽんっと着ていた服をたたき、それから落ちていた書しよ類るい鞄かばんを拾ひろう。


　そのときにはもう、父さんの体には、ティーアに空あけられた胸の穴も、それどころかライナにくれた右腕も復活していて。


　それにティーアが言う。


「……化物め」


　すると父さんが──リューラ・リュートルーがやはりにっこり笑って、応こたえる。


「否定はしないよ」


「殺してやる」


「君一人じゃ無理だよ。それにそれは君の主あるじ……『未来眼トーチ・カース』の娘むすめもわかってたんじゃないかな」


「…………」


「図星か。じゃあ君の目的は、僕とライナの接せつ触しよくを防ぐことか」


　しかしそこで、ティーアが言う。朱しゆの十字が浮うかんだ瞳ひとみを、鋭するどく細めて、


「……いや、おまえは死ぬ」


　するとリューラは肩かたをすくめる。


「そんなの知ってるさ」


　それにライナが、


「ちょ、父さん！」


　と言うと、リューラは優しくこちらを見つめて、


「話が見えない？」


　と、こちらが思ってることを言ってきてくれて、それにライナはうんざりしたようにうなずく。


「まったく見えねぇよ！　おまけに目の前で死んだり生き返ったりされて、すっげぇハラハラするし」


「あはは。ライナは僕が好……」


「死ね！」


　と、ライナがうめくように言うと、リューラはまた笑う。それから少しだけ神しん妙みような顔になって、


「……でも、僕の生き死にに一いつ喜き一いち憂ゆうすることないよ。僕はもう、ほとんど生を持ってないから。それに彼女が……イルナが死んだいま……」


　が、そこで言葉を止める。


　そして少しだけ悲しげな顔で笑い、


「いや、まあそれはいいや。さて、それはともかく、そろそろこの場を収おさめようか」


　と、言った。


　それからティーアを見つめ、


「『殲滅眼イーノ・ドウーエ』の魔眼保持者。君はなんのためにここにきたのかな？」


　そう、問いかける。


　するとティーアはそれに応えようとする。


「…………」


　だがそこで、リューラが足でとんっと、地面を踏ふみ鳴ならす。


　そして一言、


「倒地ちがしら」


　と呟つぶやく。


　それはローランドの魔ま法ほうだった。


　しかしリューラは呪じゆ文もんを詠えい唱しようしない。


　魔方陣すら描えがかない。


　ただ一言、その魔法を呟いただけで、魔法が発動してしまう。


　その仕組みが、ライナの瞳には見える。見えるが、とてもじゃないが真ま似ねはできない。それほど複雑な魔ま術じゆつ式が、リューラの体の中に渦巻いていて。


　そして、あっさり『倒地ちがしら』が発動する。


　ティーアの背後で発動する。


　すぐにティーアはそれに反応するが、一瞬遅おそい。地面が杭くいのように盛もりあがり、『倒地ちがしら』がティーアを背中から串くし刺ざしにする。
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「がぁ……」


　と、ティーアはうめき、その杭を抜ぬこうとする。だがさらにリューラが数度足を踏み鳴らす。すると次々と杭が生まれ、ティーアは全身を貫つらぬかれてしまって。


「…………」


　傷はすぐに修復していく。リューラから喰らった魔力を使って、すぐに修復していく。


　だが、それにも限界があった。


　ティーアの中の魔力が、みるみる減っていくのが、ライナには見えた。


　それにリューラは笑う。


「『倒地ちがしら』は魔法が地面の下で発動するから、喰えないだろう？　さぁて、いつまで君の再生能力が保もつかなぁ～？」


　という言葉に、ライナが言う。


「おい、父さん、まさか殺すつもりじゃ……」


　が、リューラはそれに首を振る。


「まさか。彼は必要な人材だからね。ただ、僕を追ってこれないくらいには弱体化しないと……」


　そう言ってさらにもう一度、地面を踏む。


　すると背後からもう一本杭が飛びだしてくるが、それをティーアは、なんとかよける。それから体を低く構え、リューラのほうへと襲いかかろうとする。


　だがそれに、リューラは笑う。


「はは、無理するなって。もう、力が残ってないだろう？　君の優ゆう位い性は、僕が気づかない場所で僕が作った『睡すい魔まの雲』を喰らったことにあった。だがその力はもう残ってない」


　そう言って一歩、こちらに近付く。


　するとティーアが顔をしかめ、一歩下がる。


　それに、


「ほらね」


　と、またリューラが笑う。


　その顔を、ティーアは悔くやしげににらみつけ、


「……その、とおりだ。もう、僕に勝ち目はない」


「素す直なおだねぇ」


「だがライナにはもう、近付かせない。おまえはライナを狂くるわす。僕は命をかけてもライナを……」


「僕から守る？」


「そうだ」


「お門かど違ちがいだね。僕はライナを愛してる」


「だから質たちが悪いんだ」


「はは」


「絶対におまえをライナには……」


　が、そこで、リューラが言った。


「でも、いいよ。もう、やりたいことは終わった。というか、君が必死に僕を襲おそってる間に、すべてのことを終わらせたよ。僕は──すでに僕の代わりを見つけた」


　そう言って、笑う。


　それからリューラが、こちらを見た。


　いや、なぜかライナの横の、フェリスのことを見ているようだった。


　それにフェリスが、


「……おいライナ」


　と言う。


　それに彼が彼女のほうを向くと、彼女が聞いてくる。


「いったいここで、なにが起きてる？」


　しかしその問いに、ライナは答えられなかった。


　というか、なぜティーアがこのタイミングで現れて、さらにリューラを襲っているのか、それすらわからないのだ。


　だがフェリスがさらに、


「で、あの金きん髪ぱつの男は、おまえの父親なのか？」


　なんてことを聞いてきて、ライナは少しだけ驚おどろいて彼女を見る。


「なんでわかんの？」


「自分でさっき、父さんと言ってたろう？」


「あ～」


「それに、おまえと同じようなあんな寝ねぼけ面づらは、そうそういないだろう？」


「ええ～、そうかぁ？　俺、あいつに似にてる？」


　するとフェリスはうなずく。


「似てるな」


「へぇ」


「しかし、あいつはおまえよりもだいぶ強いようだ」


「……みたいだな。なんか魔ま導どう学がくの天才らしいぜ？」


「ふぅん。まあ、おまえも変へん態たい学では負けてないが」


「って、ま～たおまえはンなことばっか言って……」


　と、ライナはあきれたような顔で彼女を見る。


　しかし彼女とくだらない会話をすることによって、やっと少しだけ、落ちついていまの状じよう況きようを考えられるようになる。


　まあ、落ちついて考えたところでどうしてティーアがリューラを襲っているのかはやはりわからないが。


　しかしどういうわけかリューラも、ティーアも、ライナの敵ではないようだった。まるでライナを取りあうかのように争っていて。


「ったく、なんなんだよ、モテモテで困るなおい」


　と、彼は苦笑しながら言った。


　どちらにせよ、切せつ迫ぱくした状況はすぎたようだった。ティーアにはもうリューラを殺すだけの力は残っていない。それはライナの、『すべての式を解とく者』の瞳で見ればわかる。


　そしてリューラのほうにも、ティーアをどうにかしよう、という意い思しはなさそうだった。


　ならこれで、戦せん闘とうは終わりだろう。


　だからライナは、あらためていま、ここでなにが起きているのか？　それを頭の中で巡めぐらせようとした。


　しかしその前にリューラが言う。


　急に後ろを振ふり向き、


「……あれぇ、後ろからもなんかきてる……もしかして、ここにきてる『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者は、君一人じゃないのかな？」


　と、言った。


　するとそれにティーアがうめく。


「くそ、思ったより早くバレた……」


　そして再び体を低く構える。


　それにリューラは、


「後方に二人。それに右には『怨嗟眼ウイルノ・ヘイム』も一人いる。なるほどね。本気でここで、僕を殺す気だったんだ。で、君はその仲間たちが戦闘準備するまでの、囮おとりか」


　なんてことを言うが、しかしやはり、あまり緊きん張ちようしている様子はなかった。


　それにライナが、


「……おい父さん、もしティーアに仲間がいんなら、逃にげないとやばいんじゃ……」


　そう、言いかけたのを、リューラが制す。


　そして、


「なるほど。ほんとに『未来眼トーチ・カース』の娘むすめは、僕の死を予知したんだ。ここで僕が死ぬのが見えた、と」


　それにティーアが、笑えみを浮うかべる。


「だから初めから、そう言ってる」


「ここで僕を殺す？」


「そうだ」


「僕を殺すためだけに生まれた魔眼保持者たちが、総出でここに集まって、僕を殺すわけだ」


「そうだ」


　と、ティーアがうなずく。


　そしてそれに、リューラが困ったような顔でこちらから目線をそらし、空を見上げ、


「そしてこの光景が──『未来眼トーチ・カース』の娘には見えた、と？」


　そう、誰だれかに聞くように、呟いた。


　だが答えはない。


　空から返事は降ふってこない。


　それにリューラは、


「な～んか、いろいろおかしいなぁ……『未来眼トーチ・カース』の娘が僕を殺す？　なんのために？　彼女にはいったい、なにが見えて……いや、まあいいけどね。本人に会って、確かめよう」


　そう言ってから、動く。


　一歩前へと出る。


　すると彼の姿が消えてしまう。少なくともライナには、リューラの動きは、見えない。


　そして次の瞬しゆん間かん、彼はティーアの背はい後ごに立っている。反応できたのは、フェリスだけだった。


「ライナ」


　と、彼女がうながしてくれて、それでリューラの姿を、見つける。


　彼は後ろからティーアのえり首をつかむ。


　それにティーアが慌あわてて振り返ろうとするが、


「動くな、殺すぞ」


「殺せばいい」


「ああもう、めんどくさいな君は」


　と言いながら、彼はティーアを放す。それから足で背中を蹴ける。


　そして、


「ライナ」


　と、名前を呼んでくるので、そちらを見る。


　すると彼はこちらに向かって微笑ほほえみながら、


「一度帰るね」


　なんて言うので、それにライナは聞く。


「どこによ？」


「さてどこでしょう」


　するとそれに、ティーアが拳こぶしを振り上げながら言う。


「逃がすか」


　が、リューラは笑った。


「逃げるよ。というか君、ミスったねぇ。僕を殺すために、ここに魔ま眼がん保持者を集めたんだろう？　じゃあ、『未来眼トーチ・カース』の娘を守ってる護ご衛えいが減ったんじゃないかな？　あらあら、これはまずいね。君の大切な主の命が、風前の灯ともし火びに──」


　とそこで、ティーアが怒ど鳴なる。


「貴き様さま！」


　拳を振り上げる。しかしやはり、それはあたらない。


　リューラは笑ったまま、


「さてさて、どちらがさきに、彼女のところへたどりつくかな？　僕が彼女を殺す前に、君が帰れるといいけれど……」


　そう言いながら、後ろへひょい、ひょいっと下がる。跳とぶたびにリューラの姿が歪ゆがんで、まるで瞬間移動しているかのように、一気に遠くまで離はなれてしまう。


　それをライナは見つめて、


「おい、まじでいなくなんのかよ？」


　と聞くと、リューラはうなずく。


「ごめんね。でも、またくるよ」


「いつ？」


「すぐ」


「だからいつだって」


　しかしそこで、ティーアが叫さけぶ。


「ケペル！　僕に魔ま法ほうを撃うて！」


　するとその言葉に反応するように、どこからか、光の帯おびが放たれ、それがティーアに襲おそいかかる。


　しかしそれを、ティーアは喰くらう。


　目を大きく見開き、光の帯に喰らいつく。


　刹せつ那な、魔ま力りよくがティーアの中に流れこむ。そのままその力は全身へと供給されて、


「殺してやる！」


　と、彼の体が弾はじけるように加速する。一気にリューラとの距きよ離りを縮める。


　だがやはり父さんは余よ裕ゆうの表情でこちらを見やりながら、


「……邪じや魔ま者ものを消したらまた、すぐに戻もどってくるよ」


　と、言う。


　そのすぐ目の前にティーアが迫せまる。


　しかし父さんは書類鞄かばんを掲かかげる。その鞄の口を開く。すると中から書類が溢あふれだし、その書類ごとティーアは、父さんに喰らいつこうとする。


　しかしもう、そこに父さんはいない。


　まるで霧きりのように消えてしまって。


　おまけにどうやって消えたのか、その仕組みも、ライナの目には、見えてしまった。


　本当に、父さんは人間をやめてしまっているのだ。


　人間としての体が、すでにないのだ。


　だからあっさり消えることができる。


　だからとても人間とは思えないほど強大な力を振るうことができる。


　当然、そのための代だい償しようを払はらっているだろう。それがなんなのかはまだ、見えなかったが。


「…………」


　しかしとにかく、今度こそこれで、戦闘は終わりのようだった。


　ライナは、喰らうべき相手を見失ってしまったティーアを見る。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす黒衣の魔眼保持者のほうを見つめ、


「もう終わりかな？」


　と、聞いてみるが、彼は振り返らない。


　それにライナは肩かたをすくめ、周囲を見回す。するといつの間にか周囲に、ティーアと同じような、黒いローブを着た黒くろ髪かみの男たちが集まってきているのが、見える。


　おそらく全員が、魔眼保持者だ。


『殲滅眼イーノ・ドウーエ』が、二人。それと、ライナが見たことのない能力の瞳ひとみを持った男が、一人。


　そいつらがティーアのほうへと集まっていく。


「殺したか？」


　という問いに、ティーアが首を振って、言う。


「いいや」


「逃がしたのか？」


「ああ」


「だが主あるじはここであの化物を殺せると……」


「未来は変わる。それはおまえらも知ってるだろう？」


「しかし」


「それにまずいことになった。奴やつはエーネを……」


「居場所がバレたのか!?」


　が、ティーアはまた首を振り、


「わからない。だが、奴ならあるいは……とにかく一度、僕らも戻ろう。もう一度エーネの指示を仰あおぐ必要がある」


　それからこちらを振り向く。


　ティーアがライナのほうを見つめ、


「ライナ」


　と、呼び掛かけてきて、彼はそれに答える。


「なによ？」


「一いつ緒しよにこないか？」


　それにライナは笑って、答えた。


「全然話が見えないから、無理」


　するとティーアも笑う。


「だろうね。再会の挨あい拶さつもしないうちに、こんなことになっちゃったのは悪いと思っ……」


「悪いと思ってんなら、まず挨拶しろよ」


　と言うと、ティーアが少しだけ困ったような顔になる。


「いや、それがちょっと、時間がないみたいなんだ。だから、帰る道すがら説明するから。僕と一緒においで」


　と、彼はこちらに手を差し出してくる。


　それをライナは見つめ、それからすぐそばにいた相棒のほうを見た。


「だってさ。あれ、どう思う？」


　するとフェリスはそれに、


「知るか」


　と、言う。


　それに彼もうなずく。


「だよねぇ。ってか、ここでなにが起きてたかすら俺、全然わかんねぇしな」


「おまえは自分がなぜ馬ば鹿かなのかもわからないような馬鹿だからな」


「そゆこと言う？」


「事実だ」


「まあ、ほんといまなに起きてんのかは全然わかんねぇんだけどさ……でも……」


　と、ライナはティーアのほうを見つめて、考える。


　リューラとティーア、二人の会話の断片を追いかけて推理すると、ティーアはどうやら、リューラをライナに近付けないようにするためにここにきたようだった。


　しかし、それがなんのためなのかが、まるでわからない。


　ティーアはこう言った。





『騙だまされるな。そいつはライナの親じゃないよ』





　さらにこうも言った。





『僕の主はそいつが一番やばいと言ってた……そいつが一番狂くるってるんだそうだ。だから殺さないと……いま、すぐに殺さないと……僕らの大切なライナが、誘ゆう惑わくされないように』





　もちろん、父さんが少しおかしいのは、ライナも薄うす々うす気づいていた。


　いや、薄々どころか、最初っから最後まで、とても人間には見えなかった。なにせ全身を魔法化していて、心臓を潰つぶされても死なないのだ。


　だが、狂っているようには見えない。


　少なくともティーアが言っているような、狂った化ばけ物ものには見えなかった。


　なにせリューラは──父さんは、わざわざ俺を救いにきてくれたんだから。


　大勢の人を殺し、さらに母さんまで殺した俺に、わざわざ愛してると言いにきて。


　しつこいくらいに、おまえは愛されて生まれてきたんだぞ、なんて言ってきて。


　だが、その父さんを、ティーアは殺しにきた。


　そして、『僕らの大切なライナが、誘惑されないように、すぐに殺さないと』なんてことを、言った。


　誘惑されないように。


　リューラに誘惑されないように。


「…………」


　確かに、父さんの言葉には誘惑された。父さんの一言一言が、自分の心に張はり巡めぐらしていた壁かべを、一気に壊こわしていくかのようだった。


　自分は、誰だれにも望まれずに生まれた、呪のろわれた化物だと思っていたのに。


　人を傷つけるだけの化物だと自分のことを思っていたのに、あんなふうに言われてしまうと──


「まじで、うじうじ悩なやんでた自分が、馬鹿みたいだもんなぁ……」


　と、彼は小さく、呟つぶやいた。


　まあ、いきなり愛してると言われたからって、そう簡単に自分のことを認められるわけでもないけれど。


　でも、だからこそもし、父さんが──あの、リューラと名乗った男が偽にせ者もので、そして俺を誘惑するためだけにあることないこと甘い言葉を並べたんだとしたら、それは成功したと思う。


　あの、父親と名乗った男が偽者で──たとえば、ガスタークとの戦争のときに現れた『女め神がみ』の分身たちのように、ライナを陥おとしいれるために生みだされた化物だったなら。


「……ちょっと、傷つくなぁ」


　と、ライナは少しだけうめくように呟いた。


　心がもう、揺ゆれてしまったから。


　愛されて生まれてきたとか、生きてていいとかいきなり言われてしまって、それに心が少しだけ揺れてしまったから、また、壁を張りなおすのはきっと、ちょっとしんどいと思う。


　でも、それでも、父さんが偽者だった──というのは、ありえる話だな、とも、思う。


『女神』たちは『悪あく魔ま』を嫌きらっているから。


『女神』たちは、ライナを嫌っているから。


　なぜ嫌っているのか？　とか、なぜ『女神』などという存在がいるのか、とか、そういったことはまだわからない。


　ライナは『寂さみしがりの悪魔』の力と同化したが、そのときに手に入れた情報は、悪魔が『勇者』を救いたいと思っている──という情報だけだったのだ。


　だが、『女神』は『悪魔』を嫌っている。


　それだけは間ま違ちがいない。


　なぜなら、『悪魔』も『女神』を皆みな殺ごろしにしたいと、そう思っていたから。





　勇者を救うために、女神を殺せ。


　勇者を救うために、女神を殺せ。


　勇者を救うために、女神を殺せ。





　ライナの中に取り込まれた悪魔は、ずっとそう呟いていた。


　だから『女神』の分身が現れ、襲おそいかかってきたとき、そいつらが『女神』どもがよこした刺し客かくだと、すぐにわかった。


　自分が殺したいと思っている相手だから、向こうが自分を殺しにきた、ということにも、すぐに気づいた。


　そしてあのリューラも──父さんと名乗ったあの男も、『女神』が作りだした化物なら──それならティーアの行動も理解できる。


　もしくは、もっと他になにか理由があって、ティーアは父さんを殺そうとしたのかもしれないが。


「……さて、困ったね、こりゃ。いったい誰が敵なんだ？」


　と、彼は呟く。


　ティーアが敵じゃない、ということはもう、わかっている。同じ魔ま眼がん保持者で、ライナと同じように人間に迫はく害がいされ、同じような悲しみを抱かかえていることを、彼は知っているから。


　しかしティーアが敵じゃないとするなら、噓うそをついてるのは父さんだろうか？


　それとも、なにか行き違ちがいがあるのだろうか？


「…………」


　ライナは、ティーアを見つめる。


　するとティーアがこちらに手を差し出したまま、


「さあ、早く一緒にいこう」


　と、もう一度言う。それから、


「それとも、無理矢理連れていこうか？」


　なんてことを言ってくる。


　しかしそれにライナは肩かたをすくめ、


「無理矢理？」


　と聞くと、ティーアは薄うすく笑って、


「言うことを聞かない子は、力ずくで連れてっちゃう主義なんだよ」


　その言葉に、ライナも笑う。


「おーおー、そりゃ怖こわいね～。でもここ、俺の仲間だらけなんだけど……そう簡単に、無理矢理連れてけると思ってんのか？」


「思ってるよ」


「へー、相当自信あんだな」


「当然。というか、ライナももうわかってるだろう？　僕ら神の目の保持者にとっては、たかが人間がいくらいたところで……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、言う。


「だけどその人間に、俺らはずっと迫害されてきたんだろう？　人間の怖さは俺らが……魔眼保持者が一番知ってるはずだと思うんだけど？」


「…………」


　するとそれに、ティーアが黙だまった。目を細め、その奥にある朱しゆの十字が強く、紅あかく、輝かがやき始める。


　本当に、力ずくでライナを連れていくつもりなのだろう。


　だがライナはそれにやはり笑い、


「まあ、ちょっと待てって。おまえと一緒にいくかどうかは、俺が自分で決める」


　するとそれにティーアは、やはり困ったような顔で、


「でも」


　と言うが、ライナはそれに首を振ふる。


「説明はいらないよ。どうせおまえからの説明は、おまえにとって都つ合ごうのいい話になるだろ？　それに父さんからの話もきっと、父さんにとって都合のいい話になる。なら、そのうちのどれを信じるかは、自分で決めるよ」


　と、彼は言った。


　するとティーアはこちらを見つめたまま、しかし、差し出してきていた手を、下げた。そして少しだけ、不安そうな顔になる。


　こいつは人間が嫌いで、人間に対してはとにかく強気なのだが、しかし魔眼の仲間には優しいのだ。


　それをライナはもう、何度も見ていた。


　ガスタークの奴やつらに殺された『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者のラフラやプエカも、このティーアにはなついていた。


　だからおそらく、ティーアは本当のことを言っている。


　ライナを救いにここにきた──という彼の言葉は、本心だろう。


　だが、ティーアがどう思っているか、ということと、真実はまた違う。いやそもそも、真実なんてものがあるかどうかもわからないのだが。


　なら、自分はなにを信じて、どう進めばいい？


　と、ライナは自分に問いかける。


　そしてそれから、


「……なぁフェリス」


　と、もう一度隣となりの相棒に声をかけた。


　もっとも信しん頼らいしている、暴力女に声をかけた。


　すると彼女はいつもの無表情でこちらを見る。


「なんだ？」


　それにライナは聞く。


「あの、もっかい聞きたいんだけど」


「ふむ」


「さっきおまえ、あの金きん髪ぱつの男が俺の父親だって、なんでわかったのよ？」


　するとそれに、フェリスが不思議そうな顔でこちらを見て、


「まだそれが気になるのか？」


　と言ってくるので、それにライナは笑って、


「いいから答えてよ。なんでリューラが──あの、金髪の男が俺の父親だってわかった？」


　そう聞くと、フェリスが答える。


「あいつの顔が……」


「俺に似にてたから？」


「そうだ」


「でもそりゃ、おかしいだろ。あいつの見た目、あきらかに二十代だぜ？　いくら似てたって……それに俺が父さんとか呼んだからって、全然俺の親には見えないと思うんだけど」


　しかしその問いに、やはり彼女はあっさり、答えた。


「それも簡単だ。つまりおまえら変へん態たい家族は、八歳にして婦ふ女じよ子しを……」


「ってあ～はいはい、それはいいから……んで？　実際はなんでわかったのよ？　おまえ、あいつに会ったことあったのか？」


　そう聞いて彼女を見ると、彼女はこちらを見返してきて、妙みようなことを言った。


「ふむ。いや、さっき夢に出てきてな」


「はぁ？　夢？」


「ああ。あの、おまえに似た変態そうな金髪男が、無理矢理私の夢に出てきてな、メッセージを残していった」


「メッセージ？」


「うむ」


「わざわざおまえの夢に出てきて、メッセージを残してったっての？」


「そうだ。迷めい惑わくな奴だ」


「へぇ……んで、父さんは……ええと、ああいや、あの、金髪の男は、おまえになんつってたのよ？」


　と、聞く。


　するとそれに、フェリスは無表情のまま、薄く笑って、言った。


「おまえを泣き虫の赤んぼうだと言ってた」


「ああ？　なんだよそれ」


「おまけに馬ば鹿かでクズでノロマだとも言ってたな」


　それにライナは半はん眼がんでフェリスを見て、


「それ、噓だろ？」


　と言うが、彼女はそれに、


「本当だ」


　と、言う。


　それにライナは笑って、


「俺ってば、すっげぇ馬鹿にされてんじゃん」


「いつものことだな」


「いや、まあ、いつものことだけどさぁ……ええと、んじゃまあ、それが本当だとして」


「本当だと言っている」


「う～ん……まあ、いいや。じゃあ、それが本当だとして、それで？」


　と、ライナは聞いた。


「メッセージってのは、なんだよ？」


　するとそれにフェリスが言う。


「それだけだ」


「はぁ？　それだけって、まじでそれだけを言いに夢に出てきて、消えたってこと？」


「うむ」


「噓だぁ」


　が、そこで、フェリスが肩をすくめて、


「まあ、最後に、そんなクズは独ひとりになるとすぐ泣くから、そばにいてやってくれ──というようなことも言っていたがな」


「…………」


「おまえのそばにいてやってくれと、そう頼たのまれた」


　なんてことを、彼女は言って。


　それにライナは、


「……へぇ」


　と、言った。


　それから彼女を見つめ、


「……んで、おまえはそれに、なんて答えたのよ？」


　と、そう聞いた。


　そして聞いた瞬しゆん間かん、後こう悔かいした。そんなことは聞く必要がないことだったから。


　だが彼女がそれに、こちらを見上げてくる。やはり無表情のままこちらを見つめ、


「聞きたいのか？」


　と、言ってきて。


　それにライナは苦笑して、


「いや、いいや。忘れてくれ」


　と、首を振った。


　本当に、聞く必要がないことだったから。


　それどころかもう、彼女がなんて答えたのかすら、想像できてしまったから。


　だっていま、彼女がここにいてくれてることがもう、その答えだから。


　なにせライナは、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の化物なのだ。そばにいれば突とつ然ぜん暴走して、周まわりにいる人間を殺して回るかもしれない、化物なのだ。


　おまけに彼はもう、一度、彼女を殺しかけているのだ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』を暴走させて、彼女を殺しかけているのだ。


　なのに彼女はいつもそばにいてくれて。


　ずっと隣で、鬱うつ陶とうしいくらいに剣けんを振り回してライナを殴なぐり続けていて。


「…………」


　いや、彼女だけじゃない。


　ここにいる仲間たちはみんなそうだった。


　このあいだのガスタークとの戦争はまるで勝ち目がないはずだったのに、キファや、トアレや、イリスたちがその、馬鹿げた戦場についてきてしまった。


　こんな、役に立つかどうかもわからない化物を信じて、戦場のど真ん中に飛びだしてしまった。


　それだけでもう、答えは出てるじゃないかと、彼は思う。


　どんなに逃にげてももう、自分は独りになれないじゃないかと、彼は思う。


　困ったことにいつの間にやら周りは仲間ばかりになっていて。


　もう、寂さびしいとか泣いて叫さけんで、逃げることができないくらいに、仲間ばかりになってしまっていて。


　そしてその仲間を助けたいと、自分も思っている。


　もしも自分の力が役に立つなら。


　化物と罵ののしられ続けたこの呪のろわれた瞳ひとみが、それでもフェリスのために、シオンのために、仲間たちのために役に立つのなら、自分にはこの世界に立って、生きてみる意味があると、いまはそう思う。


　だからライナは、言った。


　フェリスのほうに向かって小さく微笑ほほえんでから、それを笑みに変えて、ティーアに言った。


「……やっぱ俺、おまえらと一緒にはいけねぇわ。俺の仲間は、ここにいるからさ」


　するとそれに、ティーアが言う。


「君は人間どもに騙だまさ……」


「騙されてねぇよ。ってか、騙されたっていいんだ。俺は自分でそうすると決めて、好きでやってんだから、騙されたってもう、傷つかない」


　と、ライナは言った。


　それにティーアが、こちらを憐あわれむような悲しそうな顔で見つめた。


「……『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、いつもそうなんだ。優しすぎるから、人間どもに裏切られて暴走する」


　しかしライナはそれに、肩かたをすくめ、


「もう俺は『複写眼アルフア・ステイグマ』を持ってないけどね」


「でもどうせ裏切られる」


「だから別にいいんだって」


「……見過ごせないよ」


　その、ティーアの言葉に、ライナは笑って、


「なら一緒にいようぜ。おまえのことも俺、実はラフラに任まかされてんだ。だから……」


　そこで、彼は手を差し出す。


　それはシオンが自分にしてくれたみたいに。


　それはフェリスが自分にしてくれたみたいに。


　キファが、ミルクが、トアレが、仲間たちが、危険な化物のはずの自分にしてくれたみたいに、ライナは真まっ直すぐティーアへと。


　傷ついた魔眼保持者の心へと手を差しのべて、言った。


「俺らと、仲間になろう。おまえが俺のこと思ってくれてんならさ、ついでに俺の好きな奴やつらとも一緒に仲間になってくれよ」


　と、そう言った。
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　するとそれに、ティーアが驚おどろいたような顔でこちらを見つめてくる。


「……なにを言ってるんだ、ライナ。僕らが人間どもと仲間に？　そんなことは無理だって、君が一番知っ……」


　が、ライナはそれを遮さえぎって、言う。


「やってみなきゃ、わかんねぇだろ」


「わかるよ」


「わかんねぇよ。ってか、いままでは俺もやらなかったんだ。ほんとは独りじゃ寂しいくせに、傷つくのが嫌いやでさ、ずっと逃げてたんだ。でも、だめなんだよやっぱ。逃げれば逃げるほど、もっと傷ついちゃうんだよ。だからもう、頑がん張ばりもしないで逃げるのはやめようぜ？　ほんとはおまえも……」


　しかしそれに、ティーアの表情が変わる。こちらをにらみつけるような顔で、


「……僕が、なんだって？」


「…………」


「まさか僕が、人間を恋こいしがってるとでも言うつもりかい？」


「少なくとも共存したいと思っ……」


　しかしそこで、ティーアが笑った。こちらを馬鹿にしたように、笑って、


「は、はは、なに言ってるんだ。共存を拒こばんだのは人間どものほうだ。ラフラは誰だれに殺されたのか覚えてないのか？　プエカは？　彼らは人間に優しくされたいと思ってた。優しくしたいと思っていた。なのにあいつらはどうなった？　誰に殺された？」


「それは……」


「二人はまだ、子供だったんだぞ？　いや、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者はいつも子供のうちに殺されてる。なにもわからないまま殺されてる。なぁライナ。君は知ってるのか？　君の知らないところで何人の僕らの仲間が殺されてるか、ちゃんとわかってるのか？」


「そりゃわかっ……」


「わかってて、それでも人間と共存しろと？　僕らを殺して笑う、醜みにくい人間どもと共存しろと君は言うのか？」


　その問いに、


「少なくとも俺の仲間はそんなことは……」


　と、ライナは言いかけて、しかしやめた。


　そんな言葉は、ティーアには届かないから。壁かべを張はり巡めぐらし、堅かたく閉じた彼の心には届かないから。自分がそうだったように。なにもせず、逃げまわっていた自分がそうだったように。


　だからライナは言葉を止めた。


　そしてどうしたらティーアの心に触ふれることができるかを、考えた。どうしたら彼に信じてもらえるかを、考えた。


　とそこで、ティーアが困ったような声こわ音ねで、


「……どうやら君はもう、リューラ・リュートルーの言葉に惑まどわされてしまったようだ」


　なんてことを言う。


「さて、どうしようかな。君を連れていくには、どうしたら……」


　が、ライナはそれにティーアを見つめ、


「ごめん。一いつ緒しよにいくわけにはいかない」


　と、言った。


　それにティーアが悲しげに目を細める。


「どうしても？」


「ああ」


「僕より、あの化物の──リューラ・リュートルーの言葉を信じると？」


　が、それにライナは首を振ふり、


「いいや」


　と、答えた。


　そしてリューラの、父さんの優しい顔を思いだしながら、彼は言った。


「さっきのあの金きん髪ぱつの男が、本当に俺の父親だったのかどうかは、まだわからない」


　するとティーアは少し、困こん惑わくするような顔でこちらを見つめ、


「なら、どうして？」


　それにライナは、答えた。


「ってかさ、これ、そういう話じゃねぇだろ。俺が信じてるのは、別のものだ。俺が信じてるのは、いつもそばにいてくれた人間たちの……」


　しかしそれを遮り、ティーアが言う。


「吐はき気けがするね」


「そう？　でも、意外と居い心ごこ地ちいいんだぜ？」


「まやかしだよ」


「だとしても、さ。俺はここがいいんだ」


　と、ライナは言った。


　それからフェリスのほうを見て、


「こいつや、あと仕事狂ぐるいの親友とか、他にも仲間がいっぱいいてさ。んで俺は、そのそばにいたいんだ」


　と、彼はそう言った。


　それにティーアはやはり、悲しげにこちらを見ていた。


「…………」


　黙だまってこちらを見つめていた。


　そのティーアの周りが少し、騒さわがしくなる。人間たちが、起き始めたのだ。リューラがかけていた、『睡すい魔ま』の霧きりの魔ま法ほうの効力が切れ、人間が起き始めたのだ。


　それに他の魔ま眼がん保持者たちが、口々に言う。


「……おいティーア。どうする」


「人間どもが起きだす前に、ここから離はなれないと」


「無理矢理連れていこう。話は向こうでもできる」


「エーネが心配だ。ここであまり、時間をとっているわけにはいかないぞ」


　なんてことを言って。


　しかしそれでもティーアは、無言のままこちらを見つめていた。


　呪われた瞳で。


　朱しゆの十字で、こちらを見つめて。


「…………」


　とそこで、彼はこちらに背を向けた。


　そして、


「……わかった。一度帰ろう」


　彼は歩きだす。


　ここから、去ろうとする。


　それをライナにはどうすることもできない。ティーアの心を開く言葉をまだ、彼は持っていなかったから。


　でも、それでも、


「なぁティーア」


　と、ライナは言った。


　ティーアは振り返らない。


　しかし彼は気にせず、続けた。


「ああ～、ええと、いまさら人間を信じられないってのもわかるけどさ……でもじゃあ、こういうのでどうよ。俺らで人間を変えるってのは、どうかな？　俺らみたいな魔眼保持者……ああ、おまえはこの目のことを『魔眼』じゃなくて、『神の目』って呼んでたっけ。ならええと、この『神の目』を、差別しないでくれって、俺らで頼たのむのはどう？」


「…………」


「全世界を変えようとかは、言わないよ。でも少なくとも、そばにいる人間たちにだけでも、俺らを怖おそれないでくれって。貶さげすまないでくれって、頼むのはどうかな？」


「…………」


「なぁティーア。おまえだって、もうわかってんだろ？　いくら逃にげてもさ、この世界は人間ばっかなんだよ。俺らのほうが少ないんだ。なら……そんならみんなと仲良くするしかねーじゃねぇかよ。だから俺と一緒に……」


　とそこで、ティーアが振り向き、


「黙れ」


　と、言った。


「黙ってくれ」


　と、そう言った。


「なぜそんなことが言える？　人間の中に残って、君は嫌な思いばかりをしたはずなのに……なのになぜ、君はそんなふうに言えるんだ？　君は自分がされたことを忘れたのか？　君を見るときの、人間どもの目を──貶むようなあの目を忘れたのか？」


　そう問われて。


　そしてそれにライナは、


「覚えてるよ」


　と、答えた。


　忘れられるはずがなかった。物心ついてからずっと、気味の悪い化物だと罵ののしられ続けたんだから。生きる価値のない、醜い化物だと怖れられ続けてきたのだから。


　そして人と触れあうのをやめたのだ。あまりに傷つきすぎたから、もう、人と触れあうのが怖こわくなってしまって、動けなくなってしまったのだ。


　でも、それでも──


「俺はもう、寂さびしいのは嫌なんだよ」


「…………」


「おまけに俺の仲間はいい奴やつばっかりでさ」


「…………」


「で、おまえらにも一緒にいてほしいと思ってる。だから一緒にやろうぜ？　ラフラにも頼まれてるしさ……おまえ、ラフラが死ぬ前に俺になんて言ったか、知ってんのかよ？　おまえを助けてくれってさ。おまえらを助けてやってくれって、言ってたんだ。人間に絶望した、悲しい魔眼保持者たちを救っ……」


　そこでティーアが低い声音で言った。


「ラフラはその人間に殺されたじゃないか」


　それにライナは、うなずく。


「ああ。そうだな。でも、ラフラは人間を恨うらんだりしない。違ちがうか？」


「……は、はは。もう病気だな。君ら『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者はいつも人間を信じては裏切ら……」


「裏切られても、いいじゃねぇかよ。もう逃げるのはやめようぜ。殺されるかもしれないから、逃げる。それはわかる。でも、少なくともここは違う。魔眼保持者のはずの俺が受け入れられて、おまけにクソめんどくせぇことに、王様なんだってさ。それにアルアっていう『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者もいてさ、まだ子供なのに一緒に戦たたかってる。人間たちと協力して、一緒に戦ってる。あいつまだガキのくせに、人間の婚こん約やく者しやまでいるんだぜ？　それをどう思うよ？」


「…………」


「差別がないとは言わないし、もしかしたらまた裏切られるかもしれないってのはわかってるけど……でもだからって努力しないのかよ？　傷つきたくないから、逃げる？　そりゃちょっと弱すぎねぇか？　って、俺もずっと逃げてたから言えた義理じゃないんだけどさ……」


　と、ライナが言って。


　それにティーアがこちらを見つめる。そして薄うすく笑えみを浮うかべて、


「……弱いだって？　僕らが、弱い……？　ふ、ふふ、そうか。わかったぞ。これは挑ちよう発はつか。でもその手には乗らないよ、ライナ。どういうつもりで僕を足留どめしてるのかは知らないが、そんな言葉じゃ僕を口く説どけな……」


　しかしそれをライナは遮さえぎって、少しだけ大きな声音で言った。


「ああもうぐちゃぐちゃうるせぇな。じゃあ、どうすりゃ口説けんだよ？」


「…………」


「どうすりゃおまえらは俺の仲間になってくれる？」


「…………」


「ラフラに頼まれたっつってんだろ。あれからずっと、俺は考えてたんだよ。おまえらとどうやって付き合っていけばいいか。人間と、どうやって付き合っていけばいいか。俺が正しいとは言わない。俺の考えが全部正しいとは言わない。だけど魔眼保持者たちは人間と敵対するんじゃなく、共存していく必要があると思ってる。人間のほうが多いんだから、仕方ねぇだろ？　だからない知ち恵え振ふりしぼって、どうにかできないかって、一いつ生しよう懸けん命めい考えてる」


「…………」


「もう、すっげぇええめんどくせぇのに、人間と魔眼保持者が一緒にいられるようになったらいいなって、そんなことだって考えてる。で、ちょっといままでは努力が足りなかったかもしんないけど、これからはもうちょっと頑がん張ばろうって思ってる。だからおまえも一緒にやってくれよ。俺が間ま違ちがってると思うんなら、俺のそばにいて、一緒に考えろよ。逃げてばっかいないでさ、ああ、ええと、なんだ。うまく言えないけど、とりあえずめんどくせぇからさっさと俺の仲間になれってっ！」


　と、怒ど鳴なるように言った。


　そしてそれにティーアは、


「…………」


　やはり、黙ったままだった。


　いや、まるで馬ば鹿かを見るかのように啞あ然ぜんとした顔でこちらを見ていて、それから、くるりとこちらに背を向ける。彼に従したがって、他の魔眼保持者たちもこの場から去っていってしまう。


　そしてそれに、隣となりにいたフェリスが。


「さすがライナ。人を口説くのがうまいな」


　なんて言ってきて、彼は半眼で彼女のほうを見て、言った。


「……シオンならうまくやるんだけどなぁ」


「おまえはあいつじゃないからな。だが、まあまあの演説だったと思うぞ」


「お世辞？」


「うむ」


「ってそんな簡単にうなずかれてもなぁ……」


　と、小さくため息をついて、ライナは去っていくティーアたちの後ろ姿を見る。


　起きだしてきた人間たちから逃げるように、急いで去っていく魔眼保持者たちの姿を見つめる。


　それからまた、死んだラフラの言葉を思いだす。


　あいつは死ぬ瞬しゆん間かん。


　リルとかいう、ガスタークからの刺し客かくが放った金色の獣けものに喰くい殺される瞬間にも、こう言ってたのだ。


　自分が死ぬ、ということがわかっているのに、あいつは優しく微笑ほほえんで、


『間に合って、よかった』


　と、そう言った。


『きっとあなたは約束を守ってくれる』


　と、そう言った。


　そして、死んだ。


　笑ったまま死んだ。


　他の魔眼保持者たちのことを、勝手にライナに託たくして、死んでしまった。


　その、ラフラの顔を思いだし、それからティーアの後ろ姿を見つめて、


「……まじでめんどくせぇこと押し付けられたなぁ」


　と、小さく彼は呟つぶやいた。


　そのライナを見上げ、


「……で、おまえは奴らといかなくていいのか？」


　なんてフェリスが聞いてくるので。それに彼女を見る。


「ん～？　おまえは俺に、あいつらと一緒にいってほしかったのか？」


　するとそれに、


「別にどちらでもいい。魔眼保持者たちが作るだんごというのにも興きよう味みがあるしな」


　なんてことを、彼女はあっさり言って。


　まるで、ライナがいく場所に、自分がついていくのは当たり前だと言わんばかりの勢いで彼女はそう言ってきて。


「…………」


　それにライナはもう、なんて答えていいのかわからなかった。そしてティーアたちのそばにも、こいつみたいなのがいればもうちょっといろいろ違ったろうになぁ、なんてことを、思う。
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　別に魔眼相手だろうが人間相手だろうが、おかまいなしに剣けんを振ふり回して、だんごだんご言うような迷めい惑わく女がそばにいれば、ティーアだってもうちょっと、人間への見方が変わったかもしれないのに、なんてことを思う。


　ライナはそれに、


「おまえ、ほんとだんご好きなぁ」


　と言うと、彼女はうなずく。


「当然だ」


「当然ですか」


「うむ。当然だ！」


「……ふぅん」


　と、彼は笑う。


　空を見上げる。


　すると空は白しらみ始めていて、夜が明けようとしている。


　その陽の光に呼応するように、反ローランド連合と旧ネルファ兵の仲間たちが次々と目を覚まし始めている。


　さらに辺あたりが騒さわがしくなり始める。見張りに立っていたはずの兵士たちも寝ねてしまっていたので、いったい自分たちになにが起きたんだ、と、慌あわただしくなる。


　その説明をしてやらないとなぁと思いながらも、やはりもう一度明るくなってきた空を見上げ、


「……俺、夜中から起きて働くとか、大っ嫌きらいなのに、なにやってんだろなぁ」


　なんて呟く。


　するとそれに、


「で、結局あいつらは、なんで争っていたんだ？」


　とフェリスが聞いてきて。


　あいつら、というのは、ティーアとリューラのことだろう。


　それにライナは、しかし、肩かたをすくめただけで答えなかった。


　結局ここでなにが起きたのかが、わからなかったから。


　リューラと、ティーアたち魔眼保持者の関係が、まるで見えてこない。


　おまけにあいつら、散さん々ざん目の前で騒がしく殺し合いをしたあげく、その説明をしないまま去っていきやがって、


「不親切にもほどがあんだろ」


　と、彼は思わず突つっこんだ。


「いやまあ、父さんは……ティーアに手を出さなかったんだよなぁ……ってことはやっぱ、なんか誤解があんのかな……なんて考えても無む駄だだけど。情報が少なすぎるしなぁ」


　そう言うと、フェリスが横から、


「おまえのノミよりも小さい脳みそでは、なにを考えたところで無駄だしな」


「はいはい」


「だから一いつ緒しよにいくべきだったんじゃないのか？　と、私は言っているのだ。さっきの様子では、おまえの父親も、あいつらの主あるじのところへ向かったのだろう？　なら、一緒にいけば少しは事情が……」


　が、そこでライナは空からフェリスのほうへと視線を移す。


　するとそのフェリスの後ろ、少し離はなれた場所にキファがいて、こちらの姿に気づいて、驚おどろいたような顔になるのが見える。


　さらにその向こうにはトアレもいて、そちらもこちらを見て、ライナさんと、叫さけんだようだった。


　そのまま二人ともこちらに駆かけてこようとして。


　それにライナは笑う。そしてもう一度フェリスのほうを見て、


「……俺の居場所はここだから」


　と、言った。


「いまの状じよう況きようがどうなってんのかはまだ寝ね起おきで頭ぼけてっからわかんねぇんだけど……ガスタークと戦争したばっかで、おまけにきっと、ゲイルフィックラントともうまくいってねぇだろ？　そんな状況でここから離れるわけにはいかねぇだろ」


　と、そう言うと、フェリスがそれにこちらを見て、


「…………」


　なぜか、笑う。


　無表情のまま、しかしどこか楽しげにこちらに微笑みかけてくる。


　そしてそれにライナは苦笑で返し、それからこちらに駆けてくるキファや、トアレのほうへと目を向けた。


　呪のろわれている『瞳ひとみ』で。


　しかしもう、嫌われていない眠ねむそうな『瞳』で彼は、仲間たちの姿を映うつした。




　第二章　恋と愛







「ライナ！」


　と、キファが叫さけぶように言った。


　そのままこちらに抱き着いてくる。彼女が柔やわらかそうな赤い髪かみを押し付けて、胸に頭を押し付けてくる姿を、


「…………」


　ライナは困ったような顔で見下ろす。


　そして、


「……ああ、ごめん。心配かけた」


　と、彼は言う。


　するとキファはそれに胸の中で首を振ふる。


「目が覚めて、よかった」


　と、もう泣いてしまっているような震ふるえる声こわ音ねで言って、それにライナは益ます々ます困ったような顔になる。


　それから彼は横の、フェリスのほうを見る。別に彼女はそのキファに抱き着かれている彼の姿を見ても、どうとも思っていないようだった。


　続いてトアレのほうを見る。


　褐かつ色しよくの髪に、優しい瞳ひとみ。しかしその瞳が、少しだけ曇くもっている。彼の瞳はライナではなく、キファのほうを見ていて。


「…………」


　なんでもさっきこいつがカミングアウトしたには、こいつはキファのことが好きらしい。でもそれをライナに譲ゆずるんだという。


　キファの気持ちがもう、誰だれの目から見てもあきらかだから。というか戦場で、実際にキファは、みんなの前で大声で告白したのだ。


　ライナのことが好きだと、彼女は大声でそう言って。


　そしてそれを、


「…………」


　あたりまえだがライナは、ずっと前から気づいていた。


　馬ば鹿かじゃないのだ。これほど真まっ直すぐ好意を向けられれば、そりゃ気づく。もう何年も前、まだローランド帝てい国こく王立軍事特とく殊しゆ学院でぼけぼけすごしていたころから、気づいていた。


　もう、ずっとずっと前から。シオンがなにも背せ負おってなくて。タイルや、トニーや、ファルがまだ生きていたときからずっと、彼女の気持ちには気づいていた。


　気づいていて、しかし、気づかないフリをしていたのだ。


　自分には彼女の気持ちを受け入れる資格がないから。こんなにかわいい、優しい、ひたむきに気持ちを自分に向けてくれる女の子に、愛される資格なんてないと、そう思っていたから──


　だからいつものように、逃にげた。


　彼女の気持ちに応こたえることから、逃げた。


　自分は呪のろわれた化ばけ物ものだと言って、ずっと逃げ続けてきた。


　なのに彼女は世界を回って、『複写眼アルフア・ステイグマ』の謎なぞを解とくための旅をしていたのだという。彼を救うために、世界を回っていたのだという。


　その気持ちにどうやって応えたらいいか、もう、彼にはわからなかった。


　この『瞳』のことがなくたって、こんないい娘こに、大切に思われる価値は自分にはないと思うのだが。


　なにせ自分は、いつもフェリスが言ってる通りの男なのだ。


　弱虫だし、甲か斐い性しようなしだし、万年やる気のやの字もなくて、もし寝てていいって言われたらこれから十五年くらい昼ひる寝ねする自信があるようなダメ男なのに──なーんでこいつは、俺のことが好きなんだろなぁと、思う。


　俺なんか選んじゃだめだぞって、そう教えてやりたくなる。


　こんないい娘が俺みたいな化物を選ぶ必要は……


「…………」


　と、またそんなふうに考えかけて、しかし、彼はその考えを、打ち消す。


　おまけにさっきリューラに言われた言葉を思いだしてしまう。


『その目は遺い伝でんしないよ……』


　という、言葉。


　さらに父さんはこう言った。


『それに遺伝したからって、なんだって言うんだよ？　もし子供の目が呪われてたって、そのときはおまえが全力で守ればいいだろう？』


　なんてことを、言った。


『くだらないことを恐こわがって、人生を台無しにするんじゃないよ。なんのために僕らが命をかけてると思ってんだよ。ちゃんと幸せになるための努力をしてくれって。毎日笑ってさ、好きな娘とかも作ってさ、誰よりも幸せになってやるって、叫んでくれよ』


　なんて言われてしまって。


　そしてそれについてちょっと、考える。





　──好きな娘を作って、子供なんかも作って、毎日笑って幸せになれ。





　そんなの、考えたこともなかった。


　自分が人並なみに、普ふ通つうの人間の生活を望んでいいだなんて、一度も思ったことがなかった。


　でも、それをしろと、父さんは言う。


　幸せになる義務があるのだと、父さんは言う。


　それどころか自分も、それに似にたようなことをさっきティーアに言ってしまっていた。逃げてばかりいないで、前に進めよなんて、偉えらそうに言ってしまった。


　そして、そのことを踏ふまえてもう一度、


「…………」


　ライナは、キファを見下ろした。


　自分のことを好きだと言ってくれる女の子を見下ろし、


「…………」


　あ～、と、思う。


　どうしよ、と、思う。


　恋れん愛あいなんて本当に自分には縁えんがないと思っていたから、どう対応していいかがまるでわからなくて、彼は、とりあえず困ったように寝ねぐせのついた自分の髪をかく。


　女の子からの気持ちをどう受け止めたらいいのかもわからないし、自分自身がどうしたくて、どう思ってるのかも、いまいちわからない。


　だから彼はキファの肩かたをつかみ、自分から引き離しながら、


「ちょ、キファ。そんなくっつかれても困……」


　と、言いかけて、あれ、この言い方だとキファが傷つくか？　と気づく。ええじゃあなんて言えば……とかなんとか彼が独ひとり悩なやんでいると、それを察したのかキファがこちらを見上げ、


「あ、ごめん……」


　と、ちょっとだけ寂さびしそうな顔で、言う。彼から離れる。彼女はいつもそうなのだ。周まわりの人の表情を見て、ちゃんとそれにあわせた行動をする。


　そしてその、彼女の顔をライナは見て。


　あきらかにちょっと傷ついたようなキファの顔を見て、


「…………」


　いやいや、やっぱいきなり恋愛なんて俺、無理なんだけど……と、うめきたくなった。


　ずっと人と距きよ離りを取ってきたのに、その距離をすぐに埋うめろと言われてもやはり、そううまくできるものじゃなかった。


　それに父さんの、『その目は遺伝しない』っていう言葉も、いまいち本当なのかどうかもわからないし、それに。


「…………」


　と、彼はちょっと傷ついたような、でもそれをこちらに悟さとらせないように嬉うれしそうに笑っているキファを見る。


　それからその横で、どこかつまらなそうに、他の反ローランド軍の兵たちが目を覚まし、動きだしているほうへと目を向けている、フェリスの顔を見る。


　その二人の顔をライナは見つめ、


「……ふむ」


　と、彼は言う。


　別にその、ふむ、に、言うほどの意味はなかったのだが。それどころか、なにがふむなのか、自分でもやはりわからないのだが、しかしとりあえずその、ふむ、で、そういったことを考えるのを、彼はやめることにした。


　そうじゃなくてもいまはそんな場合じゃないのだ。おまけに昨日の夜中からあまりにもいろいろなことが起きすぎでもう、少し混乱気味なのだが、とりあえずは、


「トアレ」


　と、彼は元ネルファ皇国の皇子のほうを見て、言う。


　それにトアレがこちらを見て、


「はい」


　と、うなずく。


　それにライナは言った。


「この騒さわぎは、あれだろ。反ローランド軍の見張りの兵がみんな気絶してたから……」


　するとそれに、トアレがうなずく。


「僕も見張りに立ってたんですが、気絶してました。いったいなにがあったか、ライナさんは……」


　それにライナはうなずく。


「知ってる。で、慌あわてる必要ないってみんなに伝えてくれないか？　敵がきたわけじゃない」


　するともう少し詳くわしい説明が欲しそうな顔でトアレはこちらを見るが、すぐにうなずいて、


「全軍に伝えてきます。そして行軍を再開しましょう」


　と、トアレが言う。


　この軍がどこへ向かっているのかをライナは知らないのでそれを聞こうかと思うが、しかし騒ぎを収おさめるほうが先なので、聞かなかった。


　トアレが騒ぐ兵たちのほうへと向かう。


　ライナはそれを確認してから、キファのほうを見る。


　すると彼女が、


「ライナ、ほんとに体は……」


　しかしそれを遮さえぎって、彼は答えた。


「大だい丈じよう夫ぶ。ちょ～っと寝ね不ぶ足そくだけどねぇ」


「もぉ、あんなに寝ても寝不足なの～？」


　と、キファは笑って、しかしやはり心配そうな顔でこちらを見つめる。


　するとそれに、フェリスが答える。


「馬鹿は風か邪ぜひかないというしな」


「って、俺風邪だったわけじゃないんだけどね」


　とライナが言うと、キファがそれに、ちょっとだけ意地悪そうな顔でフェリスのほうを見て、


「な～んて言ってフェリスさん、ほんとはライナの横で寝ないで看病……」


　が、言葉はそこまでだった。


　フェリスがキファの胸を蹴ける。それにキファが、


「きゃー」


　と、笑いながら吹ふっ飛ぶ。


　続いてフェリスがこちらをにらみ、


「あの女は噓うそをついてる」


　とか、言う。


「私はおまえの看病などしてないからな」


　なんて、言う。


　それにライナは笑って、


「ああはいはい、わかってるよ」


　と、うなずく。


　実際にはフェリスも、キファも、トアレも、眠ねむってばかりでまるで目を覚まさない彼にずっと付き添そってくれていたのを、彼は知っている。


　おまけにいまも、気を使ってくれている。


　あの戦場で、ライナは大勢の人間を殺したのだ。


　仲間を守るためだったとはいえ、許されないほど大量の人間を殺したのだ。


　その数は百万を超こえるかもしれない。


　お伽とぎ話ばなしにでてくる悪あく魔まや魔ま神しんだってもう少し手て加か減げんしそうなものだが、ライナはそれをやった。


　おまけにその力を放つために、彼は母親の命まで奪うばってしまっていた。


　父さんは幸せになれと言ったけど、その言葉をそのまま受け入れていいとは思えないほど、彼はもう、たくさんの命を奪ってしまっていて。


　しかしそのことに、こいつらは触ふれてこない。


　ただ、心配そうな顔でこちらを気づかってくれている。


　それにライナは益々困る。化物だから受け入れられないんだと思っていたのに、化物どころか、百万を超える人間を殺した、なにかよくわからないものだとわかったあとも、こいつらは自分を受け入れてくれるというのだ。


　そばにいていいと、言ってくれるのだ。


　それにライナは、どうしたらいいのよもう、というような、ちょっと半泣きの顔になりながら、


「…………」


　早くも動き始めた反ローランド連合の兵の群むれのほうへと、目を向けた。


　その方向は、太陽が昇のぼってきている方角からすると、南へ降くだろうとしているようだった。


　それにライナが聞く。


「なぁキファ。この兵の群はどこへ向かってる？」


　するとフェリスに蹴られて、少し後ろに下がっていたキファがこちらに近付いてきて、


「たぶん、ヴォイス君が連れてる本隊に合流するんだと思うんだけど……」


　と、言う。


　それにライナは、


「本隊？」


　と、聞き返す。


「ここにいる兵が、本隊じゃなかったのか？　ガスタークとの戦争のために、反ローランド軍は全軍ここにいたはずじゃ……」


　が、それにキファは、少しだけ暗い顔になる。


　そしてそれに、彼は思いだす。


　まだライナがリューラの魔ま法ほうによって夢と現実の間をふらふらしていたとき、付き添ってくれていたトアレも、こんな顔をしたのだ。


　確かあのときトアレは、いまの状じよう況きようをこう言っていた。





　──ガスタークは一度撤てつ退たい。そしてその後は、ヴォイス・フューレル君が、まるでこうなることを見こしていたかのように嬉き々きとして立ちまわってます。





　それにライナはキファを見て、


「じゃあヴォイスはここにはいないわけだ」


　と聞くと、彼女はうなずく。


　それに彼はさらに聞く。


「で、あいつはいま、どこにいる？」


　すると彼女は、言いにくそうに答える。


「……あの、ガスタークとの戦争で弱ったゲイルフィックラントの領土を……」


「襲おそってる？」


　キファは、うなずく。


　それにライナはうめくように言った。


「くそ、俺がゲイルフィックラントの兵を殺したから」


　が、彼女はそれを打ち消すように首を振ふる。


「ライナのせいじゃ……」


「わかってる。だから気を使わなくていいよ。俺がやらなくても、ガスタークが……グロウヴィルがゲイルフィックラントの兵を殺してた」


「…………」


「だが、ヴォイスの狙ねらいはそれか。ガスタークとの争いで弱ったゲイルフィックラントを襲う。それも、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って襲う。まあ、最初からそうするとは言ってたが、ほんとにやるとは……」


　が、そう言いかけて、彼は言葉を止める。


「いや、あいつはやる奴やつか」


　と、そこで、トアレが戻もどってくる。


「みなに問題ないと伝えました。そして南下を……」


　しかしそこで、彼が気づく。


　ライナの右手を見て。


　失われたはずの右手を見つめ、


「あの、ライナさん」


「ん？」


「その右手」


　と聞いてくるので、それにライナは答える。


「ああ、これか。ええと、いろいろあってさ。あ～、いや、話すと長くなるから、移動しながら話すよ。それよりヴォイスの奴が暴れ回ってんだろう？」


　と聞くと、トアレもまた、深刻そうな顔になる。


　それにライナは苦笑して、


「なんか聞くの怖こえぇなぁ～。けど、聞かなきゃな。いったい、どうなってる？　いま俺たちは……この反ローランド連合軍の立場は、どうなってんだ？」


　と、聞く。


　はっきり言って、立場はあまりよくないはずだった。ガスタークの兵は一度退しりぞけることに成功したが、しかし、向こうの兵はグロウヴィルに守られていたから、減っていないのだ。態たい勢せいを立て直して、すぐに戻ってくるだろう。


　さらにライナたちは、同盟していたはずのゲイルフィックラントの兵を、殺してしまった。もちろん殺そうと思って殺したわけじゃない。ただ、ああするしかなかった。


　しかしそんな言い訳わけは、通らないだろう。きっと、ゲイルフィックラントとの同盟も、もう白紙に戻っているはずだ。もしかしたら、追おつ手てもいるかもしれない。


　だからだらだらここにいるわけにはいかないはずなのだが、しかし、トアレやキファの口からは、すぐに逃にげなければならないとか、そういった言葉は出て来ない。


　それよりもヴォイスの動きに困っているかのようで。


「いったいいま、どうなってんのよ？」


　と、ライナが聞くが、しかしそれに、


「…………」


　キファも、トアレも、答えない。


　するとそこで、フェリスがこちらを向いて、





「……どうせ隠かくしていても、おまえの耳に入るだろうしな。教えてやろう」


　なんてことを、言った。


　それにキファが、


「でもフェリスさん、まだライナは目を覚ましたばかりだから、もう少し待っ……」


　しかしそこで、トアレが、


「いや、そうですね。ずっと隠しておけることでもないですし」


　なんて言って。


　なにやら、本当に悪いことが起こっているようだった。


　それにライナは三人の顔を見る。


「なんか、俺にそんなに隠すってことは、俺がまずい立場な話なわけね？」


　するとそれに、フェリスがこちらを見つめて、


「ああ」


　と、うなずく。


　それにライナは聞く。


「でも、どうせ引っ張ぱっても俺の耳に入るんだろ？」


「そうだ」


「なら、早く教えろよ」


「と言われてあっさり教えてもらえると思ったら大おお間ま違ちが……」


「ってそういうおふざけはいいからさ」


「…………」


　するとそれに、フェリスが黙だまる。それからトアレと、キファのほうへと目を向ける。


　トアレが口を開こうとするが、しかし、彼女はそれを遮さえぎり、それから、こちらを見つめ、言った。


「……おまえは悪あく魔まの王と呼ばれている」


　と、彼女はそう言った。


「いや、おまえが殺さつ戮りくを撒まき散ちらす悪魔とふれ回っていま、ヴォイスが全世界に脅おどしをかけている」


　という言葉に、ライナは言う。


「ってことは俺、世界中で有名人？」


「そうなるな」


「世界中の奴らに、悪魔だって思われてるわけ？」


「そうだ」


「で、ヴォイスは俺の名前を使って、ゲイルフィックラントの奴らを降こう伏ふくさせて領土を奪った？」


　が、それにフェリスが首を振る。


「……ヴォイスは襲った領地の人間を、女子供も含ふくめてすべて、『忘却欠片ルール・フラグメ』で皆みな殺ごろしにしたらしい」


「…………」


「そして軍門に降くだらない人間は、悪魔に喰くい殺させるぞ、と、脅した」


「…………」


「だが途と中ちゆうで急に意見を変えた。ゲイルフィックラント帝てい国こくを中央から分断するような位置に、スフェルイエット民国という国を建たち上げ、そして今度は世界平和を唱となえ始めた。いや、唱えているのはおまえ、ということになっているがな。そのおまえが、平和のために『忘却欠片ルール・フラグメ』の世界的禁止を訴うつたえ始めた、ということになっている」


　なんて言葉に。


　ライナは、低い声こわ音ねで、


「へぇ」


　と、言った。


　そして、


「……自分は『忘却欠片ルール・フラグメ』でゲイルフィックラントの人間を殺してまわったのに、今度は世界平和だって？」


「そうだ」


「それも俺の名前を使って？　俺の名前で脅して、他国に『忘却欠片ルール・フラグメ』を使わせないようにした？」


「ああ」


「…………」


　それにライナは、ヴォイスの頭のよさにもう、感服してしまう。


　というよりも、あのガスタークとの戦争の前から、この、すべてのシナリオを頭に描えがき、準備していた、というのなら、あいつこそ化物だと、彼は思う。


　おまけにやるとなったらまるで手を抜ぬかない。


　自分がのし上がるためにするべきことを、最短ルートで、それも、最も少ない犠ぎ牲せいで行った。


　それはまるで、シオンがしたように。


　シオンが泣きながら南大陸でしたことを、ヴォイスもしたのだ。


　だが、それはライナの名前を使って、だ。


　この、反ローランド連合軍の王はなぜか、ライナ、ということになっているのだ。だからこれをしたのは、ライナということになる。


　シオンと同じような方法で、ライナが国を建ち上げた、ということになる。


「…………」


　なにかに押おし潰つぶされて、おかしくなってしまったシオンを助けるためにライナは頑がん張ばっていたはずなのに、シオンと同じことを中央大陸でやっている、と、世界中にふれ回ってしまったのだ。


　おまけにライナは、悪魔の王として、世界を脅したのだという。


　自分は散さん々ざん『忘却欠片ルール・フラグメ』で人を殺しておいて、今度は節せつ操そうなく平和を世界に訴えているのだという。


　そしてその中心に、ライナはいなかったのだ。


　ずっと眠ねむっていて、そこに彼はいなかった。


　それに彼は自じ嘲ちよう気味に笑って、


「……なんだよ。まじで完全に、操あやつり人形だな」


　と、呟く。


　するとそれに、


「いまのままなら、そうだな」


　と、フェリスが言う。


　それにライナは彼女のほうを見て、


「じゃあ俺らはいま、ヴォイスを止めにいくために南下してる？」


　が、それにキファが、


「ううん。ヴォイス君に、国に帰ってくるように呼ばれてるの」


　と、言った。


　国に帰ってくるように。


　いつの間にかヴォイスが国を建ち上げてしまっていて、そこに帰ってこいと言うのだ。


　いや、もう、そこしか行き場所がないのだ。反ローランド連合の兵たちはもとからヴォイスの仲間だし、ライナたちが連れてきた元ネルファ皇国の兵や、民たみは、どこにも居場所がない。


　なら、受け入れてくれるどこかに、いくしかない。


　その場所を、ヴォイスが用意したという。まったく新しい国を建ち上げたのだという。ならそこにいくしかないわけで。


　それにライナは、


「……なんだか、身内にも手に負おえない敵がいっぱいだなぁ」


　と、うめく。


　さっき、ティーアにここに残れと言ってはみたが、しかしここの主あるじは、ライナではないのだ。ヴォイスがすべてお膳ぜん立だてした組織の中で、傀かい儡らいの王としてライナは利用されているだけで。


　でも、それなら、


「……どうする？」


　と、彼は、誰だれにも聞こえないくらいの声で呟つぶやいた。


　ここから先は、どうする？　と、彼は心の中で呟いた。


　なにも考えず、綺き麗れいごとだけを並べてただ流されていてももう、なにも変わらないことは、わかっているのだ。


　ずっとそうだったから。


　シオンに任まかせていたら、あいつは独ひとりで全部抱かかえこんでしまって。


　ヴォイスに任せていたら、勝手に人の名前を使ってやりたい放題していて。


　いや、いままではずっと、自分の人生だって、人に任せていたのだ。


　誰かが好きと言ってくれるまでは動けない。


　誰かが生きてていいと言ってくれるまでは、自分の価値すら認められない。


　それでまた、これかよ、と。


　あんなガキに好き放題されて、これか、と、彼は思う。


　そして、


「……ガキが、あんまなめんなよ」


　と、彼は呟く。


　それから頭を巡めぐらせる。


　主導権のすべてが、ヴォイスにあるわけじゃないはずだった。この状じよう況きようからでも、やりようはいくらでもあるはずだった。少しやる気になれば、やりようはいくらでもあるはずだった。


　ただ、それをやるだけの覚かく悟ごが、足りなかった。だからこんなふうになってしまったのだ。


　当然だろう。


　自分が生きてていいかすら、疑問に思ってたような奴やつが、人を助けたり、導みちびいたりできるはずがない。


　でも、


「……トアレ、空あいてる馬あるかな？」


　と、ライナは聞く。


　するとトアレがこちらを見て、


「ヴォイス君のところへ？」


　その問いに、彼はうなずく。


「トアレはここを指し揮きして、あとからきてくれ。俺は先にヴォイスに会いにいく」


　と、歩きだす。


　それにキファが心配げに、


「でもライナはまだ、あの戦場で使った力のせいで体が……」


　が、それを遮ってライナは言う。


「体の調子が悪くなったせいで、寝ねてたわけじゃないんだ。ずっと怠なまけてただけでさ。でも、たまには活かつ躍やくしないと……」


　そう言ってから、さらに頭の中に思考を巡らせる。どうやって主導権をこちらに引き寄せるか。あのペテン師のガキから、どうやってこちらに主導権を移すか、それを考える。


　考えながら、近くにいた騎き馬ば兵へと近付く。それは黒い戦せん闘とう服を着た、反ローランド軍の兵──ヴォイスの部下で。


　そいつを見上げて、


「ちょっと、馬貸かしてくんない？」


　と、ライナは言う。


　するとその兵士は冷たい瞳ひとみでこちらを見下ろす。この、反ローランド連合軍の王、ということになっているはずのライナを、見み下くだすように見つめ、


「あなたの命令に従したがうようには……」


　などと言うが、ライナは気にせず兵士を馬から引きずり下ろす。


　すると兵士はこちらをにらみ、


「貴き様さま！」


　と、言う。


　拳こぶしを振ふり上げる。


　その拳を受け止めようとするが、しかし、その兵士の拳がライナにあたる前に、後ろから兵士の首を、フェリスが殴なぐる。


　それだけで兵士は気を失う。地面に倒たおれる。


　それにライナがフェリスのほうを見て、


「おお、ありがと……」


　と、言いかけたところで、さらにフェリスがライナの顔がん面めんに蹴けりを放ってくる。


　とんでもなく速い。


　とてもよけられないほどに速い。


　それに思いっきり蹴り飛ばされて、


「ぐあっ!?」


　と、彼は吹ふっ飛ぶ。


　しかし彼女は気にせず、そのまま馬に乗る。満足気にうむっとうなずく。そしてこちらを、さっきの兵士の百倍くらい冷たい瞳ひとみで見下ろして、


「なにをやってるノロマめ。早く馬を探さがしてこい」


　なんて言ってきて。


　それにライナは、


「ええええええ～」


　と、あきれたような顔で彼女を見上げて、言った。


「それ俺がさきに目ぇつけた馬なのに」


「だから？」


「ええと」


「さあ早くしろ。ヴォイスのところへいくんだろう？」


　そう言われて、ライナはうなずく。


「ああ」


　するとそこでキファが、地面に倒れた兵士に駆かけ寄って、


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　と、言う。


　それから他の反ローランド軍の兵士たちに、


「あの、みなさんのお仲間が落馬して……」


　と言うと、他の兵士たちが大丈夫か、とか言いながら駆け寄ってくる。


　反ローランド軍の兵士たちと、ライナたちがもめないようにしてくれる。


　いや、まあ、おそらくヴォイスはまだ、ライナの力や名前を利用しようとしているだろうから、彼らが多少問題を起こしても危害を加えてきたりはしないだろうが。


　しかし、もめないほうがいいのは間ま違ちがいなくて。


「……悪わりぃキファ」


　と言うと、彼女はこちらを嬉うれしそうに見上げて、


「はーじめてなんか、ライナのやる気あるとこ見ちゃった」


　とか、言う。


「でもって、かっこよかったから、許す～」


　なんて彼女のその言葉に、ライナは意い気き揚よう々ようと馬に乗ってるフェリスのほうを見上げ、


「馬奪うばわれたあげく、蹴り飛ばされたのに？」


　と言うと、キファがあははと笑った。


「かっこよすぎないとこがいいんだよ～」


「な～んだよそれ」


　とライナが突つっこんだところで、トアレがネルファの兵から馬を二騎き、連れてきてくれる。


　彼もあきれたようにこちらを見ていて、


「もぉ、ここで数分慌あわててもしょうがないでしょうに」


「うわ、今度は説教されたよ」


　と、ライナが言うと、キファがかっこ悪～いと言って、また笑う。


　それにライナも苦笑しながら、


「んじゃま、いくか」


　と、トアレから馬を受けとり、それに跨またがる。それから彼に、


「イリスやアルア、ククたちは」


　するとトアレがうなずき、


「僕が連れていきます」


　と、言う。


　それにキファが、


「じゃあ私も、イリスちゃんたちを……」


　が、トアレがそれに、なぜかキファの背中を軽く、ぽんっとたたいて。


「キファさんも、ライナさんと一いつ緒しよにいってください。ここは僕だけで大丈夫です。それにネルファの優ゆう秀しゆうな兵士たちもたくさんいますし」


　などと、言う。


　それにキファが不思議そうに目を丸くして、トアレのほう見る。
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　トアレは微笑ほほえんで、それからなぜかライナのほうを見上げ、うんざりしたような顔を見せると、


「僕はお人好よしだなぁ」


　なんて言った。


　それにライナは笑う。


「最初会ったときからそう思ってたよ」


　するとトアレは微笑み、それから周囲を見回す。


　黒い、反ローランド連合軍の戦闘服を着た兵士たちを見回し、


「でも、お人好しじゃ生き残れないような場所ですよねぇ、ここ」


　なんてことを言う。


「周まわり中、ぜーんぶ敵ばっかりですもんね。ライナさんが変わろうとしてるなら……僕ももうちょっと頑がん張ばって、お人好しやめようかなぁ」


　と、いつも穏おだやかそうにしている顔を少し引き締しめて、彼は言う。


　それにライナは半はん眼がんでトアレを見下ろし、


「おまえが頑張ってないとか言いだしたら、俺はどうなんだよ」


　するとフェリスが言った。


「クズだな」


「いやそーなんだけどさ」


「やっと事実を認める気に……」


「ああもうおまえはうるさいうるさい」


　と、ライナが言ったところで、キファが馬に跨る。


「よしっと。私ももう、いけるよ」


　と、言う。


　それにライナはうなずいて、


「んじゃま、ヴォイスんとこに……」


　そう言いかけ、それから、


「あれ、でもヴォイスって、どこに……」


　するとそこで、キファが言う。


「スフェルイエット民国。たぶん名前からすると、ゲイルフィックラントの中央にあった都市、スフェルランスにあるんだと思うんだけど……」


「キファ、位置わかる？」


「うん。もう、すぐ近くだよ」


「んじゃ案内頼たのもうかな」


「わかった」


　と、キファが馬を走らせ始める。


　それにフェリスが、


「女を先頭で進ませ、おまえはこそこそ後ろに隠かくれ……」


「だからおまえはうるさいって」


　とライナが言うと、フェリスはふふっと笑ってから、やはり馬を走らせる。


　それにライナはもう一度だけトアレのほうを向き、


「んじゃいってくるわ。おまえは……」


「あとのことは任まかせてください。僕も地図は確認してます。この位置からならもう、ゲイルフィックラントの兵に襲おそわれずにそちらへいけると思います」


　なんて言葉にライナは苦笑して、


「みんな地図に詳くわしいなぁ」


　と言うと、トアレが笑った。


「キファさんは最初から知ってたみたいですが、僕はライナさんが眠ねむってる間に、勉強したんですよ」


「ふぅん。相変わらずの真ま面じ目め君だな」


「今後はライナさんもそうなるんでしょう？」


　その言葉に、


「俺がぁ？」


　と、ライナはうんざりしたような顔でそう答えてから、


「ま、ちょっといってくるよ」


　と、馬に走るよう命じる。するとすぐにフェリスたちに追い付く。


　彼はそのまま彼女の横に並び、


「……なぁフェリス」


「ん？」


「あのさ、ちょっと聞きたいことがあんだけど」


「なんだ」


「ヴォイスがやったことさ」


「ふむ」


「……あの、俺が大勢殺して、悪あく魔まの王になった～、とかさ、そのくせ『忘却欠片ルール・フラグメ』を禁止するぞ～とかいう馬ば鹿か話ばなし……」


「うむ」


「あれさ……あれ、やっぱシオンにも……」


　するとそこで、フェリスが言った。


「当然、シオンにも伝わったろうな」


「……やっぱ、そうだよなぁ」


「だが信じないだろう。朝から晩まで働きもせず寝ねてばかりいるおまえが、人を殺して回ってゲイルフィックラントの領土を奪う？　おまえはそんなに有能じゃない」


　なんて言って。


　それにしかし、ライナは少しだけ弱気な顔で、


「でも、大勢殺したのは……」


「黙だまれ」


「でも」


「それにおまえは、シオンが他国の侵しん略りやくを始めたとき、どう思った？」


「…………」


「あいつのことを嫌きらいになったか？」


「……いいや」


「なら、あいつも一緒だろう。くだらないことで悩なやむな」


　なんて、彼女が言って。


　それにライナは小さく笑って、


「……くだらないこと、ね。な～んか俺、今回はおまえに励はげまされてばっかだなぁ」


　と、彼女に聞こえないくらいの声で言う。


　なのに彼女がそれに、


「まあ私はおまえのことを嫌いになったがな」


「えー」


「昨日も勝手に私のテントに入ってきて好き放題しおって。変へん態たいにもほどがある」


　なんて言う。


　おまけになぜかちょっと恥はずかしそうに彼女は顔を赤らめていて。


「はぁ？　テント？　それ、なんのことだ？」


「こっちの話だ」


「んぁ～？　いったいおまえはなにを……」


　するとそこでキファがこちらを振ふり向き、


「ちょっとー、私独ひとりぼっちにして、なーに二人だけでいちゃついてるのー？」


　なんて言ってくる。


　それにフェリスが、


「なぜ私がこんな変態といちゃつく？」


　とか言って。


　それにライナはやはりこちらを見ないままのフェリスを不思議そうに見て、


「なーんかさっきからフェリスがわけわかんねぇこと言うんだよ。昨日の夜、テントがどうとか……ってまあフェリスがわけわかんねぇのはいつものことだけど……それよりキファ」


「うん？」


「その、スフェ……すふぁる……」


「スフェルイエット民国ね」


「そうそう、そのスフェルイエット民国──って、ああ、この名前、ヴォイスの祖国のイエット共和国の名前が入ってんのか……じゃなくて、ええと、その、スフェルイエットには、どんくらいでつく？」


　すると彼女は空を見上げ、頭の中で距きよ離りを測はかるかのように少し考えるような顔になったあと、


「急げば、夕方までには……」


「そうか」


「うん」


「じゃあ、ちょっと急ごう」


　と、ライナは言う。馬の腹を蹴ける。馬が小さくいなないて、走りだす。


　そして走りながら、彼は少し、このさきのことについて考えてみる。


　それはたとえばヴォイスとの関係を、どう有利に進めていくか。


　ヴォイスが自分の名前を利用して建たち上げたスフェルイエット民国をどうするか。


　ティーアたち魔ま眼がん保持者たちとどう付き合うか。


　キファや、フェリスや、仲間たちをどうするか。





　それに、シオンは──





「…………」


　もう、ここのところずっと、急激に状じよう況きようが変わり続けていて、考えることがひどく多かった。


　ほんの少しでも足を止めるとそれだけでいろいろなことが手て後おくれになってしまいそうで、疲つかれる。


　いや、実際に目の前で、彼はいろいろなものを失ってきたのだ。


　それは自分が頑張らなかったから。


　自分に覚かく悟ごが足りなかったから。


　自分が逃にげ続けていたから。


　それどころか、これからは違ちがうぞ──と決意した次の瞬しゆん間かんには、判断を間違えて、仲間を危機にさらしたり、失ったり、泣かせたりしてしまって。


「……もう、どうすりゃいいのよ。俺頑張るの嫌いなのになぁ」


　と言いながらも、彼は考え続ける。


　これからどうすればいいのか。


　これからさき、自分はいったい、どうやってこの世界と付き合っていけばいいのか。


　そんなことを頭の中でぐるぐる、ぐるぐると巡めぐらせて、


「あーもう、めんどくせぇ」


　彼は心の底から吐はきだすように、そう言った。




　第三章　痛みのない世界







　小さな針で、何度か自分の掌てのひらを刺さしてみる。


「…………」


　しかし痛みを感じない。


　いや、なにも感じない。


　まるで麻ま痺ひしてしまっているかのように、その掌は痛みを感じない。


　手は動く。神経はちゃんと繫つながっている。だが、その針に触ふれた感覚だけがない。


　理由は簡単だ。


　奪うばわれたのだ。


　触しよつ覚かくを奪われた。


　いや、捧ささげたといったほうがいいかもしれない。


　触覚を剣けんに捧げた。


「…………」


　レファル・エディアは針で掌を刺すのをやめ、顔を上げる。


　緩ゆるやかに波うつ桃もも色いろの髪かみに、隻せき眼がんの瞳ひとみ。


　その瞳で、自分の側かたわらにおかれている、一本の剣を見る。


　とても人が使えるとは思えないほどに長い、漆しつ黒こくの剣。


『再生の剣グロウヴイル』と呼ばれる、呪のろわれた剣。


　その剣はレファルの体を喰くらい、大きな力を発現することができる。人が使っていいとは思えないほどに強大な力を発現することができる。


　そしてその代だい償しように、今回は触覚を奪われた。


　もう、剣で斬きられてもなにも感じない。


　槍やりで刺されてもなにも感じない。


　それどころか、愛いとしい人に触れたとしても、なにも感じることができない。


「…………」


　それに彼は少し、不安になる。


　こんなにもなにも感じられなくなってしまったらもう、人の痛みを感じられなくなるんじゃないかと。


　誰だれかを殺しても、なにも感じなくなってしまうんじゃないかと、少しだけ不安になる。


　そうじゃなくてもここにくるまでに、数え切れないほどの命を奪ってきた。


　異常な力を持った剣を振り回し、何千、何万という命を奪ってきた。


　もちろん大たい義ぎ名めい分ぶんはあった。


　こうしなければならない、理由はあった。


　だが、理由があったからといって、殺された者たちが許してくれるわけじゃない。だからそれを、正当化しようとは思わない。


　むしろ呪ってくれと。恨うらんでくれと、そう思う。


　だがこんなにもなにも感じなくなってしまったら、恨まれている、ということにすら気づかなくなってしまうんじゃないか、と、彼は不安になる。


　誰かを殺しても、なにも感じない化ばけ物もの。


　誰かに愛されても、それを感じられない化物。


「……化物、ね」


　と、彼は針に刺されて、血に染まっているのにもう、なにも感じられない掌を見つめ、


「……まあ、化物退たい治じにいくんだ。俺が化物になったところで、悪いことはなにもないか」


　と、悲しげに笑った。


　それからぎゅっと、拳こぶしを握にぎる。血管を圧あつ迫ぱくして、血を止める。


　彼がいまいるのは、教会だった。


　代償を払はらってグロウヴィルを使ったにもかかわらず、ゲイルフィックラント帝てい国こくを破ることができず、このエロン神しん都とにまで兵を後退させられてしまった。


　いや、後退なんてなま易やさしいものではないか。


　敗走だ。


　ゲイルフィックラント側に、レファルたちガスタークが認識していなかった、強力な兵器があったのだ。


　それはグロウヴィルの力を相そう殺さいしてしまうほどの、圧あつ倒とう的てきな力を持った兵器。


　一度に、何十、何百万の人の命を奪い、さらには地形すら変えてしまうほどに、強大な兵器。


　その力を目まの当たりにして、レファルたちは、逃げた。


　もしも相手の力が乱発できるものだったら、こちらには勝ち目がないからだ。


　グロウヴィルを使うには大きな代償がいる。しかし相手の力が無制限に放てるのなら、とてもじゃないが、勝負にならない。


　おまけにその力を、誰が放ったのかも、どういうものだったのかも、わからない。


　だから、逃げた。


　ここで死ぬわけにはいかなかったから。


　ここで仲間をすべて失うわけには、いかなかったから。


　そしてこの、エロン神都まで後退した。ここに到とう着ちやくするまでの間、兵たちの顔には、恐きよう怖ふと、絶望の色が浮うかんでいた。


　当然だろう。


　絶対に勝てると思っていた戦いくさで負け、そして追つい撃げきされるんじゃないかと震ふるえ続けたのだから。


　それも追撃されれば、一いつ瞬しゆんですべてが終わる。


　戦略や戦術など、まるでおかまいなしに、たった一度の兵器の使用で、すべてが終わってしまう。


　狂くるっているとしか言いようがない状況だった。


　いや、グロウヴィルを前にした他国の兵たちもみな、そう思っていただろう。


　こんな兵器を人に対して使うだなんて、異常だと。


　頭がおかしいとしか思えない、と。


　そしてそのツケが回ってきた。未知の兵器が自分たちに向けて使われ、恐怖に震えながら逃げたのだ。


　兵たちの士気は、がた落ちだった。リーズがいま、必死に軍の立て直しを計はかろうとしているが、このエロン神都に後退するまでの間に、ずいぶん脱だつ走そう者が出てしまった。


　だがもちろん、レファルはそれを責せめようとは思わない。自分だってあんな力を見たら、逃げだしたくなる。こんな狂った戦場には、一秒たりともいたくないと、そう思うだろう。


　おまけに未知の兵器によって剣の力を相殺されてしまった瞬間、彼は、少しほっとしてしまっていた。


　触覚を捧げてまで発動した力を打ち消されてしまったのに、それでも彼は少し、救われたような気持ちになってしまった。


　自分がずっとやってきた、グロウヴィルによる一方的な殺さつ戮りくを、止めてもらえたから。


　さらにそのおかげで、キファを、殺さないですんだから。


「…………」


　ここで中央大陸の進出に失敗するのはまずいとわかっているにもかかわらず、彼はグロウヴィルを止めてくれたなにかに、少しだけ感謝していた。


　そしてそれが誰なのかは、すぐにわかった。





　ライナ・リュートだ。





　悪あく魔まの王ライナ・リュート。





　その噂うわさは、瞬またたく間まに世界に広がったようだった。


　戦場において、悪魔の化け身しんであるライナ・リュートが立ち、そしてガスタークと、ゲイルフィックラントの兵、数百万を、その呪われた息で皆みな殺ごろしにした。


「…………」


　これは、事実じゃない。


　少なくともガスタークの兵は、あの戦場においては、ほとんど失われてない。


　だが、事実などどうでもよかった。


　情報戦では、さきに行動した者が勝つ。


　ライナ・リュートの動きは早かった。情報をばらまき、世界中を恐怖に陥おとしいれた。そしてその混乱に乗じて、ゲイルフィックラントの領地を荒あらしてまわった。


　さらに図々しいことに、ゲイルフィックラントの中に自みずからの国まで建たち上げたのだという。


　そしてここ十日ほどの間に、瞬く間に急成長を遂とげたライナ・リュートの国──スフェルイエット民国とかいう出来たばかりの国のことを思い、彼は顔をしかめる。


　グロウヴィルの力を相殺されてしまったことに怯おびえ、このエロン神都に逃にげたのは失敗だったと、彼は自分の心の弱さを、責める。


　あのときもう一度グロウヴィルを撃うっていれば、勝っていたのだ。


　それはこの十日の、スフェルイエット民国の動きを見ればわかる。


　奴やつらはライナ・リュートの力を頼たよらずに動いている。本当にグロウヴィルを相殺できるほどの力を乱発できるのなら、その力を使ってゲイルフィックラント全土を奪うことすら可能なのに、奴らはそれをしなかった。


　いくつかの都市を奪ったところで、建国を宣言したのだ。


　と同時に、今度は世界中に、『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用を禁じよう、などという、平和協定を広めようとしている。


　それはつまり、


「……グロウヴィルとの撃ち合いはできない、ということだろう？」


　と彼はうめくように呟つぶやく。


　ライナ・リュートのあの力も、おそらく連発できないのだ。おまけに『忘却欠片ルール・フラグメ』の所有数も、ガスタークよりも少ない。


　だから奴らは世界中に呼び掛かける。今回の戦場での結果を利用して、自分たちもガスタークと同じだけの力を持っている、というのを十二分にアピールしたところで、その使用を禁止する。


　もしも使えば、それは世界協定違い反はんになる、というような状じよう況きようにまで、一気に持ちこんでしまう。


　そしてそれは、成功しつつあるようだった。この協定に、多くの国が賛同し始めている。『忘却欠片ルール・フラグメ』の収集に出おくれた国々が、賛同し始めている。


　これがこのまま世界中の総意となってしまえば、ガスタークも力を使いにくくなる。


　まだ、中央大陸に進出していないというのに、力を使えなくなってしまうのは、かなりまずい。


　もちろん初めから世界中を敵に回して戦う覚かく悟ごはあったのだが、しかし、今後はグロウヴィルの力を使っても、敵が降こう伏ふくしてくれない可能性がある。


　ガスタークがグロウヴィルを使った瞬しゆん間かん、世界中がガスタークの敵となり、そしてスフェルイエット民国に助けを求めるのだ。


　悪魔の王に、助けを求めるのだ。


　あの協定違反のガスタークを、なんとかしてくれ、と。


　つまりもう、グロウヴィルを使って、降こう伏ふく勧かん告こくをしながら進むことはできなくなる。


　もしそれでも強ごう引いんに進もうと思うのならば、敵を皆殺しにして進む必要がある。


　それにレファルは、


「……確かに、悪魔だな」


　と、呟いた。


　今回のこの協定によって、今後ガスタークが前に進むために出る犠ぎ牲せい者しやの数が、跳はね上がってしまうだろうから。


　敵国が降伏してくれなくなるのだ。


　そうなれば殺すしかない。


　いや、それだけじゃない。こちらにも多くの犠牲者が出るだろう。


　人が死ぬ。


　いままで以上に人が死ぬ。


　なぜライナ・リュートがそんなことを望むのかはわからないが、しかし、


「悪魔の王……ぴったりじゃないか」


　と、レファルは皮肉げに笑った。


　するとそこで、教会の門が開き、一人の男が入ってくる。


　ガスターク特有の桃もも色いろの髪かみに、涼すずしげな青い瞳ひとみ。それにあわせたような、青が基調の、ガスターク帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し団だんの戦せん闘とう服。


　ガスターク帝国総参さん謀ぼう長にして、魔法騎士団長、リーグルワーズ・ペンテスト。


　その、リーズが言う。


「陛へい下か」


　それにレファルは顔をそちらに向け、


「なんだ？」


「うちにも大使が」


　それにレファルは、笑えみを浮かべて言う。


「悪魔からの遣つかいか？」


「ええ。スフェルイエット民国からの大使のようです。陛下に直接、お話があるそうで」


「嫌いやだなぁ」


　とレファルが言うと、リーズは笑う。


「でも大使は女ですよ」


「よし、じゃあすぐ通せ」


「またまた」


　それにレファルも笑ってから、聞く。


「で、実際どうすりゃいいと思う？　ここで『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用禁止に合意すりゃ、俺らはもう、中央大陸に進出できなくなるぞ」


「ですねぇ」


「だがそういうわけにゃいかないだろ。俺らは『女め神がみ』と『勇者』を殺しにいく必要がある」


「ええ」


「なら、どうする」


　それにリーズは少し、考えたような顔になってから、


「協定に参加しましょう」


「ほう」


「で、すぐに裏切る。どちらにせよ、今後は『忘却欠片ルール・フラグメ』を戦場で使えば悪わる者ものになるんです。なら、少しでも油断させないと」


「使わないって言っといて、すぐ使う？」


「ええ」


「おまえは昔っからそういう、陰いん湿しつな奴だよなぁ。絶対になにもしないからって女の子誘さそっといて、夜にはすぐさま狼おおかみに変身だもんな？」


　と言うと、リーズがこちらをにらみ、


「朝から狼のレファルよりはましだと思いますが？」


「ええ～、童どう貞ていの俺をつかまえてな～にを言う」


「素人しろうと童貞？」
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「と、レファルの衝しよう撃げきの真実はここまでにして……」


「っておーい！　どの真実だよ？　おまえまじでぶっ飛ばすぞ」


　なんてくだらない軽かる口くちをたたきながら、彼は疲つかれたように立ち上がる。


　そして聞く。


「で、悪魔からの遣いはかわいいのか？」


　するとリーズは肩かたをすくめ、


「童貞は女のことばっかり考えてるから困……」


「黙だまれ。で、その大使はどこにいる？　俺が会わなきゃいけないんだろう？」


　するとリーズがうなずき、


「この教会の外で、オルラ兄きよう妹だいたちに拘こう束そくさせて、待たせています」


「じゃあ入れろよ」


「ええ」


　そう言って、リーズは背はい後ごにあった門を開き、


「リル」


　と、言う。


　するとそれで、教会の中にリル・オルラが入ってくる。桃色の髪に、鍛きたえられた鋭するどい体。自信に溢あふれる、鋭い笑み。


　さらにその弟のスイ、妹のクゥも入ってくる。


　スイは穏おだやかな顔つきで、クゥは、いまは鎌かまの力を発動しているのか、無表情だった。


　そしてそのオルラ兄妹に囲まれて、一人の女が立っている。


　いや、それは女というよりも、少女と言った方がいいような年ねん齢れいの女の子だった。


　年のころは、十六、七歳だろうか。


　明るめの茶色い髪に、それとはミスマッチな黒い瞳ひとみ。その瞳で、こちらを真まっ直すぐ見つめている。


　その視線を受けて、レファルは微笑ほほえんで言った。


「ほぉ、悪魔からの遣いは、ずいぶんと美人だなぁ」


　するとそれに、女が応こたえる。


「お褒ほめいただき……」


　が、それを遮さえぎって、


「あーあー、堅かた苦くるしい話し方はやめにしようぜ。どうせおまえらは、敵だろう？　俺らを陥れにきた。なのにお褒めいただきありがとうございます？　心にもないこと言わなくていいよ」


　と、レファルは言った。


　それに女はこちらを見つめ、


「……噂うわさ通りの方ですね」


「噂通り？　そりゃどんな噂だ？」


　しかしその問いに、女は答えなかった。


　それにレファルは笑う。


「悪い噂か」


「いい噂だと思いまして？」


「いいや」


　と、彼は笑えみを浮うかべる。それから女を見つめ、


「で、おまえの名前は？」


　するとそれに女は不思議そうに首をかしげ、


「私は敵なのでしょう？　その、敵の名前を、知りたいのですか？」


「美人の名前はちゃんと聞く主義でね」


「…………」


「それに、そんなに緊きん張ちようしなくていい。俺は女は殺さない主義だ。ちゃんとおまえは、主あるじのところに帰れる。だから名前を聞くんだよ。殺す相手の名前は聞かない」


　その言葉に、女は黒い瞳でこちらを見つめたまま、


「レイルカ」


　と、言った。


「レイルカ・レデーナといいます」


「へぇ。いい名前だな」


「あなたに褒められても嬉うれしくありませんが」


　という彼女の言葉に、レファルは笑ってうなずいた。


「よし。そういう態度のほうが、話を聞く気になる。敵だとわかってる相手と化ばかし合いをする気はないんでね。じゃあ話せ。おまえは俺に、なにを伝えにきた？」


　するとそれに、レイルカが話し始める。


「すでに諸国の王からお聞き及およびだとは思いますが……」


　が、やはりそこでレファルが言う。


「おまえらがスフェルイエット民国を建国したってのは、知ってる。俺のグロウヴィルを相そう殺さいできる奇き妙みような兵器を持っているのも知ってる。『忘却欠片ルール・フラグメ』の禁止を世界に提言してるのも知ってる。全部俺らにとっては不利な話だな。まあでも、それはいいだろう。で、他に俺に言いたいことがあるのか？」


　それにレイルカは、言う。


「あなたの意い思しを……」


　しかしそれも遮って、


「協定には参加だ」


　と、レファルは言った。


「もし、話がそれだけなら、帰っていいぞ」


「…………」


「それとも他に、なにかあるのか？」


　と、レファルは聞く。


　するとそれに、レイルカはこちらを見つめたまま、


「……主から、もう一つ伝言があります」


「ほう。それはライナ・リュートから？」


「はい」


「なんだ？」


　それにしかし、レイルカは少しだけ、黙る。初めて自分が主導権を握にぎったことを堪たん能のうするかのように、薄うすく笑みを浮かべてこちらの気を引く。


　そして彼女は言った。


　その、主とやらからの伝言を、こちらに伝えてきた。


「もしもあなたが協定を破って『忘却欠片ルール・フラグメ』を使おうとしたら、あなたはきっと後こう悔かいするでしょう」


「へぇ。そりゃなんでだ？」


「我々はあの、グロウヴィルの力を打ち消した力を、何度でも使えるからです。あなたがたが我々に逆さからう気なら……」


「後悔する？」


「ええ」


　が、それにレファルは笑って、


「噓うそだな」


　と、言った。


「もし本当におまえらがあの力を何度も使えるなら、そんな脅おどしはかけてこない」


「……主は平和を望んでいるのです」


「へぇそうかい」


「そうです」


「じゃあその主に伝えろよ」


「なんでしょうか？」


　それにレファルは笑い、そして側かたわらにおかれていた、呪のろわれた黒い剣けんに手を載のせる。しかしその剣を握った感かん触しよくは、やはりない。手は動くのに、触ふれた感触はない。


　しかしそれでも、彼は剣に触れて、言った。


「そんなに自信があるなら、撃うち合いしてみようぜ？　どちらかの身が滅ほろぶまで、力のぶつけあいをしよう。俺にはまだ、左ひだり眼めがある。両の腕うでもある。左脚あしもある。命がある限りは、力を放てる。おまえらのはどうかな？　俺たちを追つい撃げきしてこなかったおまえらの力は、俺と同じように、一度に何発も撃てんのかな？　それを俺は知らないが……でも、試ためしてみようぜ？」


　と、レファルは言った。


　そしてレイルカを見つめる。彼女がなにも答えられないことはわかっている。こいつはただの遣つかいなのだ。だから彼は、彼女に微笑みかけ、


「なんてな。脅すようなことを言って、悪かった。帰っていいぞ。で、協定には参加すると伝えろ」


「……しかし、いまのあなたの発言は……」


「それもそのまま伝えろ」


「…………」


「んじゃ、リル、スイ、クゥ、彼女を外へ」


　するとそれにリルがうなずいて、レイルカを連れて教会を出ていく。


　それを確認してから、レファルはリーズのほうを見て、


「なぁリーズ」


「なんでしょう？」


「美人だったな？」


「ほんとはそんな話したいんじゃないくせに」


「そーだけど」


　と、レファルは笑ってから、グロウヴィルを握っていた手を持ちあげ、リーズに向かってひらひらと振ふるって見せた。


「この手、なーんにも感じないんだよ」


　それにリーズがこちらを見て、


「触しよつ覚かくを？」


「ああ。傷ついても痛みを感じない。だからもしも俺が自分の傷に気づいてなかったら」


「……フォローします」


「頼たのむ」
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　それにリーズが、しばらく黙ったあと、


「レファル」


「んー？」


「あなたばかりに犠ぎ牲せいを……」


　なんてことを言ってくるので、それを遮って、レファルは言った。


「違ちがうだろ、リーズ」


「…………」


「違うだろ」


　するとリーズはもう、悲しげな顔のままなにも言わなかった。


　それにレファルは微笑ほほえむ。この、幼おさな馴な染じみの顔を見て。さっき教会を出ていった、リルや、スイや、クゥの顔を思いだして。


　仲間たちの顔を思いだして、彼は微笑んだ。


　ここにいる仲間たちは、みな、大きな犠牲を払はらってここにいるのだ。


　むかつく顔でへらへら笑うこのリーズだって、この剣を動かすために、すでに家族の命を捧ささげているのだ。


　そしてそれほどまでの犠牲を払っても、まだ、うまく前に進むことができない。


　まるで前に進むことができない。


　なにが、平和協定だ。


　狂くるった悪あく魔まのくせに、なにが平和協定だ。


「……なぁリーズ」


　と、彼はもう一度、そう言う。


　それにその、口の悪い幼馴染みはこちらを向いて、


「なんでしょう」


　と、答える


　それに彼は聞いた。


「俺は勝てるかな？」


「…………」


「あの『悪魔』に。『女め神がみ』に。『勇者』に、勝てるかな？」


「…………」


「もしも俺が先に倒たおれたら……」


　しかしそこで、リーズが言った。


「リルと、私と、あなた……三人で組んで喧けん嘩かして、負けたことありましたっけ？」


　それに、レファルはリーズのほうを見つめ、


「ないな」


　と、言った。


　するとリーズがそれに微笑む。


「じゃあ今回もきっと、勝てるでしょう」


　なんて、言う。


　簡単そうに言う。


　三人の中では一番頭がよかったリーズが、これは簡単じゃないとわかっていないはずがないのだが、彼はそんなふうに簡単そうに言って。


　それにレファルは、


「そうだな」


　と、うなずいた。


　するとリーズが、


「ま、最悪レファルの場合、股こ間かんだけ残しておけば……」


「死ね」


「フォローします」


「だからおまえ、まじで死ね」


「あはは」


　と、リーズは笑う。


　それにレファルも笑った。


　それから教会にある窓の、外へと目を向けて、


「まあ、笑ってられるような状じよう況きようじゃないが……兵は？」


「二割が逃とう走そうしました」


「残りは？」


「この協定に参加したことを伝えれば、少しは安心するでしょう」


「すぐに協定違い反はんするがな」


「そのときは、そのときです。さて、私たちもそろそろ動きましょうか」


　そう言って、リーズは踵きびすを返す。


　教会を出ていく。


　それを見送ってから、レファルはもう一度自分の掌てのひらを見つめる。なにも感じられない、自分の掌を見つめる。


　もう、血は止まっている。


　乾かわいた血が、掌にこびりついている。


　その血をレファルは見つめ、


「……平和協定、ね」


　と、もう一度そう、呟つぶやいた。




　第四章　化ばかし合い







　この世でもっとも危険な場所はどこか？


　誰だれかにそう問われたらきっと、こう答えるだろう。


「……鞭むちを持った、ヒステリックな女の子のすぐ隣となり～ってね」


　と、ヴォイス・フューレルは小さく呟つぶやいて、笑った。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみに、利発そうなつり気味の黒い瞳ひとみ。巫み女こ服のようなものを着込んだ、十三、四歳くらいの少年。


　いつもの彼なら、自分の周囲を護ご衛えいの兵で固めているはずなのだが、しかし、彼はいま、独ひとりでそこに立っていた。


　彼がいるのはゲイルフィックラント帝てい国こくから西へ少し離はなれた場所にある小国、エイドルヲの外はずれにある、廃はい墟きよだった。


　かつては砦とりでかなにかだったのだろうが、いまは無残に崩くずれ、瓦が礫れきの山となっている。


　ヴォイスはその、瓦礫を見つめ、


「……うまくカムフラージュされてるなぁ。幻げん覚かくの結界を張りめぐらせてるのかな？　たしかそんな『忘却欠片ルール・フラグメ』があったはずだけど……それを私は解かい呪じゆできない。さて、どうしたものかな」


　と、言いながらも、一歩、前に進む。


　ボロボロに破は壊かいされ、もう開かなくなってしまっている門のような場所に、触ふれようとする。


　するとそこで、


「……止まれ」


　と、門の向こう側から声がする。もう使われていないはずの廃墟からの声に、ヴォイスは微笑ほほえみ、やはりそのまま前に進みながら、


「はは、やっちゃいけないと言われてることほどやりたくなっちゃう質たちでして」


「止まらなければ殺す」


「こんなかわいい子供を？」


「本当に殺すぞ？」


「殺されるのは嫌いやです」


「なら止ま……」


　とそこで、しかしヴォイスは壊こわれた門があるように見える場所に、顔を押し付ける。


　するとどういうわけか彼の顔は、あっさり門をすり抜ぬけてしまう。


　門はまるで霧きりかなにかのような物質で出来ていて、その霧を抜けた先には、別の景け色しきが広がっていた。


　といっても、そこにあったのはやはり、門なのだが。


　霧の先には、ごく普ふ通つうの、小さな砦が建たっていた。そしてその門を、紅あかい戦せん闘とう服を着た兵士が守っている。


　兵士の数は、四人。


　戦闘があまり得意ではないヴォイスでさえ、その一人一人が、自分よりも圧あつ倒とう的てきに強い、ということが、見ただけでわかる。


「だって、ほれぼれしちゃうほどの大だい胸きよう筋きんですもんね～」


　とか言いながら、彼はへらへらとその兵士たちの前へと進む。


　するとその兵士の中の一人が、腰こしの剣けんを抜く。それをこちらに向け、


「止まれと言ったのに、なぜ止まらなかった？」


　と聞いてくる。


　それにヴォイスは堂々と胸を張って、言った。


「のぞきが趣しゆ味みなんです」


「ふざけるな！　この場所の秘密を知った者を、生きて返すわけには……」


　なんて戯たわ言ごとことを言っている兵士の言葉を遮さえぎり、ヴォイスは言う。


「私を殺しても意味はありませんよ。私の仲間たちは全員、ここのことを知ってる。ここは傭よう兵へい団、『蒼あおのの公ひ主め』の砦でしょう？　その女王様に呼ばれて私はここにきたんです」


　するとそれに、兵士の表情が少しだけ変わる。こちらをにらみ下ろし、


「……女ひ王め様に呼ばれて？」


「ええ。つまり私はお客様ですよ、お客様。そのお客様に剣を向けたとあっては……」


　が、そこで兵士が言う。


「客がくる、などという指令は受けていない。少なくともおまえのようなガキがくるなんて話はな」


「そうですか？」


「そうだ」


「ま、そりゃそうでしょうけどね。ほんとは呼ばれてないし」


「……貴き様さま」


「でも、私がきたと言えば、ピア・ヴァーリエは会いたがると思うんだけどなぁ。もしここで私を殺せば、あなた、処分されますよ？」


「…………」


「まあまあ、そんな緊きん張ちようした顔しないで、ヴォイス・フューレルという名前を、上司にでも伝えてみてください。そしたら少しは状況も変わ……」


　しかしそこで、兵士が剣を振ふりあげる。こちらに振り下ろそうとしてくる。こちらの話をまるで聞いてくれない。


　おそらくピア・ヴァーリエは、この衛兵たちに何なん人ぴとたりとも砦に入れるな、と命じているのだろう。


　侵しん入にゆう者は、殺せ。


　その命令に忠実に、兵士は行動する。


　それに。


「…………」


　しかしヴォイスはなにもしない。


　というか、ここで手を出してしまえばたぶん、もう、ピア・ヴァーリエは会ってくれない。


　この兵士を殺して侵入するのは、本当は簡単だった。


　それができるだけの強さを持った、『忘却欠片ルール・フラグメ』を持ってくればよかったのだ。


　だが、彼はそうしなかった。


　自分の命を危険にさらしてまで、『蒼あおのの公ひ主め』の主あるじに面会したいという意い思しをここで見せる必要がある。


　気き紛まぐれな女ひ王め様に、こちらの心意気をどかんとここで見せる必要があるのだが、それに、


「……なんて分ぶの悪い賭かけでしょう」


　と、ヴォイスは困ったようににこにこ笑いながら、呟いた。


　するとそこで、剣が振り下ろされる。


　刃はがこちらを向いていれば、死ぬ。


　しかしもしもピア・ヴァーリエがこの状況を見ていれば。監かん視し用の『忘却欠片ルール・フラグメ』をここに置いていれば──


「…………」


　とそこで、剣がヴォイスの首にあたった。


　そして彼の意識はあっさり、消えてしまった。





　　　　◆





　しばらく後。


　ヴォイス・フューレルは目を覚ました。


　どうやら水をかけられて、無理矢理気絶状態から覚かく醒せいさせられたようだった。


　それに彼は目を開き、それから自分の首がひどく痛むのを感じて、


「お～、首が切れてない。どうやら賭けには勝てたようですねぇ」


　と、緊張感のない声こわ音ねで言った。


　それから体を起こす。


　周囲を見回す。


　するとそこは、赤い絨じゆう緞たんが敷しきつめられた、広間だった。


　奥には玉ぎよく座ざのようなものがあり、そこに美しい、青いドレスを着た女が座すわっている。


　この傭兵団『蒼あおのの公ひ主め』の女主、ピア・ヴァーリエだ。


　整った顔だちに、勝ち気な赤い瞳。


　通常ではありえない水色の長い髪かみは、『先天性魔ま導どう異常』の能力者であることを示している。


　ちなみに『先天性魔導異常』の能力者は、あまりに強大な魔ま力りよくを有しているために、自分の情じよう緒ちよをコントロールできない──はずなのだが、しかし彼女はひどく理知的な、それでいて魅み惑わく的な瞳でこちらを見つめてきていて。


　そのピアを見つめ、ヴォイスは言った。


「ああ、お姉様、私はその魅み力りよく的な赤い瞳の虜とりこです」


　すると彼女は美しい微笑を浮うかべ、


「みんなそう言う」


「でしょうねぇ」


「でもあんたは敵だから、奴ど隷れいにしてあげな～い」


「そんな～」


「というか、あんたみたいなガキに興きよう味みないの」


　しかしそれにヴォイスは笑い、


「またまた。ほんとはこの、若い肉体が欲しくて私を殺さなかっ……」


　が、そこで彼の言葉は止まった。


　急に自分の右みぎ肩かたに、強きよう烈れつな痛みが走ったから。


　それにヴォイスは、自分の肩を見る。するとそこに、いつの間にか深々とナイフが刺ささっている。


　ピアは玉座に座ったまま、ほとんど動いたようには見えなかったのに、いつの間にか彼女はナイフを投げていて、それがヴォイスの肩を貫つらぬいている。


　それに彼は、必死に痛みをこらえながら、笑った。


「……い、いきなりＳＭプレイとは、女王様はずいぶんと積極的……」


　が、その言葉も止まる。


　今度は右みぎ脚あしの甲こうに痛みが走る。ナイフが足を、床ゆかに縫ぬい付けてしまっている。


　やはりピアは動いたように見えなかった。


「…………」


　それにヴォイスは、黙だまる。


　するとピアが言う。


「下品な言葉はあたし、きらーい」


「……それが私の持ち味なんですが」


「だから？」


　と、ピアは言う。


　やはり玉座に座ったまま、つまらなそうな顔で言う。


　殺気一つ感じられない。


　攻こう撃げきに転じるときの気配の動きがまるで感じられない。


　それにヴォイスはまた、思う。


　この世でもっとも危険な場所はどこか？


　それに、


「……ナイフを持った、ヒステリックな女の子のすぐ隣となり～、ってね」


　と、小声で言った。


　するとピアは小さく首をかしげ、


「なんて？」


　それにヴォイスは微笑んで、答える。


「いえ、少し下しもネタは自じ重ちようしようかな、と」


「それがいいわ。そんな子供のうちから、エッチなことばっかり考えてちゃだめよ～」


「すみません」


「じゃあそろそろ話をしましょうか」


「……ナイフは？」


　それにピアは嬉うれしそうにふふふと笑う。


「刺したまま～。おそらく十五分もすれば失血死するわ。だから手て短みじかに、簡かん潔けつに、あんたはあたしの質問に答えなさい。あ、ちなみに、あたしが気に食わない返答だったら、次のナイフは心臓に当てるから、そのつもりで」


　なんてことを、言う。


　すべての主導権を自分が握にぎっていると言わんばかりに、そう言う。


　それにヴォイスは困ったような顔で、


「くる前からわかってたんですが、ここはほんと、命がいくらあっても足りませんねぇ」


　と言うと、ピアが言う。


「で、そんな場所になんであんたはきたわけ？　あたしたち、そんなに仲良かったっけ？」


「いいえ」


「ならなぜきたの？」


「あなたと交こう渉しようしに」


　それにピアは笑った。


「まさかあたしたちにも、いま世の中を騒さわがしてる『忘却欠片ルール・フラグメ』の使用禁止協定に加入しろってんじゃないわよね？」


　その言葉に、ヴォイスは首を振ってまた、


「いいえ」


　と、言った。


「なら、なにしにきたの？」


　それにヴォイスは答えた。


「あなたを口く説どきに」


「あたしを？」


「正確に言えば、『蒼あおのの公ひ主め』をスカウトしにきました」


「へぇ。それはあんたの主あるじにあたしたちを迎むかえたいってこと？」


　という問いに、ヴォイスは緊張する。


　ピアは、自分の気に食わない返答をした場合、心臓にナイフを投げると言ったのだ。


　そしてそれを、脅おどしだとは思わない。彼女は平然とナイフを投げ、そして彼を殺すだろう。


　つまり交渉が決けつ裂れつした場合、自分の命はないということだ。


　その、ひりひりした感じにヴォイスは苦笑しながらまた、


「いいえ」


　と、言った。


　その瞬しゆん間かん、ナイフが飛んでくる可能性もある、と思いながら、そう言った。


　なにせ相手は、情緒をコントロールできない『先天性魔導異常』の能力者なのだ。気に食わないことがあれば、すぐに激げき昂こうして、ナイフが飛んでくる可能性もある。


　が、彼女はそれに、


「へぇ、あんた意外に、度ど胸きようあるわね」


　なんて言う。


　ヴォイスはナイフが刺さって痛む肩をすくめ、


「お褒ほめいただき、光栄です」


「で？　あたしに部下になれって？」


「ええ」


「あんたの部下に？」


　しかしそれに、ヴォイスはやはり首を振ふる。


「私が所属する組織は私のものでは……」


　が、そこでまた、体に衝しよう撃げきが走る。今度は左ひだり肩かただ。ナイフがまた、いつの間にか肩に刺さっていて、ヴォイスはその場にくずおれそうになる。


　するとそれに、ピアが言う。


「噓うそは嫌い。スフェルイエット民国は、あんたの組織でしょう？　ライナは傀かい儡らいの王にすぎない。あたしのかわいいライナちゃんをいったい、あんたはどうするつもりなのかしら？」


　その問いにしかし、ヴォイスは意識を失いそうになってしまって、答えられない。そもそも痛みにはあまり強くないのだ。詐さ欺ぎ師しの一族たるもの、自分の体が傷つくような状じよう況きようを決して作ってはならない、というのがお婆ばあさまからの教えで……


　とそこで、


「話聞いてる？」


　それにヴォイスは、頭を振る。出血で朦もう朧ろうとしつつある頭をはっきりさせようと、唇くちびるを嚙かむ。


　唇が痛い。


　ああもうほんと、痛いのは嫌いやだなぁと、彼は思う。


　そのまま顔を上げ、ピアを見つめて言った。


「……どうやら私にはあまり時間がないようで……」


「あら、まだ五分もたってないけど」


「……虚きよ弱じやく……体質なんですよ～」


「あはは、じゃあここで死んじゃうかもね」


　それにヴォイスはまた、軽かる口くちで応こたえようとするが、しかし、頭がうまく働かない。どんどん全身の力が失われていき、本当に自分にはもう、ほとんど時間がないことがわかる。


　そしてそれが、おそらくピアの狙ねらいだろう。くだらない駆かけ引きをするつもりはない、ということだ。


　だがそれはヴォイスも同じだった。


　だから彼は、少し気を抜ぬくと閉じてしまいそうな瞳ひとみを必死で開き、ピアを見つめて言った。


「……部下ではなく、私自身が命を危険にさらしてまでして一人でここにきたのは、私たちにとってあなたが非常に重要だからです」


　という言葉に、ピアが言った。


「あんたに教えられなくても、あたしが重要なのはあたしが一番よく知ってる。だからもっと実じつのある話をしなさい」


「……ローランドにも、ガスタークにも、私は部下をやった。ですがあなたは私自身が口説きにくる必要があった」


「そうなんだ。で？　わざわざあなた様がきてくれたんですね～って、喜べとでも？」


　というその問いに、口を開こうとして、しかしさきに自分の足に力が入らなくなる。床に膝ひざをついてしまう。


　それにピアが、


「もう終わり？」


　と言ってくるが、彼は首を振る。必死に彼女をにらみ、笑えみを浮うかべて、


「……こんな美人を目の前に、口説くのをやめる男がいますかね？」


「あは、その調子。それで？」


「……それで……あなたに質問にきました」


「なに？」


「あなたはなにと戦ってるんですか？」


　それに、ピアの表情が少しだけ変わる。ほんの少しだけ真しん剣けんな顔になってくれて、こちらを見てくれる。


「あんたは？」


「……質問返しはずるい」


「主導権はあたしが握ってるんだけど」


「……ええ、そうですね」


「それにあたしは美人なのよ」


　なんてことを、彼女は自信満々に言う。


　美人ならなにをしてもいいと言わんばかりの顔でそう言って。


　そしてヴォイスはその、彼女の自信溢あふれる顔をいつか、屈くつ伏ぷくさせたら楽しいだろうな、なんてことを頭のどこかで思う。


　だが、いまは無理なので、彼は弱気そうに微笑ほほえんで、


「……あはは、確かにそうですね……じゃあ、私がさきに答えましょう」


　そう言ってから、一度言葉を止めた。


　やはり体の力は失われ、意識が朦朧としている。声からも力が失われつつあり、こんな調子でこの、ピア・ヴァーリエを口説けるのか、少し不安になるが、それでも彼は声に力を込めて、


「……私は……この世界の運命と、戦ってます」


　と、そう言った。


　するとそれに、ピアが目を少しだけ見開き、


「へぇ」


　と、声を漏もらす。


　それから少し嫌みな笑みを浮かべ、


「女め神がみの手下のあんたが、世界の運命と戦うって？」


「……ああ、やはりそこまで……」


「だからあたしたちはあんたを殺そうとしてたんでしょう？　あんたは人間の敵だから。でも……」


　と、ピアが言う。


　そして彼女はヴォイスの足あし下もとを見て、


「なんであの化ばけ物ものどもは出てこないんだろう？　手下が瀕ひん死しの状態なのに、なんであいつら出てこないの？　せっかくあたしってば、『女神』も殺せる『忘却神器ルール・フアジール』を用意してたのに……もしかしてあんた、女神どもに嫌われた？」


　その問いに、ヴォイスは笑って答える。


「実は女神たちのスカートをめくってたら、エッチ～とか怒おこられまして」


　そしてそのくだらない下ネタに、しかし、ピアはナイフを投げてこなかった。


　もう、ヴォイスが耐たえられないと彼女にもわかっているのだ。


　それに彼は笑って、


「ああ、よかった。下ネタ解禁ですか」


「ほっといてもあんた、死んじゃいそうだしね」


「エッチなこと言えないと死んじゃうんですよ、私」


「馬ば鹿かじゃない」


「ええ、そうですね。よく言われます」


　と、彼は力なく笑う。


　しかし自分の顔がちゃんと微笑むことができたのかは、わからなかった。


　もう、本当に時間がなさそうだ。


　だから彼は言葉を続ける。


「……はなから女神どもの手下になったつもりはありません」


「そうは見えなかったけど？」


「……じゃあこう言ったら信じてくれますかね。私は人に使われるのは、嫌いなんです」


　それに、ピアは笑みを浮かべて、


「だからあたしにも部下になれと？」


「あなたも私と同じでしょう？　自分が一番じゃないと……」


「そうよ」


「だから、力を貸してほしい、と、頼たのみにきました。共同戦線を張ってほしい」


「あんたと？」


「いいえ、悪あく魔まの王ライナ・リュートと」


　それにピアは少し、険悪な表情になる。


「……あんたが流してるあの噂うわさは、どこまでほんとなの？　ライナは……」


　しかしそれを遮さえぎって、ヴォイスは言う。


「それを説明する体力は……」


「言いなさい」


「……ほとんど本当です。ライナさんは自分の意思で、多くの人間を殺した」


「はっ。ここにきてまた噓？　あいつにそんなこと……」


「ですがいま、私はその話をしにきたんじゃありま……」


「ちょっと、あたしの話を……」


　しかしそれを遮って、ヴォイスは続けた。


　というかもう、彼女の声自体が聞こえなくなり始めていた。だから、彼は続ける。もしかしたら彼女の癇かんに障さわって殺されてしまうかもしれないが、しかし、時間がないのだ。


　それは自分の時間だけじゃない。


　世界の時間が、ここでゆっくりしていることを許してくれないのだ。


　だから彼は、危険を承知でここにやってきたのだ。


　もう、時計は動きだしたから。


　悪魔が目覚め、国を建たち上げた瞬しゆん間かんからもう、ありとあらゆる歯車は動き始めたのだから。


　だからヴォイスは言う。


「……すでに多くの国が、『忘却欠片ルール・フラグメ』の禁止に賛同している。今後の戦争では、『忘却欠片ルール・フラグメ』が使われない、人と人が直接殺し合う、ごく普ふ通つうの戦争が行われるようになる」


「…………」


「……ですがあなたがたは国じゃない。平和協定に参加していない。だからしばらくの間は、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使っても、とがめられたりはしないでしょう」


「…………」


「……だからあなたがたはその力を使って、出来る限りの領地を奪うばってください。相手は条約違い反はんを怖おそれて、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使ってきません」


「…………」


「……やがて世界連合軍が、あなたがたを鎮ちん圧あつに立ち上がるでしょうが……」


　とそこで、彼は言葉を止める。


　突とつ然ぜん急激に意識がはっきりし始めたから。なにが起こっているのかは、わかる。おそらくは『死の転移デルニオ』が使われているのだ。


　人間の血を吸すって、傷の再生をうながす『忘却欠片ルール・フラグメ』。


　それが、自分の顔がん面めんに押し付けられているのが、見える。


　押し付けてきているのは、ピア・ヴァーリエ自身で。さらに彼女はなぜか、自分の顔まで、ヴォイスの顔の、すぐそばまで寄せてきている。


　その彼女の綺き麗れいな顔が、


「意識戻もどった？」


　と聞いてくるので、彼はその顔に向かって唇くちびるを寄せながら、


「お姉様のキスで意識が……」


「ば～か」


　と、彼女が『死の転移デルニオ』を彼から離はなす。


　すると全身に痛みが戻って、


「ぐぁ」


　と、彼はうめく。


　そしてそこで、自分が真まっ赤かな絨じゆう緞たんの上に倒たおれてしまっていたのに、気づく。


「あんたね、倒れて独ひとりぼそぼそしゃべられても、全然聞こえないんですけど」


「……あれぇ、私、倒れてました？」


「あの程度の傷で十分もたないなんて、どんだけ軟なん弱じやくなのよ」


「はは、だから虚きよ弱じやく体質だって言ったでしょう？　でもそのおかげで、あなたとお近付きになれました。ピアさんは思った通り、いい匂にお……」


　そこで顔面を蹴けられた。


「きゃうん[image: ]」


　と、叫さけんでみるが、しかしそんなおふざけができるほど体力は戻っていなかった。


　両りよう肩かたと、足の傷は、塞ふさがっていない。出血も続いている。それどころか、まだナイフも刺ささっている。


　このまま放っておけばまた、意識を失うだろう。


　それにヴォイスは、


「……それで、私はどこまで話しました？」


　と聞くと、ピアが答える。


「あんたらが『忘却欠片ルール・フラグメ』を使わない、という大たい義ぎ名めい分ぶんで世界を騙だましてる間に、あたしたちに他の国を襲おそってくれって話まで。で、最後は世界連合軍とかあんたが名乗って、あたしたちが奪った領地を併へい合ごうするんでしょう？」


　なんて言葉にヴォイスは笑みを浮うかべ、


「私が言ってないことまでちゃんと伝わってるじゃないですか……で、どう思います？　名案だと思いませんか？」


　が、彼女は首を振ふった。


「思わない。というか、そもそもあんたの広めてる平和協定は、うまくいってないでしょう？　すでにローランドに引っ繰くり返された」


　という言葉に、彼は言う。


「ああ、ローランドが必死で流してる、私たちが、平和協定を持ち掛かけるフリをして、シオン・アスタールの命を狙ねらった……という噂ですか？」


「そう。あの噂で、世界中の国があなたのことを疑い始めてる」


　が、ヴォイスはそれに笑う。


「別に疑われるのはかまいませんよ。最初から信用なんてないんですから」


「少なくとももう、ローランドは……」


　しかしそれを遮って、ヴォイスは言う。


「最初からあの狂くるった国がこの協定に参加してくれるとは思ってません。いや、そもそも私は、あの国に対たい抗こうするために必死に計画を張はり巡めぐらせてるんですから……あの国に邪じや魔まされるのは、当たり前です」


「ローランドに対抗するために？」


　それにヴォイスはうなずき、


「あなたがたも、そうでしょう？　あの国が異お常かしいのは知ってるはずだ。おまけにあなたがたはローランド出身ですし、ローランドをずっと調べていた」


「…………」


「南の狂った勇者。北の魔ま剣けん持ち。西の女め神がみに──さらにレムルス帝てい国こくに下りた異い形ぎようの神。どれもあきらかに人間じゃない。だからこの世界を……」


「化ばけ物ものどもの手から、人間の手に取り戻す？」


　という言葉に、


「ええ」


　と、ヴォイスはうなずく。


　それにピアが、馬鹿にするような顔で笑って、


「さっすがガキは、考えることが違ちがうなぁ。まるで正義の味方じゃない」


　なんて言葉に、ヴォイスは言った。


「はは、正義……正義ですか。まあ、少なくとも私の人生においては、私のやることなすこと、すべて正しいですけどね。もちろん化物どもを皆みな殺ごろしにしたあかつきには、私がすべての人間の上に君くん臨りんするつもりですが……」


「じゃああたしはその上に」


「いいですよ。でも私の上に乗るときは、できれば胸かお尻しりをこちらに向けて乗ってくれると……」


　しかしそれを遮り、


「ヒールで乗ってあげる」


　と、彼女は妖よう艶えんな笑みを浮かべて、言う。


　それにヴォイスはうなずき、


「それもいいですね～」


「みんなそう言うわ」


「あはは、じゃあ、私たちの同盟関係は……」


　それに、彼女はうなずいた。


「いいでしょう。ほとんど死にかけのあんたを、『女神』どもは助けにこなかった。捨すてられたのね。なら、拾ひろって、利用してあげる。もちろんあんたが奴ど隷れいで、あたしが主あるじ」


「いいですね～、私、美人に利用されるのは好きですよ」


　と、彼は答えて、そして心の中で小さく、付けくわえる。


　利用してると思っていた美人が、最後にはその自信を打ちくだかれ、泣いてしまうのが一番興こう奮ふんするのだけど、と。


　だが彼女はそれに、急に冷さめたような目でこちらを見つめて、


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　それにヴォイスは首をかしげ、彼女を見つめる。


「なんでしょう？」


　すると彼女は口くち許もとにだけ冷たい笑みを浮かべ、


「でもこの計画、あんた抜ぬきでもできるんじゃない？　このままあんたを治ち療りようしないで殺して、あたしはライナと組めばそれでいけるんじゃない？」


　それにヴォイスは、あっさりうなずく。


「ええ、そうですね」


「じゃああんたをここで生かす理由は？」


「私を殺したら、ライナさんに嫌きらわれますよ？」


「はは、秘密にするもん」


「部下が伝えます」


「砦とりでの外にいる部下ならもう捕とらえたけど？」


「伝令役は連れてきてません」


　その言葉に、ピアが楽しそうに笑う。


「あは、あんたいま、必死でしょう？」


「…………」


「必死だから、自分の命まで危険にさらしてる。どうしてもあたしたちの手助けが……」


　しかしそこで、ヴォイスは言う。


「私は結構な間『女神』の下げ僕ぼくのフリをしてた。だからあなたよりずっと多くの情報を持っている。たとえばシオン・アスタールの──『堕ちて狂った勇者アスルード・ローランド』の止め方とか……」


　が、やはりピアは笑って、言った。


「あんたがなにを知っていようと、拷ごう問もんして聞きだせる」


「ですが、そんなことはしない。私のような有能で、便利な人間を、あなたは殺したりはしない」


「あは、有能で、便利？」


　それにヴォイスはうなずいた。


「ええ、おまけに愛らしくてかわいいですしね、私は」


「笑える」


「で、そんなかわいい私を、あなたは殺さない。なぜならあなたは、私が利用できるうちは、利用する人だから。違いますか？」


　それにピアはこちらをしばらく見つめ、それから『死の転移デルニオ』を放ってくる。


　ヴォイスはそれを受けとる。


　すると『死の転移デルニオ』はすぐにその力を発はつ揮きし始める。


　血を吸って。


　彼の足下の、絨じゆう毯たんに染み込んでいた血を吸って。『死の転移デルニオ』は再生する相手の血を吸うことはないので、いま吸っている血は、ヴォイスが流した血ではない。


　誰だれか、別の人間の血だ。


　この血の主がまだ生きているのか、殺されているのかはわからないが、しかし、その血のおかげで、ヴォイスの傷口は急速に修復されていく。それを確認して、両肩のナイフと、足のナイフを抜く。するとその傷が塞がる。痛みも、なくなっていく。


　それにヴォイスは顔を上げると、


「今度こそ同盟は成立？」


　そう聞く。


　すると彼女はうなずき、


「ええ、でも、あんたが利用できるから、生かしてあげたんじゃない」


「ではなぜ？」


　それに、彼女は微笑を浮かべ、言った。


「いつでも殺せるからよ」


「…………」


「いつでも殺せるから、いまは殺さない」


「怖こわいなぁ」


「そうよ。あたしは怖いの。覚えといて」


「はは。くる前から、怖いってわかってましたけど」


「あらそう？」


　と、彼女はけらけらと笑う。


　それにヴォイスも微笑む。


　これで同盟は成立。


　しかしそれでも、時間はなかった。


　そしてそれはピアにもわかっているようで、彼女は言った。


「それじゃ、なんであんたがそんなにも急いでるのかを、聞かせてもらおうかしら。ガスタークとの戦争からまだ十日ちょっと。スフェルイエット民国が建たち上がったのだって最近なのに、そんなにも急いでここにきた理由は、なに？　もちろん『忘却欠片ルール・フラグメ』を使って一気に領土を拡大するタイミングはいましかないと思うけど……それにしたってちょっと強ごう引いんすぎる。なぜ、あんたは自分の命を危険にさらしてまであたしたちに取り入ろうとする？　そんなに急ぐ理由は、なに？」


　という問いかけに、ヴォイスは考える。なにから話そうか、と、頭の中で思いを巡らせる。


　急がなければならない理由は、いくらでもあった。


　いくつもの理由が頭の中に浮かんできた。


　だが、その中でも最も緊きん急きゆう性せいの高い理由を彼は、口にした。


　ピア・ヴァーリエを見つめ、


「あなたは確か、ローランド出身でしたよね」


「ええ」


「現ローランド王に──シオン・アスタールに会ったことは？」


「ないわ。でもゾーラは……部下は会ったみたいだけど」


「それで、その部下はなんて言ってました？」


　そう聞くと、ピアが少し考えるような顔になってから、


「完全に、イカれてたって」


「はは、そうでしょうねぇ。もう、彼は人間じゃありませんから。そしてこのメノリス大陸にはびこる化物どもの中でも、彼が一番まずい。『女神』たちが怖おそれ、怯おびえるほどにまずい。なんでも『女神』たちが言うには、彼の力は、治おさめる領土を拡大するほどに、大きくなるそうです」


　するとそれにピアは怪け訝げんそうな顔でこちらを見て、言った。


「はぁ？　領土を拡大して、国が強くなるのは当たり前……」


　が、それを遮さえぎって、ヴォイスは言う。


「そういう意味じゃありません。シオン・アスタール、個人の力が増大する、という話です。彼は自分の統とう治ち下の領土に住む『ニンゲン』を、『ニンゲンαアルフア』という、別の生き物へと書き換かえる。それもそれを、彼は無意識にやる。シオン・アスタールを王と仰あおいだ人間はすべて、別の生き物に組み換えられて、シオン・アスタールの力の源みなもとへと変へん貌ぼうしてしまう」


「……って、ちょっと待って。それって……」


　しかしヴォイスはやはり、ピアにそれ以上言わせずに、


「詳くわしいことを聞かれても、私も『女神』たちからの又また聞ぎきなんで答えられませんが……しかし、『女神』たちは大層焦あせっていましたよ。なんでも『勇者』の力は、南大陸を制圧し、中央大陸に入ったところで、『女神』ですら手が付けられないほどに大きくなってしまうんだそうです。つまり殺すなら……」


「……奴やつが南大陸にいるうちに、ってこと？」


　それにヴォイスはうなずき、


「まあ、我われらが悪あく魔まの王の力がどれくらい強いか～っていう話もありますけどねぇ。『女神』どもは『悪魔』のことも怖おそれていたから、『勇者』が中央大陸にきても、まだ、なんとかできるかもしれない。でも……」


　と、ヴォイスは言う。


　それから振ふり返る。


　広間の、入口のほうへと目を向ける。そちらが南なのかどうかは、ちょっとわからないのだが、とりあえず南だと思って、そちらを見る。


『堕おちて狂くるった勇者』がいる方向へと、目を向ける。


　そしてそれから、一応仲間、ということになっている、いっつも眠ねむそうで寝ね癖ぐせ放題な男の顔を思いだし、


「……でも、どうも『悪魔』は『勇者』のことが好きらしいから、ライナさんは手を貸してくれないかもしれない。だから、なるべくなら対処できるうちになんとかしたいと思いまして」


　と、言った。


　それに、化物の力に頼たよらないですむのなら、極力頼りたくないのだ。


『女神』どもは偉えらそうに──『ニンゲン』は『勇者』を封ふうじるためだけに『女神』が生みだした魔ま法ほうにすぎない──なんてことを言っていたが、ふざけるんじゃない、と、彼は思う。


　この大地をいま埋うめつくしているのは、自分たち人間だ、と、彼は思う。


　まあ、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、本当に『女神』どもが人間の生みの親だったとして、だからどうした？


　クズに生まれたからといって、クズの人生を生きなければならない道理はない。


　人生はいつだって、自分が振るうサイコロのさじ加か減げん一つで、明暗が変わるのだ。


　言葉一つ。


　噓うそ一つ。


　その日の笑い方一つで、なにもかもが劇的に変わってしまう。


　そしてきっとそれは、化物どもの人生も、そうだろう。


　だからサイコロを振ってやる。


　あいつらが私の足あし下もとに平へい伏ふくして、泣き叫さけぶような出目が出るまで、サイコロを振り続けてやる。


　そのために、


「さあピアさん、手伝ってください。一いつ緒しよに化物どもから、人間の未来を奪うばい返しましょう」


　と、彼は言った。


　するとピアが答える。


「それはあたしの天下のために？」


　という、その言葉に、吐ぬかすんじゃない──と思いながら、


「ええ、あなたの天下のためにね」


　ヴォイスは無む邪じや気きそうな顔で、笑ってみせた。




　第五章　再会







　陽が落ちようとしている。


　その夕陽に真まっ赤かに染められた雲が、空をゆっくり流れている。


　そのふわふわとあきらかにやる気がなさそうな雲を眺ながめながら、


「あ～、ケツが痛ぇ」


　とライナはうめいた。


　朝からずーっと馬で走り続け、途と中ちゆうで馬を変えてさらに走り続け、さすがにもうお尻しりが限界にもほどがあるような状態になってきたので、走るペースを落とし、いまは馬にまたがったまま、引っ繰くり返って空を見上げていた。


　それでも馬はゆっくり進んでいるので、背中にも震しん動どうがくるが。


　ライナはぐったりと眠ねむそうな目で空を見上げたまま、


「……俺、あの雲になりたいなぁ」


　なんて馬ば鹿かそうなことを言ってみる。


　すると馬で併へい走そうしていたフェリスが、


「どの雲だ」


　と聞いてきて、それにライナは答える。


「あの雲」


「どれだ。あのだんごの形をしてるやつか？」


「んぁ～？」


　と、ライナはだんごっぽい形をしてる雲を目だけで探さがしてみてから、


「えーと、なんだろ。おまえがどれをだんごの形だと思ってんのかは全然わかんねぇけど、まあ、じゃあそれ」


「ふむ。なかなかうまそうだな」


「だろう？　俺の夢はあの雲みたいに、なんもしないでふわふわ浮うくことなんだ」


「甲か斐い性しようの欠片かけらもないな」


「あると思ってた？」


　それにフェリスは、ふふ、と笑う。


　ただ、彼女がどんな顔で笑ったのかは、空を見上げるようにして倒たおれたままなので、ライナにはわからない。


　とそこで、反対側をやはり馬で並んでいるキファが、


「……綺き麗れいだなぁ」


　と、言った。


　それにライナは聞く。


「夕陽が？」


「ううん」


「じゃあ雲？」


「ちがーう」


「ならなにが綺麗？」


　と、彼が聞くと、彼女は答える。


「ライナの目にね」


「うん」


「夕陽が映うつってるの」


　なんてことを彼女は嬉うれしそうに言って、そして少し身を乗りだして、彼の顔をのぞきこんでくる。


　ライナの視界一いつ杯ぱいにキファの顔が現れる。彼女の赤毛が、夕陽のせいでさらに赤く染まっていて。
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　それにライナは、


「キファ」


「うん？」


「そんなに身を乗りだしたら、落ちるぞ？」


「落ちたら助けてくれる？」


「助けるのめんどくさいからちゃんと座すわれって」


「あはは」


　と、彼女はやはり、嬉しそうに笑う。それからさらにこちらの瞳ひとみを見つめて。


「…………」


　しかし、なにも言わない。


　でも彼女がなにを見ているのかは、わかる。


　五ご方ぼう星せいだ。


　ついこの間まであったはずの、朱しゆの五方星。


　それが彼の瞳の中にもう、なくなってしまっているのを、見ている。


　そして、彼女は少しだけ心配そうな顔になる。ライナを気づかうような、そんな顔になる。


　しかしそれでも、彼女はなにも言わない。こちらを見つめてるだけで、なにも言わない。


　それにライナは、


「座れって」


　と言うと、彼女はまた笑って、


「お尻痛いんだも～ん」


「ああ、だから立ってんの？」


「そそ。フェリスさんの真ま似ねしてね」


　と言うので、ライナはそれに、


「フェリスの？」


　と、再びフェリスのほうを見た。


　すると彼女は、馬からお尻を浮かせて立ち上がってる、どころではなく、馬の背中に片足で立っていた。


　もうそれは、落ちそうとか、危ないなんてレベルじゃなくて、


「それ、なんの曲芸の練習だよ？」


　とライナが突つっこむと、彼女はこちらを見下ろし、いきなり、


「おまえの顔がん面めんにかかと落としをする練習だぁ！」


　と、もう片方の足をこちらへと振ふり下ろしてくる。


　それにライナは、


「うおわ」


　と、上半身を起こしてよける。フェリスのかかとが馬のケツに当たる。馬がひひーんと鳴いて勢い良く走りだし、そのせいでケツが何度も馬の背中にぶつかって、


「痛っ、痛い、痛たた！　って、ちょっと止まれ～、だいじょぶだから、どうどう」


　と、ライナは馬をなだめる。


　それから後ろを振り返る。


　すると中ちゆう腰ごしで鐙あぶみに立ち上がったままのキファと、馬上にやはり片足で立っている間ま抜ぬけな姿のフェリスがいて。


　そちらに向かっておまえぶっ飛ばすぞ～と、


「……叫さけぶ体力もないけどね～ん」


　と、彼はげんなり言った。


　そして見る。


　フェリスたちの後方へと陽の光が沈しずんでいくのを見る。


　ちなみに彼らがいるのは、かなりきちんと整備された、大きな街道だった。


　この街道はかつてゲイルフィックラント帝てい国こくの、四番目に大きかった都市スフェルランスに続いていて、往おう来らいも多い。


　もう、馬の上に立ち上がっているフェリスが注目されまくってちょっと恥はずかしいほどに、すれ違ちがう馬車や馬が多くて。


「……ほんとに大都市だな」


　と、彼は言った。


　それから再び前を見る。街道の続いていく先を見る。キファは夕方には到とう着ちやくできる、と言っていたが、それは間ま違ちがってなかったようだ。


　もう、スフェルランスの──いや、いまはスフェルイエット民国という名前の国になってしまった都市の入口が見える。


　道すがらキファにきいたところによると、この都ま市ちは南北に長いゲイルフィックラント帝国の、北と南を繫つなぐ大商業都市だったらしく、ここを奪うばわれてしまったことは、ゲイルフィックラント帝国にとっては大きな痛手なはずだ、とのことだった。


　そして確かにいまも、この街道は荷物を大量に積んだ馬車が何台も行き来していた。


　その馬車がどこの所属の馬車かはわからないが、


「……占せん領りようされたばっかなのに、そう簡単に交こう易えきが再開できたりするもんなのかね？」


　と、彼は呟つぶやく。


　それから一度目を閉じ、再び開く。


　すると彼の瞳の中央に、七色に輝かがやく涙るい形けいの紋もん様ようが浮き上がってきて、その瞳で街全体を眺める。


　すると彼の目には、その都市全体に配備されている魔ま導どう兵へいやら、『忘却欠片ルール・フラグメ』の位置が、見えてしまう。


　もちろん、なんの力も発動してない場合は見えないのだが、しかし、都市全体を覆おおうように大量の魔術罠マジツクトラツプや、攻こう撃げき魔ま法ほうが用意されていて。


「ああ、やっぱ戦せん闘とう準備してんのな……ま、そりゃそうか。まだ、いつゲイルフィックラントがここを取り戻もどしにくるかわかんねぇしな……」


　となるとこの忙いそがしそうにいったりきたりしてる馬車も、


「……ヴォイスの息がかかった馬車なんかね？　軍事物資でも運んでる？」


　と、ライナは瞳の紋様を消して、再び眠そうな顔に戻って、馬車を見る。


　とそこで、キファとフェリスが追い付いてきて。


　少し休んだおかげでお尻がましになったのか、フェリスも、キファも、まともに馬に座っている。


　そのフェリスが聞いてくる。


「なにを見ている？」


　それにライナは答えた。


「馬車」


　するとキファが、


「ヴォイス君の……反ローランド連合の馬車かな」


「どうかな。まあでも、さすがにこんな台数をいちいち全部調べてたりしないと思……」


　が、キファがそれを遮さえぎって、


「スフェルランスがゲイルフィックラント帝国の都市だったときは、この三倍くらいの馬車が、ちゃんと検けん閲えつを受けて行き来してたよ？」


　なんて言葉に、ライナはあきれたように彼女の顔を見る。そして、


「まじかよ。そりゃ、都会だなぁ～」


　と、言った。


　するとキファが笑って、


「私たちがいたころのローランドは、全部合わせてもスフェルランスよりちょっと大きいかな、くらいの規き模ぼだったしね」


「……って、はぁ？　この都ま市ち、そんなでかいの？」


「うん」


「そこをヴォイスはぶんどったわけ？」


「すごいよね」


「いや、すごいっていうか……」


　まあ、あの状じよう況きようで、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使えばできないことはないと思うけど──と、彼はもう一度都ま市ちのほうを見る。


　そして、考える。


　いつもはこの三倍くらいの数の馬車がここを行き来していたのだという。


　それはつまり、


「……いまは絶対、都ま市ちに入るのに、検問とかありそうだよな」


　するとキファがうなずく。


「そりゃ、あるだろねぇ。いくらスフェルランスの兵や民たみが降こう伏ふくしたっていっても、内乱が起きる可能性だってあるし」


「ゲイルフィックラントの他の都市と連れん絡らくとりあって、ヴォイスを殺す計画とか？」


「うんうん」


　と、キファがうなずく。


　しかしそこで、フェリスがライナに向かって、言った。


「もしくはおまえを殺す計画だな」


「ああ、そういや俺、この国の王だったな。なのになんでこんなこそこそしてんだろ？」


「やましいことがあるからだろう？」


「たとえば？」


　すると彼女はまた、意味不明に顔を赤らめ、


「夜中に人のテントに……」


　なんてことを言うので、ライナは聞く。


「朝からおまえ、ずーっとそれ言ってるけど、テントってなんのことだよ？」


「こっちの話だ」


「はぁ？」


「とにかくおまえはやましい奴やつだということだ！」


　なんて言われて、それにライナはしかし、うなずく。


「ま、やましいことは確かにやましいけどな。俺ら、ヴォイスが築きずいた権力の山をこっそり壊こわしにきたわけだから……っていう行動に俺らが出るのもきっと、ヴォイスは見み越こしてんだろけど……あいつ無む駄だに頭いいからやりにくいな」


　と、もう一度、都市のほうを見る。


　するとすでに、都市の巨きよ大だいな門が見え始めていて、そこに数百人の武装した兵の姿が見える。


　その兵たちは、黒い戦闘服を着ている。


　ヴォイスが支給している、反ローランド帝国軍の兵たちが着ていた戦闘服だ。


　ライナはそれを見て、


「あ、ほんとにここ、ヴォイスの国になってんのね」


　と、呟く。


　おまけに馬車が念入りに調べられてるのも見えて。


「あー、やっぱ都ま市ちに入るのは、簡単じゃなさそうだなぁ」


　するとフェリスが、


「うむ。だが全ぜん裸らでうへうへ女の部屋に忍しのびこむのは、お得意だろう？」


　なんて言ってくる。


　それにライナは半はん眼がんでフェリスを見る。


「俺、疲つかれてるからもういちいちその手の話に突っこ……」


「うへへ～、俺は服を脱ぬいだら透とう明めい人間になるのだ～」


「いやだから」


「きゃー、全然透明になってないじゃないのー、へんたーい」


「あの……」


「というわけで、服を脱げライナ。そしていつものように全裸で都ま市ちに突とつ撃げきだ！」


　と、フェリスが両手をあげる。馬をこちらによせてくる。


　彼女は、本気の目だった。


　というかいつもこいつは本気でこういうことをしてくるのだが。


　そのまま、彼女はライナの服を脱がそうとしてきて、


「はぁあああああ？　ちょ、おまえ、ふざけんのもたいがいに……って、キファ、こいつにそんな場合じゃないだろって言ってや……」


　が、そこでライナの言葉が止まる。


　なぜならキファも楽しそうに両手をあげ、こちらの服を脱がそうとしてきていて。


「裏切りものおおおおおおお!?」


　と、ライナは叫んだ。


　そして叫んだと同時に、彼は妙みようなものを見つけた。


　それは、看板だった。


　都ま市ちに近付いていくと、大きな看板がいくつも立っているのに気づいて。


　それにライナが、


「あ、ちょ、たんま」


　と、言う。


　それにフェリスが両手をあげたまま、


「うへへへ、お嬢じようちゃん、いまさらもう逃にげられねーよー」


　とか、例によっていつもの棒読みでわけのわからないことを言ってくるが、ライナはその彼女の両手を払はらいながら、


「いやいや、あれ見ろって。あの看板」


「看板？」


「そそ、あれ、俺らのことじゃねぇ？」


　と、言う。


　するとフェリスも手を止める。


　その看板を見る。


　それを確認してから、ライナももう一度、看板を見た。


　すると一つ目の看板にはこんなことが書いてある。


『スフェルイエット民国は、都市のみなさんの生活を変えません。それどころか、大商業都市として、いままで以上の繁はん栄えいをもたらすでしょう。ですから安心して、商売に励はげんでください』





　二つ目の看板にはこんなことが書いてある。


『スフェルイエット民国は、国民みんなで頑がん張ばる国です。ここには身分の上下はありません。頑張れば、頑張っただけの幸福があなたのものになります。さあ、自分の未来を、自分の手でつかみとりましょう！』





　三つ目は──


『現在仕事がないみなさんは、フューレル・グループがお仕事を斡あつ旋せんいたします。お仕事の種類は様々。あなたの才能次し第だいで、無限の可能性へとジャンプできます』





　とそこで、ライナは顔をしかめ、


「フューレル・グループって、ヴォイスが昔イエットで展開してた詐さ偽ぎ組織だろ？　まぁたあいつ、いかがわしいことやる気じゃ……」


　と言いかけて、しかし、やめる。


　あいつがいかがわしいことをやらなかったことなど一度もなかったから。なら、どうせ今回もいかがわしさ全開に決まっている。


　いや、そもそもこの国のなり立ちからしていかがわしいのだが。


「…………」


　しかしさらに、看板は続いている。





　四つ目の看板。


『スフェルイエット民国は、あのゲイルフィックラント帝てい国こくや、ガスターク帝国ですら怯おびえて逃げだす悪あく魔まの王に守られています。ですから安心して日々の生活を送ってください。悪魔の王が守る限り、みなさんは二度と、戦火にさらされることはないのです』





　五つ目。


『そんな悪魔の王に憧あこがれた男性＆女性は、すぐにフューレル・グループまで。悪魔の王ライナ・リュート様は絶ぜつ倫りんです。みなさんの要望にいくらでも応こたえることができるのです。ベッドの中で、みなさんの挑ちよう戦せんを待っています。カモン！』





「……あいつ殺す」


　と、ライナはうめくように言う。


　だが、とりあえずはその看板も、無視する。なぜならもう一つだけ、あきらかに他の人にとっては意味不明な、よくわからない文章が書かれた看板があったから。


　その看板を、ライナは見る。


　するとそこには、こんなことが書いてある。


『下着泥どろ棒ぼう仲間のラがつく人へ伝言～。中央軍官かん舎しやへどうぞ。そこが司令部です。ちょっと忙いそがしいので、おそらくラさんがくるころにはまだ私はいないと思いますが、ゆっくりそこでお待ちください。帰り次第、いろいろと誤解を解とかせていただきます。ちなみに私はあなたと争うつもりはありません。主あるじはあなた[image: ]　私は下げ僕ぼくです[image: ]　もちろんベッドの中で激しく争いたい、ということならば受けて立ちますが！　あは[image: ]　では、またベッドで～』





　という看板を、ライナはこれ以上ないほど顔をしかめながら見つめて、言う。


「……もう、背せ筋すじが凍こおりつきそうなほどすっげぇ気持ち悪わりぃこと書いてあるけど……あれ、たぶんヴォイスからの伝言だよな？」


　と言うと、フェリスも珍めずらしく真しん剣けんな顔でこくり、とうなずき、


「……まさかあいつがだんご優ゆう遇ぐう税制を導入するとはな……ああ見えてなかなかいいところが……」


「っておーい、おまえ、別の看板を見てるだろ？」


「うん？　あの街道左の看板のことじゃないのか？」


「んぁ？　街道左？」


　と、ライナはその方向を見る。


　するとそこの看板にはこうある。


『フェリスさーん、スフェルイエット民国は、だんご優遇税制を採用しますよー。その代わり、ラさんに私がうまく取り入れるよう、はからっておいてください』


　なんてことが書いてあって。


　それにフェリスが言う。


「おいライナ。ヴォイスと仲良くしろ」


「はぁ？　おまえ、あっさり買ばい収しゆうされてんじゃ……ってそんなんどうでもよくて！」


　と、ライナは一度話を止める。それから大きく息を吸すい、その吸った分をため息としてはぁっと出してから、


「ってかなんか、最近あんまこういう馬ば鹿か話ばなししてなかったから、すげぇ疲れるんだけど」


　と言うと、フェリスがそうだな、とうなずく。


「つまりおまえはヴォイスと仲良く……」


「全然話通じてないじゃねぇか！」


「ふむ。まさかこんなところにだんごの都みやこがあったとはな」


「……ええと……」


　と、ライナはうんざりしたように目をきらきらさせているフェリスの顔を見て、それから横で苦笑しているキファを見る。


　すると彼女がこちらに笑いかけて、


「ここのところずっと戦争で、死んじゃうかもって状じよう況きようばかりだったから、なんか、すっごい楽しいね」


　なんて言ってきて。


　それにライナはげんなりと言う。


「俺は疲れるけどね」


「そう？」


「うん」


「でも楽しそうに見えるよ？」


　なんて言葉に、ライナは噓うそだぁっと、うめくように言った。


　でも、


「…………」


　と、もう一度ライナは周囲を見回す。


　忙せわしなく馬車や、人や、馬が行き来する街道を見る。


　そこを歩く人々の顔は、暗くない。


　ヴォイスはこの都市を手に入れるまでに、周辺の街や村を、『忘却欠片ルール・フラグメ』で焼き払ったというのに、人々の顔は暗くない。


　少なくともかつてのローランドなんかよりは遥はるかに明るくて。


　おまけにいくつも立っている、あほとしか言いようのない看板の群むれのせいもあってか、ここが妙に明るい、穏おだやかな場所のような錯さつ覚かくをしてしまいそうになる。


　それはかつて、シオンの命令でフェリスと二人で諸国を回っていたときに行った、イエット共和国のようだった。


　ヴォイスの祖国。


　フューレル・グループが取り仕切っていた、いまいちちゃんとした法律も、ルールもない、よくわからないけれど妙に馬鹿な奴やつばっかりで明るかった国と、同じような雰ふん囲い気きをそこに感じた。


　いや、ヴォイスがそういう国に見えるよう、演出しているようだった。


　決して戦火にさらされず、頑張っただけ報むくわれる国。


　身分の上下がない、商業国。


　そんな国をヴォイスがここに作りたい、というのなら、それに反対するつもりはないが、


「でも、そこに至る過程がなぁ……」


　と、ライナは呟つぶやく。


　この国だって表面は明るく取り繕つくろっているが、おそらく、中では憎にくしみや怒いかりの炎ほのおがくすぶっているだろう。


　なにせ周辺の街や村の人間を皆みな殺ごろしにして、ヴォイスはこの都市に降こう伏ふくさせたのだから。


　そう簡単に、はいみんなで明るく未来を目め指ざしましょう～、なんてわけにはいかないはずだった。


　まあ、いまは、占せん領りようしにきた侵しん略りやく者しやが、統とう治ちを始めると意外に優しかった──ということで、妙に明るい雰囲気が漂ただよっているが……


「…………」


　しかしそこまで考えて、ライナは思考を止めた。


　そして、思う。


「……俺が甘ちゃんなだけかな……」


　と、呟く。


　少なくとも旧ネルファの民や兵の居場所が必要で、それをヴォイスはここに用意したのだ。


　やり方は強ごう引いんだったが、しかし、ヴォイスは初めからローランドに対たい抗こうするための力を手に入れると、言っていたのだ。そしてさっさとその足場を、ここに建たち上げてしまった。


　そして、俺とは大おお違ちがいだ、と、ライナは思う。


　口だけで、シオンを救う、もう手が届かない場所にいるのなら、あいつと同じ場所に並ぶ──なんてことを言いながら、それでもなかなか前に進もうとしない、自分とは大違い。


「まあ、俺の名前を使ってやりたい放題されるのはむかつくけど……」


　と、言いながら、彼は周まわりを見る。


　それほど悪くなさそうな、ヴォイスが建ち上げたばかりの国の民の顔を見る。


　そして少しだけ拍ひよう子し抜ぬけしたような気分になって、


「……まあ、いまここがちゃんとしてんなら、慌あわててやらなきゃいけないことってのはないんだけど。ヴォイスもいないみたいだし」


　と、言う。


　もちろんこのままヴォイスの言いなりになるわけにはいかないが。


「さて、どうしたもんかね」


　するとそれにキファが言う。


「あれだけ大きく看板でメッセージ伝えてきてるってことは、顔パスであの都ま市ちに入れちゃうのかな？」


　しかしそれにライナは不審げな顔で、


「いや、それはどうかなぁ。ヴォイスの言ってることなんて、なに一つ信用できねぇからな。なあフェリス？」


　と言うと、それにフェリスが、


「ああ。そうだな。もしもあいつがだんご優遇税制の約束を守らなかったときは……」


　そう言って、腰こしの剣けんを少しだけ抜ぬいた。


　それにライナは肩かたをすくめ、


「いや、だんごの話はともかくとして……ほんとにあの門くぐっても、なにもされない～っていう保証は、ないよな」


　と、都ま市ちの門を見る。


　もちろんヴォイスはライナの力を知っている。ガスタークとの戦争で、グロウヴィルの力を打ち消した、彼の瞳ひとみの力を知っている。


　そしてその力を利用したいと思っているはずだし、あれほど理り不ふ尽じんな力を目にして、ライナと表おもてだって争おうなどと考えたりはしないと思うのだが。


　するとそこで、キファが同じことを考えていたのか、


「ライナ」


　と、名前を呼んでくる。


　それに彼女のほうを見ると、彼女は少し聞き難にくそうに、


「あの……力のことだけど」


「うん」


「ちょっと聞いてもいい？」


「いいよ」


「あの力さ、あれ、ライナは何度も……」


　が、そこで彼は首を振ふった。


「使えない」


　それに、キファが目を大きく見開く。なにをどう聞いていいのか、わからない、というような顔で、


「ええと、それは、使い方がわかんないってこと？」


　しかしそれにもライナは首を振る。


「違ちがうよ」


「じゃあ……じゃあ、もうあんな大勢を殺しちゃうような力を使いたく……」


「それも違う」


　と、ライナはキファの言葉を遮さえぎり、


「ただ、単に、使えない。もう使うための力が残ってないんだ」


　と、言った。


　そしてそれは、本当だった。


　もう、あの力を使うだけの力は、彼には残っていなかった。


　事実を知ってしまったから。


　力を使うために払はらわなきゃならない犠ぎ牲せいの、あまりの大きさを知ってしまったから。


　あの力は、自分にとって大切な人の命を捧ささげなければ使えないのだという。


　そして今回それは、母親だったのだという。


　あの力は、母親の命を犠牲に捧げて、生みだされたものだったのだという。


　そして母親は死んだ。


　もう二度と生き返らない。


　父さんはそれを、おまえのせいじゃないと言ってくれたが、でも、


「…………」


　そんな簡単に、割りきれるはずがなかった。


　それにあのときは知らずに使ってしまったが、いまはもう、知っているのだ。


　あの力を使えば、誰だれかの命が失われることを知っている。


　それも、自分にとって大切な人間の命が失われる、ということを知っている。


　それを知った上で、もう一度あの力を使えるはずが、なかった。


　あんな狂くるった力を使えるはずがなかった。


　大切な人を守るために、大切な人を殺してしまう力。


　そんな力を使っていたらいずれ、周りには誰もいなく……


「…………」


　が、そこでライナは、自分の中にいる化ばけ物ものの名前を思いだした。


『すべての式を解とく者』と呼ばれる、悪あく魔まの名前を思いだした。


　その悪魔はライナに、こう名乗った。


　自分は、寂さみしがりの悪魔だ、と名乗った。





　勇者を救うためだけに、永遠の孤こ独どくの中でパズルを解き続ける寂しがりの悪魔──と。





　それにライナは目を細め、


「寂しがり……ね。そりゃつまり、『勇者』のために周りの仲間を全員、犠牲に捧げたってことじゃねぇのか？」


　なんてことを、思う。


　自分の中にいるこの悪魔がいったい何者で、なにを考えているのか、というようなことは、まだいまいちわからないのだが、しかし、こいつの力を使い続けるのはまずい、ということだけはわかる。


　あまりに強大すぎる力。


　常じよう軌きを逸いつした力。


　おまけにあの力は、ライナの大切なものを奪うばうのだ。


　自分が死ぬのはいい。自分が傷つくのはいい。だが、他の誰かの命を捧げなければ使えない力なんて、もう、使えるはずがなかった。


　だから、


「……あの力はもう、使えないんだ」


　と、ライナは言った。


　するとキファがそれに、なぜか嬉うれしそうに、


「よかった」


　なんて言って。


　それにライナは、彼女の顔を見る。


「よかった？　でも、あの力がなきゃ……」


　が、それを遮って、彼女は言う。


「あんな力、ないほうがいいよ。あんな力があったら、辛つらいだけだもん」


「…………」


「なければ使わなくてもすむのに、力を持っちゃったばっかりに背せ負おわなきゃいけないことが増えちゃう。余計な力はさ、ないほうがいいと、私は思うなぁ」


　なんてことを、彼女は言う。


　それにライナはキファを見つめ、


「……そりゃ、グロウヴィルを持ってる、レファル・エディアの話か？」


　と、聞こうとして、しかしやめた。


　ガスタークの王──レファル・エディアのことはもう、わかっているから。


　というよりも、この『瞳』で、見たのだ。


　あの蛇へびの口から現れた、桃もも色いろの髪かみを持った少女に、ガスタークの王が自分の体の一部を生いけ贄にえに捧げて力を発動したのを、ライナは見たのだ。


　レファル・エディアはすでに、目を、足を、嗅きゆう覚かくを、空を舞まう蛇の化物に捧げていた。


　なのにさらに彼は、生贄を捧げた。


　あの戦場で、彼は、触しよつ覚かくを生贄に差し出した。


　それは本当にあっさり行われた。


　空を舞う蛇は、レファルの触覚を奪って喰くらい、代わりに力を貸す。


　大きな力を貸す。


　しかしその代だい償しように、もう彼は二度と、誰かと触ふれ合うことができなくなってしまった。


　誰かの温ぬくもりを感じることができなくなってしまった。


　誰かが優しく抱だきしめてくれたとしても、彼はもう、それを感じることができなくなってしまった。


「…………」


　それは、あまりに大きな代償だ。


　そんな状態で世界の王になったとしても、なんの意味もないと、ライナは思う。


　だからきっと、彼の願いは王になることじゃないだろう。


　自分の欲よく望ぼうを満たすことじゃないだろう。


　彼の本当の願いがなんなのか、それはわからない。でも、少なくともあの国の王は、自分を犠牲にして前に進んでいる。


　他の誰かに頼たよらず、自分の体を生贄に捧げて、泣きながら前に進んでいる。


　それだけは、わかる。


　そしてそれはシオンも同じはずだった。


　いや、実際にシオンは泣いていたのだ。


　最後に会った、あの日。


　雨が強く降ふっていたからそれに流れてしまっていたけれど、あいつも泣いていた。


　泣きながら、ライナを殺そうとした。


　もう終わりだと言って。


　約束を守れなくてごめんと言って。


「…………」


　レファルがなにを背負っているのか、それはわからない。


　シオンのことだって、あの馬ば鹿かは全然話してくんないから、まるでわからない。


　だが、


「…………」


　と、ライナは自分の掌てのひらを見る。


　百万を超こえる人間を殺してしまった、掌を見る。


　なぜ、自分にそんな力があるのかすらわからない。


　なのに彼は、力を手に入れてしまった。


　大切な人を犠牲にして、世界を破は壊かいする力を手に入れてしまった。


　はっきり言って、いいことなどなにも起こらない最悪の力を手に入れてしまった。


　そして一度力を手に入れてしまえば、きっと、その力に振り回される。


　それはシオンが泣いたように。


　レファルが泣いたように。


　俺も。


「…………」


　彼は父親に貰もらった右手を大きく開き、それから閉じる。二度とあの力は使わない、と誓ちかいながら、強く手を閉じて拳こぶしを握にぎる。


　それから、


「……といってもこれ、ヴォイスには内ない緒しよな。少なくともこの、スフェルイエット民国の中で、ヴォイスより優位になるまでは俺に力があるってことにしとかないと」


　するとキファはそれにうなずく。


「うん。わかってる」


　続いてフェリスが、


「おいライナ、そうと決まったらさっさと都ま市ちに入るぞ」


　なんて、どの話の脈みやく絡らくでなにがどう決まったのかまるでわからないのにそんなことを言いだして、


「はぁ？　なにがどう決まったのよ？」


　とライナが聞くと、フェリスが当然のことを聞くな、とばかりの顔で言ってくる。


「この国はだんご優ゆう遇ぐう税制が施行されている、ということだ」


「だから？」


「うまいだんご屋があるかもしれない」


「それで？」


「あまり夜よる遅おそくなったらだんご屋が閉まるだろうが。ぐずぐずしてないで、さっさといくぞ」


　と、彼女はなぜか剣けんを抜ぬく。それでライナの馬の尻しりをたたく。すると馬がまた、ひひーんと鳴いて勢い良く走りだし、


「だ～から走ったらケツが痛いから……」


　とうめきながらライナは、しかし今度は、馬を止めない。


　どちらにせよ、都ま市ちには入る必要があるから。それに、ヴォイスのメッセージが噓うそじゃなければ、いま、ヴォイスはこの都市にはいないのだ。


　なら、


「早めに入って、ヴォイスが帰ってくる前に少しは裏工作しないと」


　するとそこで、キファが追い付いてきて、


「私、そういうの得意だよ」


　なんてことを言う。


「そういうのって？」


　ライナが聞くと、彼女は楽しそうに答える。


「スパイとか、裏工作とか」


「あ～、キファ、いろんなとこ潜せん入にゆうしてたもんなぁ」


「うん。それも今回はライナのためにするの。いままでは好きでもない相手のためにずっと頑がん張ばってたけど、これからは好きな人のために頑張るの。もう、そう思っただけで、いつもよりすごいことできちゃいそう」


　なんて、彼女は本当に嬉しそうに言ってきて。


　それに。


「…………」


　ライナは彼女の顔を見る。


　真まっ直すぐ好意を伝えてきてくれる、彼女の顔を見る。


　すると彼女はちょっとだけ恥はずかしそうにしている。こちらの反応をうかがうような、そんな顔をしている。


　そしてそれに、どう反応していいのかが、またわからない。いつもなら聞こえてないような、気づいてないようなフリをするのだが。


「…………」


　これ、どうすりゃいいのよ、父さん──とか、ちょっと思う。


　恋れん愛あい。


　恋愛か。


　なんか、誰だれとも触れ合えないことを寂さびしいとずっと思ってはいたけれど、じゃあ、いざ、触れ合え～っとかいきなり言われても、


「ねぇ……」


　と、ライナが独ひとり言うと、キファが首をかしげて、


「ねぇ？」


「いや、なんでもないです」


「なぜ敬語？」


「あ、う？　ああ～、じゃあなんでもないよ」


「あはは、変なの」


「そうかな？」


「そうだよ」


「そうかぁ」


　と、ライナは言う。


　するとそこで、彼を追い抜かんばかりの勢いで後ろからやってきたフェリスが言う。


「うむ。おまえはいつも変だからな」


　それにライナは彼女を見て、


「おまえに言われたくないよ」


「変は変でも変へん態たいだ」


「はいはい」


「ところでライナ」


「話題変わるなぁ」


「だんごを買う金は持っているのか？」


「なんで俺の金をあてにすんだよ」


「いつもだんごはおまえが借金して買う、と法律で決まってたろう？」


　という言葉に、ライナは思いだす。


　それはこの金きん髪ぱつ女と諸国を巡めぐっていたときの出来事。


　ローランドに戻もどったあとの出来事。


　その、どのシーンでもこいつは、人の名義で勝手に金を借りまくってはだんご組合やらなんやらに突つっこみまくりやがるのだが──


　それにライナは言った。


「あ、でもこの国じゃ俺、王様だから借金踏ふみ倒たおし放題？」


　するとフェリスが驚おどろいたような顔でこちらを指差し、


「それだ！」


　なんてやりとりに、


「それだじゃなーい。もう、王様が借金踏み倒したら、評判悪くなるでしょう」


　なんてキファが言いながら、懐ふところから財さい布ふを取り出す。その中から数枚の紙を取り出してこちらに差し出してきて、


「はい、これ。ゲイルフィックラントの通貨。たぶんまだ国が建たち上がったばっかりだから、通貨とか変わってないと思うんだよね。だから持ってきたよ」


　それにライナは金を受け取りながら、言った。


「なんか、キファは出来る女すぎるなぁ」


　すると彼女は嬉うれしそうにふふふっと笑う。


「ライナに褒ほめられちゃった[image: ]」


　それに彼はうなずき、


「なぁフェリス。どっかのだんご女とは大おお違ちがいだな？」


　と言うと、それにどっかのだんご女が言ってくる。


「どっかの甲か斐い性しよう無し男とも違うな」


「まったくだ」


「で、その金は私のだ」


「よくそういうこと真ま顔がおで言えるよな」


「事実を言ってるだけだ」


「へーそうですか。まあ、じゃ、ええと、キファ、これ……」


　と、ライナが聞くと、キファは笑う。さらに財布からお金を取り出し、


「三人分ちゃんと用意してあるよ」


「そか。じゃあほい、フェリス」


　と、ライナはフェリスに紙し幣へいを渡わたす。




[image: ]


　続いて再びキファからお金を貰もらって。


「なんかお小こ遣づかい貰ってるような気分だな」


　と言うと、フェリスが困ったように手を頰ほおにあてて、言う。なぜかちょっとだけ気け怠だるい表情で、


「うちの息子むすこは全然働かないのよねぇ。もう四十なのに……」


「んじゃ、そろそろ都ま市ちに入るわけだが……」


「無視するな」


「ええと、すぐにその、司令部とかに向かうか、それとも今日は宿やど取って、都ま市ちの状じよう況きようを……」


「無視するなぁ！」


　と、フェリスがもう一度叫さけぶ。さらにヒュゴっと、なんかここのところあまり聞いてなかった、でも、昔は嫌いやになるほど聞いたあの音が響ひびいたのが聞こえて、


「うそーん」


　と、ライナは言った。


　頭になにか堅かたいものがあたったような──っていうか剣の腹だけどね！　フェリスの剣の腹に決まってんだけどね！


　そしてその剣が思いっきり彼の頭を殴なぐって、


「ぎゃー」


　と、彼は馬から吹ふっ飛んだ。


　そのまま地面をごろごろ転ころがり、そして、都ま市ちの、門の前で、倒れる。


　門を守っていた兵士たちは驚いた顔になり、それから捕とらえられたりするかな、とも思ったが、


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　なんか心配されてしまった。


　それにライナは地面に倒れたままで答える。


「大丈夫じゃないです」


　しかしそれに、フェリスが馬に乗ってやってきて、言った。


「いや、殴られるのがこいつの趣しゆ味みなんだ」


　すると兵士たちが驚いたような顔で、


「そ、そうなんですか？」


　なんて言って、彼女はうなずく。


「いまもこの変態は殴ってくれないと自殺するーっと叫びだしてな、嫌いや々いや殴ったところだ」


「はぁ、そうですか」


　そんな会話をライナは地面から半眼で見上げ、


「おまえ殺すよ？」


「やってみろ」


「ってか、なんかこういう展開、すっげぇ昔に戻った気分なんだけど」


　するとそれに、フェリスが言う。


　こちらを、まるで無視するように見ないまま、


「うむ。少し楽しいな」


　なんて、言って。


　それにライナは、フェリスを見上げる。


　そういえばここのところ戦争やらなにやら忙いそがしすぎて、確かに彼女にしてはずいぶんとおとなしかったのだが、もしかしたらあれは、彼女なりに気を使つかって我が慢まんしていたのかもしれない。


　それに彼は苦笑して、


「楽しいのかよ」


　と突っこむと、彼女は意外にも素す直なおにうなずく。


「ああ」


「俺は痛かったけどね」


「殴れと言ったおまえが悪い」


「はぁ～？　俺がいつそんなこと……って、まあね、おまえがそれで楽しいなら、いいけどさ」


　と、彼は立ち上がる。


　すると兵士たちがまた、


「本当に大丈夫ですか？」


　なんて聞いてくるので、ライナはうなずく。


「慣なれてっから」


「え、慣れ……？　あ、ああ～、そ、そうですか」


「あ？　ちょちょちょ、なんかおまえら勘かん違ちがい……」


「いやいや、大丈夫です。いろんな人がいますもんね……だけど安心してください。このスフェルイエット民国はそういったことにも寛かん容ような……」


「だぁあああ違う！　ええと、なんだ、まあその、別に言い訳する必要もないけどさ～」


　と、ライナがうめくように言うと、いつの間にか馬を下りていたキファが、背はい後ごから小声で言ってくる。


「どうする？　ここで名乗って、入る？　それとも身分を隠かくして……」


　が、そこで兵士の一人が、


「お待ちしておりました、陛へい下か」


　なんて言ってきて。


　それもそれは、聞き覚えのある声だった。


　鋭するどい、女の声。


　その女が、ライナの前へと出て来る。


　長い黒くろ髪かみに、紺こんの瞳ひとみ。背の高い華奢きやしやな体に戦せん闘とう服という姿。


　確かヴォイスの側そつ近きんで、ハーミットとか呼ばれていた女だった。


　そいつが言う。


「みなのもの、この方が、ガスタークの兵を退しりぞけた、ライナ・リュート様だ。丁てい重ちようにお迎むかえしろ」


　と、言う。


　するとそれだけで、兵士たちが一いつ斉せいに緊きん張ちようしたのが、わかった。そしてこんな声が聞こえてくる。


「あれが、あの」


「確かに噂うわさ通りの変態だ」


「ヴォイス様は悪あく魔ま王を世界一の変態先生と呼んでいたが、ありゃ本物だぞ」


　なんて声を無視して、ライナはハーミットを見る。そして言った。


「ライナ・リュート様？　思ってないくせに」


　すると彼女は答える。


「ヴォイス様に、あなたを王のように扱あつかえ、と言われています」


「へぇ。王のように、ね。実際の王はヴォイスなのに？」


「王はあなたです」


「……はっ。ま、いいけどね。そのへんについては、ヴォイスと話すよ」


　そこで彼は振ふり向いて、キファたちに言う。


「もうバレちゃったみたいよ」


　するとキファは苦笑しながら、


「しょうがないよね」


　と、言った。


　仕方ないことなどなにもなくてフェリスが殴ったせいなのだが、しかしフェリスが、


「おまえが間ま抜ぬけのせいで計画が台無しだな」


　例によって例のごとくな発言をしてくる。


　それにライナはもう、あきれきったような顔になりながら、


「だよねぇ」


　と、ため息をついた。


　そして再びハーミットのほうを向く。


「んで？」


　と、聞く。


　すると彼女は微笑ほほえみ、


「陛下を王の間へお迎えいたします」


　そう言って、踵きびすを返す。


　ついてくるように、うながす。


　都市の門が開き、中へと入ってく。


　それにライナはついていきながら、


「王の間ねぇ。そこに俺は監かん禁きんされるわけか？」


　するとハーミットは振り返らないまま、


「ご冗じよう談だんを」


　と、言った。


　それにライナは、後ろにちゃんとフェリスたちがついてきているのを確認してから、さらに聞く。


「で、看板で読んだんだけど、ヴォイスはいまここにはいない？」


「はい」


「どこにいった？」


「私は……」


「知らない？」


「はい」


「もしくは、俺には教えちゃいけないことに……」


　が、ハーミットは首を振る。


「私が知らされていないだけです。お知りになりたければ、調べてきますが」


　しかしライナはそれに手を振った。


「いいよ。どうせ聞いてもそれがほんとかどうかわかんないから。しかし、ほんとにヴォイスはいないんだな」


　と、ライナは都ま市ちを見回しながら、言う。


　都ま市ちの様子は、ローランドとはまた、少し違ちがった。まず、ローランドよりも道みち幅はばが広い。人の数も、活気も違う。


　さらに街の中にも看板がいくつも立っている。


　そこにはスフェルイエット民国の商売に対する考え方や、これからの政治方ほう針しんなんかが書かれていて。


「……王様のはずの俺が知らない政治方針が、いっぱいあんなぁ」


　と嫌いやみを言うと、ハーミットがすまなさそうな顔で振り返って、


「非常時でしたので──今後は陛下にも政治にご参加いただくことになると思います」


「そう、ヴォイスが言ってた？」


「…………」


「もしくは極力俺のご機き嫌げんを取っておけ、と、命令された？」


　するとそれに、ハーミットは微笑み、


「ええ」


　と、あっさり言った。


　それにライナは、笑う。


「ああ、やっぱり。まあ、そんな素直に答えてもらえると、俺も楽だけどさぁ。んじゃもう、お愛想はなしってことでいいかな？」


「ええ、かまいませんが」


「じゃ、俺にご機嫌取りの言葉以外で話しておきたいことある？」


　しかし彼女は首を振り、


「ありません」


「ないのかよ」


「ありません。私はヴォイス様がお帰りになるまで、陛下のお世話をするように──とだけ命じられているので、それ以外のことで陛下とかわす言葉を持ちあわせていません」


　と言った。


　そして前方を指差す。そのさきに馬車が一台止まっている。


「さああの馬車へ。司令室へとご案内いたします」


　とだけ言って、彼女はまた、黙もく々もくと前に進み始める。


　その、後ろ姿を見つめて、


「……ヴォイスの部下とは思えないくらい、真ま面じ目めだなぁ。まあ、レイルカとかいう女の子もそうだったけど」


　と、呟つぶやく。


　もう一度周囲を見回す。


　それは街を。


　フェリスがいる位置を。


　キファがいる位置を。


　そしてそれから、自分たちを囲むように配置されている兵士の数を。


　それを見て、


「俺らなら、逃にげんの簡単そうだな」


　と、ライナが言うと、フェリスが答えた。


「ああ。逃げるか？」


　が、ライナは首を振る。


「ヴォイスは俺らの実力をわかってんのに、俺らに対してはこの程度の警備しかしてない。そりゃつまり、俺らを力でどうこうしようとは思ってないってことだ。なら、ほんとに話しあいでこの国の在あり方を決めるつもりなのかもな」


　するとそれにキファがうなずく。


「ヴォイス君はライナのあの力を見てるから……たぶん、いまは主導権が……」


「俺らのほうにある？」


「うん」


「じゃあ、俺がもうあの力は使えないってことがバレないうちに、一気にこの国の実権を奪うばう必要があるんだが」


　と、ライナはもう一度周まわりを見る。


　あきらかにヴォイスに心しん酔すいして集まっている元・反ローランド連合軍の兵士たちを見る。こいつらの心を自分に向ける、なんてことが、そう簡単にできるとはとても思えなかった。


　この都市に住む民たみにしたってそうだ。元はゲイルフィックラントの民で、急にライナが俺が王様だぞーっと叫さけんだところで、心から従したがってくれるとはとても思えない。


「……俺、シオンみたいに好青年オーラばりばりじゃないしなぁ。ってか、あいつよくローランドの王様になったなぁ」


　と、いまさら驚おどろく。


　だが、あいつはそれを必死にやったのだ。


　そしてだらだら毎日を生きていたライナとは、もう、遠く離はなれてしまった。


　そのツケがいまきている。今度は俺が頑がん張ばる番で。


「……でも、なにから頑張りゃいいのかな。いい人そうに見えるように笑う練習とか？」


　なんて馬ば鹿かなことを言いながら、彼はうながされるまま、馬車に乗った。


　フェリスと、キファも馬車に乗りこんだ。


　するとハーミットが御ぎよ者しやに命じる。


「中央軍官かん舎しやへ」


　それで馬車が、動き始めた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　場所は少し移る。


　中央大陸の、東の端はし。


　誰だれにも見つからないよう結界を張はり巡めぐらせたその先に、しかし、


「やあ、きたよ」


　その男は、あっさり現れた。


　それにエーネは顔を上げた。


　だが、彼女の瞳ひとみは現実の景け色しきを映うつすことができない。


　あまりに力を使いすぎてしまったから。


　未来を視みるための力を使いすぎてしまったから、彼女はもう、現実の世界を見る能力を、失ってしまっていた。


　だが、それでも、目の前に現れた男がどんな姿をしているのかは、知っている。


　すでに視みたから。


　未来の景色に現れたのを、見たから。


　綺き麗れいな金色の髪かみに、ライナによく似にた、眠ねむそうな顔。


　エーネはその、男の声がしたほうへと、なにも映さない瞳を向けて言った。


「リューラ？」


　すると男は答える。


「ええ。あなたが『未来眼トーチ・カース』？」


　それに彼女はうなずく。


「そう。エーネ・ルネ」


「エーネ……エーネちゃんか。まさか魔ま眼がん保持者たちを取りまとめてる黒くろ幕まくがこんなに綺麗な、幼おさない子供だとは思わなかったけど。女だとは知ってたけどね」


　という言葉に、エーネは微笑ほほえむ。


「見た目通りの年ねん齢れいじゃないから」


「ああ、確か『未来眼トーチ・カース』は、力を使うたびに、体を毒に冒おかされていくんだよね。成長が止まり、現実を見ることができなくなる」


「…………」


「未来を視みるだなんて、『女め神がみ』どもにもできないような禁きん忌きだからね。その反動は、すごい。辛つらいかい？」


　と聞かれ、それにエーネは答える。


「あなたほど禁忌に触ふれてないから」


「あはは」


「あなたは辛くないの？」


「まったく」


「噓うそよ。私が視みたあなたは、いつも泣いて……」


　しかしそれを遮さえぎって、リューラは言う。


「息子むすこさえ救えれば、僕のことなんてどうでもいいんだ」


「そう」


「ああ」


「ライナが好きなのね」


「当然」


「そのために世界をおかしくした？」


「問題あるかい？」


　それに、エーネは首を振ふった。


「私はもう、子供を産めないけれど……きっと子供がいたなら、あなたと同じことをする気がする」


「ご理解どうも……でも、敵なんだろう？　君は『殲滅眼イーノ・ドウーエ』に──ティーア君に命じて、僕を殺させようとした」


　それに、エーネはうなずく。


「ええ、そうね」


「なぜ、そんなことをする？　君にとって、僕は邪じや魔まかい？」


　その問いに、しかし、彼女は少しだけ悲しげに笑って、


「……世界の仕組みはどうして、こんなにもひどいんだろう？」


　と、逆に問う。


　するとそれにリューラが、あっさり答えてくれた。


「誰も僕らを見てないからだよ」


「…………」


「僕らが泣こうが、わめこうが、誰も聞いてないから……世界は際限なくひどくなる」


「だからあなたは抵てい抗こうしたのね」


「ああ」


「いまやあなたは有名人だものね。世界中があなたに注目してる。『女神』も、『悪あく魔ま』も、『司祭』ですらあなたを恐きよう怖ふしてる」


「そう？」


「そうよ」


「まあ、みんな騙だましたからね。で、君も僕を怖おそれてる？　だから殺そうとしたのかい？」


　そう問われて、しかしそれにもエーネは首を振った。


「私は、あなたを憐あわれんでる」


「へぇ、なぜかな？」


「あなたが、騙されてるから」


　その瞬しゆん間かん、目の前の男の雰ふん囲い気きが変わったのを、感じた。さっきまでの穏おだやかな気配が、突つき刺さすような鋭するどさに変わる。


　リューラが、言った。


「騙されてる？」


「ええ」


「僕が？」


「ええ」


「……僕は、どこかで間ま違ちがいを……」


「あなたがしていることは、初めから間違っている。それはわかっ……」


「そんなことを聞いてるんじゃない」


　と、リューラが少しだけ声を荒あらげて言った。


　それにエーネは、悲しげに顔を歪ゆがめる。


　必死に息子を守るためだけに命を捧ささげた男を、心の底から憐れみながら、


「……私はあなたから、ライナを守ろうとしたのよ。あなたがライナを、傷つけるから」


「それは」


「あなたはライナに、会うべきじゃなかった。あなたには呪のろいがかけられていたから。それはライナを壊こわすための呪い。それでもあなたが死ねば、その呪いを解とくことが出来たけど……間に合わなかった」


　と、彼女は言った。


　それから顔を上げる。未来を視みようと、彼女は顔を上げる。


　そして、言う。


「あなたの後ろにもう一人、黒幕がいる。そいつはあなたを泳がせた。あなたを守った。そして欲しいものを手に入れさせた。あなたは……あなたたち夫婦は、憐れね。あんなに必死に頑張ったのに、最後には息子を傷つけた」


　という、その言葉に、リューラは反応しなかった。


　なにかを必死に考えているようで。


「……呪い……呪いだと？　ライナを傷つける呪いが、僕の中に？　でもいったい、誰が……」


　そこで、彼はこちらに聞いてくる。


「『勇者』か？」


「違ちがうわ」


「『女神』？」


「いいえ」


「『司祭』か？」


　が、それにもエーネは首を振る。


　そして答える。


「そいつらを殺したいと思ってる化ばけ物ものが、もう一人いる。まるであなたと同じよ。『人』も、『神』も、触れてはいけなかったはずの運命の歯車に触れて、ねじ曲げたがってる奴やつがもう一人、いる」


「それは……」


「あなたの息子を──ライナを、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者として生まれさせたのもそいつ。そいつは初めから、優ゆう秀しゆうなあなたの能力を利用しようと……」


「なっ、馬鹿な。そんな……そんな、じゃあ、ライナやイルナは、僕のせいで……」


「あなたのせいじゃない──と言ってもきっと、自分を責せめるでしょうね。だから私は、いつも思うの。なぜこんなにも、世界はひどいんだろうって、いつも思う」


「…………」


「誰も見てないから？　そうかもしれない。これを見て、管理してる奴がいるのなら、そいつのところへいって、すぐに殺さなきゃ。趣しゆ味みが悪すぎるわよって言ってね」


　するとそこで、リューラが言う。


「……僕を操あやつった奴はいったい、誰だ？」


「名前を知って、どうするの？」


「殺しにいく」


「あなたには無理よ」


「だからどうした？」


　それに、エーネはまた、憐れむように微笑む。


「あなたのいまの表情は見えていないけれど……でも、そんな顔をさせたくなかった。だからあなたを早く殺してあげたかった。真実を知らせずに、殺してあげたかったのだけど」


「いいからそいつの名前を……」


　しかしそれを遮って、エーネは言った。


「教えるわ。でも、あなた一人ではどうにもならない。協力しましょう。あなたにとっても、私たちにとっても、ライナは大切な人よ。だから……」


「いいからそいつの名前を教えろ」


　と、リューラが言う。そして彼の手が、エーネの首をつかむ。
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　それに彼女は、


「……いけば死ぬわよ。もうその姿を私は予視してる」


「へぇ、そうかな？　でもティーア君は、僕がティーア君に殺される姿を君が予視したって言ってたけれど？　ずいぶんと君の瞳めは外はずれるようだ」


「……外れない。私がいじらない限り、視みてしまった未来は変わらない」


「じゃあ君がいじってくれた？　僕がティーア君に殺されないように……」


「いいえ。私はなにもしてない。そしてあなたがティーアに殺されるのは、この、あとよ。私はそれを変えたいと思っている。あなたはいま、ここを一人で出ていき、そして殺される」


「ティーア君に？」


「ティーアも操られる。でもそれを防ぎたい。少しだけ、少しだけ私に時間を……」


「……だめだな」


　と、リューラは言った。


　それはいまにも泣きだしそうな声だった。


「もう、誰だれも信じられないから、君の言葉も聞けないよ。僕が操られていて……僕のせいで……僕のせいで、イルナが……ライナが、あんなことになった？　なら、なら僕は……」


「……いいわ。じゃあ、そいつの名前を教える。でも一人でいかないで。一いつ緒しよに……」


「だめだ」


「なら殺しなさい。どうせ私も、すぐに死ぬ。ここであなたに殺されるのなら、それは私の運命でしょう。私の命で、あなたを救えるなら……」


「…………」


「さあ、殺しなさい」


「…………」


　しかしリューラの手は、エーネの首を締しめつけてはこなかった。


　力無く、震ふるえるだけで。


　それにエーネは、悲しく微笑ほほえむ。手を伸のばして彼の髪かみに触ふれる。柔やわらかいその髪をなでて、


「……大だい丈じよう夫ぶ。私たちがついてる」


　と、言った。


「ライナもそうだけど、いっつも自分から独ひとりぼっちになろうとするのは、あなたの血のせいなのかしら」


　するとそれに、リューラがははっと、乾かわいた声で笑った。


　そして、


「……取り乱して、悪かった。で、なんだっけ。僕のせいで、息子むすこに呪いがかかった？」


　それに、エーネは微笑む。


　自分の視みた未来が、いま、この瞬間に変わったのを感じたから。


　彼女があらかじめ視みていた未来が、いま、ぐにゃぐにゃと形を歪めて、消え始めたのを感じたから。


　だがそれでも、ライナにかかってしまった呪いは消えない。


　あの、際限なく欲よく望ぼうを膨ふくらませる狡こう猾かつな化物が描えがいた筋すじ書がきは変わらない。


　ライナにかけられた呪い──


　その呪いはたいしたものではなかった。


　普ふ段だんなら気にする必要もないほど、ほんのささいな、小さなものだった。


　リューラが聞いてくる。


「僕はいったい、ライナになにをした？」


　そしてそれに、エーネは答えた。


「一いつ瞬しゆんだけ。ほんの一瞬だけライナの瞳が曇くもる呪いを……」


　しかしそこで、彼女は目を、大きく見開いた。視みたい、と思っていた未来の景色が、視みえ始めたから。


　それはリューラの未来を変えたせいで起こる、新しい未来。


　その未来へ向けて、彼女は目を開く。


　大きく開く。


　その中央に、奇き妙みような紋もん様ようが浮うかびあがる。まるで鳥が飛びたとうとしているような形をした、朱しゆ色いろの紋様。


　そして彼女は自分の命を削けずる代わりに、未来を視みる。


　自分の未来を失う代わりに、未来を視みることができる。





　そしてその、彼女の瞳に映うつったのは──





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　ライナたちがスフェルイエット民国の都市に入ってから、三日経たってもヴォイスは戻もどってこなかった。


　その間ずっと、ライナは自分のために用意された部屋で、ベッドに横たわり、枕まくらを抱かかえてぼんやり書類を読んでいた。


　そこにはこの国が、これから行いたいと思っている政治の仕組みやら、法律の仕組みやらが書かれていて、ヴォイスが帰ってきたらすぐにライナにも国の舵かじ取とりに参加して欲しいから読んでおくように──という伝言とともに用意されていたものだった。


　それをライナは読みながら、


「……な～んか、シオンとも二人で、こんな仕事したなぁ」


　なんてことを、呟つぶやく。


　ずっと貴族たちに私物化されていたローランド帝てい国こくを立て直そうと、二人で必死に事務作業に精を出した日々。


　あまりに事務が多すぎて、殺す気か！　と叫さけんだ日々。


　それをちょっとだけ思いだし、


「……まさか国の建たち上げって、あれもう一回やんの？　冗じよう談だんだろ？」


　と、彼は顔をしかめた。


　もちろんそれは冗談なはずがなく、一つの新しい国を建ち上げる、なんてのは、大変に決まっているのだが。


　彼はうんざりしたような気分で書類を読み続ける。


　ヴォイスたちが作ろうとしている国は、思っていたよりもずっといい国だった。


　少なくともかつてのローランドとは比くらべ物にならない。もしかしたら、シオンと二人で作ろうとしていた理想のローランドよりも、いいところがあるかもしれない。


「まあ、書類上はいくらでも理想は追求できるだろけどさ……でも」


　それでも、これをやろうとしているのなら、ヴォイスの手伝いをしてやってもいいかな、と、思えるくらいには、それはきちんとしたものだった。


　もちろんヴォイスのことだから、ライナに見せる書類には噓うそばっかり並べているだろうが。


「……でもまあ、ゲイルフィックラントが良政で有名だったみたいだから、中ちゆう途と半はん端ぱな統とう治ちの仕方だと、国民がついてこないんだろうなぁ。ったく、こりゃちょっと、大変な仕事になるな……」


　なんて呟きながら、ライナは書類をめくる。


　おまけにこの国には、ゲイルフィックラントの民たみや兵以外に、ネルファの兵や民、さらにはいろいろな国から寄せあつめられた兵たちからなる、反ローランド連合軍までいるのだ。


　その、多民族を一つにまとめあげ、平等に扱あつかい、繁はん栄えいさせる──なんていうのは、かなり難むずかしい仕事のはずだった。


　それだけできっと、何年もかかる。


　なのにそれをゆっくりしてる時間はないのだ。


　北と南に分断したとはいえ、ゲイルフィックラント帝国はいまもこの、スフェルイエット民国よりも遥はるかに規き模ぼが大きいし、さらにガスタークや、ローランドも、そのうち侵しん攻こうしてくるだろう。


　西側には他の三大国のうちの二つ、エルトリア共和国と、レムルス帝国がある。


　この二国が、崩ほう壊かいしつつあるゲイルフィックラント帝国の領土を狙ねらって、いつ進軍してくるかもわからない。


　だからこそいま、ヴォイスは方ほう々ぼうを飛び回って、情報戦に躍やつ起きになっているのだろうが。


「ってか、まじでこれやんの？　すげぇめんどくせぇぞ？」


　と、また、難しそうな案件が書かれた書類を読んで、彼はうめく。それからその書類を放り投げる。枕に顔をうずめる。すると腹がぐーっと鳴って、


「うあー、腹減った……けど、ベッドがふかふかすぎて、出たくねぇ」


　とか、馬ば鹿かなことを言う。


　ちなみに彼はこの部屋にきてからの三日間、ずっと書類や本を読んでいた。


　ヴォイスと覇は権けん争いをするにしても、この都市や、国のことをなにも知らないのでは話にならないので、必死に情報集めをしていた。


　最初はキファが図書館から借りてきてくれたり、調べてきてくれたここらへん一帯の地図や、政治、民の状じよう況きようがまとめられている書物。


　次にゲイルフィックラント帝国の魔ま導どう大たい系けいが書かれた魔導書。


　最後にヴォイスが用意した書類の山。


　それらを彼は不ふ眠みん不ふ休きゆうで一気に片付けていて、


「……すっげー眠ねむてええええ、ってか、シオンに無理矢理やらされてるわけでもないのに自分から徹てつ夜やで仕事とかね、俺どうかしちゃったんじゃねぇの？　って、突つっこみたくなるよね」


　と、彼はベッドから上半身だけを、起こす。


　ベッドはかなり大きくて、寝ね返がえりを三回してもまだ余よ裕ゆうがありそうなのだが、いまはもう、本や書類で埋うめつくされてしまっていて、あまり動くことができない。


　その唯ゆい一いつ残ったスペースで彼は大きく伸のびをする。それから一つあくびをする。


　そして部屋を、見回す。


　部屋は広い。一人部屋としては、ちょっと不安感を感じてしまいそうなほど無む駄だに広い。


　その広い部屋に、机と、空からの本ほん棚だな、さらにこの、キングサイズのベッドだけがあって。


　どうやらここは、ライナ専用に用意された執しつ務む室のようだった。


　しかし彼は、ベッドの上だけで食事も、仕事も、すべてこなしていて。


「……こーんな広い部屋、いらねぇのになぁ。もしくは部屋中ベッドでしきつめてくれねぇかな」


　なんてことを言う。


　それから本だらけのベッドにスペースを作るため、自分の周まわりから本を蹴け散ちらして、どける。できたスペースに再び寝っ転ころがる。


　するとまた腹が鳴って、


「ああ、腹減った～。飯めしの時間、まだだっけ？」


　と、壁かべにかけられた時計を見る。


　すると時刻は朝四時。


　毎日朝食は八時に届けられるので、まだ、しばらく時間がある。


　それに、


「食堂に、飯食いにいこっかな……でも、この時間に食堂ってやってんのか？　ああ、いや、フェリスんとこいきゃ、だんごのストックが……ってああ、なんかやっぱ眠くなってきたから、いっか。寝りゃ腹減りもまぎれるだろし」


　なんて言う。


　そして目を閉じようとする。


　するとそこで、トントンっと、扉とびらをノックするような音が聞こえた。


　しかしライナはそのまま目を閉じて、


「…………」


　ノックを無視する。


　するとさらに、トントンと、扉が鳴って、


「…………」


　トントン。


「…………」


　トントン。


「……うるせぇな」


　トントン。


「ああもう、いまこの部屋には誰だれもいませんよー」


　と、ライナは応こたえた。


　しかしそれから少し考えて、


「あ、でも、食い物持ってる人は、入っていいぞー」


　なんて、言う。


　しかしそれにまた、トントンっと扉がノックされる。


　その音にライナは顔をしかめ、


「だぁもう、誰よ？」


　と、聞いた。


　しかしやはり、答えはない。


　それに彼は顔を上げる。


　眠そうな半はん眼がんで扉を見る。


「フェリス？」


　と聞いてみるが、


「…………」


　やはり返事がない。


「キファか？」


「…………」


「もしくは、ヴォイスが送ってきた、暗殺者だったりして……？」


　なんて言ってみるが、しかし、そうじゃないことはわかっている。


　なぜならその、扉の向こう側の何者かには、殺気がなかったから。それに気配も粗あらい。とてもじゃないが、ライナをどうこうできるような刺し客かくとは、思えない。


　なら、


「誰だ？」


　と、彼は起き上がり、そしてベッドから下りる。


　するとその気配が扉の外にも伝わったのか、もう一度トントンっと、扉がノックされる。


　それにライナは顔をしかめ、


「だぁから誰だよ。いま夜中だぞ？　おまえ、ご近きん所じよ迷めい惑わくってもんを考えろよ」


　と言うと、それに扉の外の何者かが、


「はは、なんだよそれ。ご近所迷惑？」


　と、笑った。


　その声は、男の声だった。


　それもそれは、聞き覚えのある声で。


　そしてライナはそれに、


「…………」


　その、男の声に、なにも言えなくなってしまった。


　それどころか、急に全身が緊きん張ちようして、動けなくなってしまった。


　なぜならその声の主ぬしは、ここにいていい奴やつの声じゃなかったから。


　絶対に、こんなところにいるはずがない奴の声だったから。


　なのにそいつが言う。


「早く開けてくれよ。衛えい兵へいとかに見つかると、困るだろう？」


　なんてことを、やはり聞き覚えのある声で、言う。


　それにライナは、


「……ふ、ふざけるな。おまえは誰だ？」


　そう聞くと、そいつは答える。


「俺だよライナ」


　それにライナは、言った。


　震ふるえる声こわ音ねで、扉の向こうにいる男に向かって、聞いた。


「……シオンなのか？」


　するとそいつはあっさり、


「ああ」


　と、言う。


「びっくりした？」


　なんてことを、楽しげに言う。


　それにライナは、


「…………」


　しかし、もう答えなかった。


　だって、そんなはずがないのだ。あいつがあっさりここにこれるなら、ライナはこんなに頑がん張ばったりしなくていいはずなのだ。


　あいつにもう一度会うために、彼は必死に頑張っていて。


　あいつのところにもう一度いくために、ライナは頑張っていたはずで。


「…………」


　なのにそいつは、シオンと名乗った。


　それも、シオンそっくりの声で、ライナの親友の名前を名乗った。


「……幻げん覚かくか、なにかか」


　と、ライナは呟つぶやく。


「また、『女め神がみ』からの刺客とか？」


　と、彼は全身に力を込めて、戦せん闘とうの準備をする。


　そして目を、鋭するどく細め、


「馬鹿が。よりにもよってシオンのフリをするなんて……ふざけるにもほどがある。さすがの俺も、そんなことされると怒おこっちゃ……」


　が、そこで、扉の取っ手がぐるりと回り、


「あ、ごめんライナ。扉開いてた」


　なんてことを、言う。


「入るよ？」


　なんてことを、言う。


　それにライナは、答えられない。


　もし本当に、ここにシオンがきたのなら、どんな顔して会えばいいのかわからなかったから。


　それにもし『女神』とかからの刺客なら、奴らはもう、ライナの力を知っているはずだから、すぐに命いのち懸がけの殺し合いになるはずで。


「…………」


　その、どちらにせよ、ライナは緊張で、動けなくなってしまった。


　だが、ライナの気持ちなどおかまいなしに、扉が開いていく。


　ゆっくりと開いていく。


　するとそのさきに、一人の男が現れる。


　気け高だかさを感じさせる銀色の髪かみに、強い意志が込められた金の鋭い瞳ひとみ。




[image: ]


　あいつの顔だ。


　あいつが、そこにいる。


　その、姿に。


　本物かどうかもわからない、シオンの姿に、それでもライナはなぜか、泣きそうになってしまって。


　おまけにその男は、こちらを見るなり、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


　本当に嬉しそうに、ライナの顔を見て、


「や、ライナ。久し振ぶり」


　なんて、昔みたいにすかした顔でそう言って。


「…………」


　それでも、ライナは答えなかった。


　彼は目を、大きく見開く。そして『瞳』の力を発動する。


　この世にあるものの、なにもかもを見み透とおすことができる、『すべての式を解とく者』の『瞳』を発動する。


　彼の黒い瞳の中央に、七色に輝かがやく涙るい形けいの紋もん様ようが現れる。


　そしてその『瞳』で、ライナは、男の姿を。


　シオンの姿を、見つめる。


「…………」


　だがその『瞳』で見ても、そいつは『女神』からの刺客じゃなかった。


　間ま違ちがいなく、そいつはシオンで。


　あの、仕事狂ぐるいのいじめっ子大王で。


　それに、ライナはやはり、動けない。


　突とつ然ぜん現れたシオンの顔を見て。


　親友の、顔を見て。


「……まじで、シオンなのか？」


「ああ」


「なにしにきた？」


「なにしにって、ライナをこき使いにかな～」


「ふざけんな」


　するとそれに、シオンは少しだけ弱気そうな顔になって、


「……ああ、うん。そうだね、ごめん」


　なんて、謝あやまってくる。


　そしてそれに、ライナは慌あわてる。


「あ、いや、そうじゃなくて……」


　が、シオンがそれに首を振り、


「いいんだ。ライナが怒ってるのもわかってるから。でも、いまさらだけどさ」


「…………」


「いまさらだけど、仲直り、していい？」


　なんてことを、言ってくる。


　それにライナは、顔をしかめる。そうしないとまた、涙がでそうになってしまって、必死に顔をしかめる。


　そして彼はシオンをにらみつけ、


「ってかおまえ、なんなんだよ。勝手に俺らの前からいなくなって、んで、今度はおまえの都つ合ごうでまた突然出てくるって、どういうことよ？　いったいおまえ、なに考えてんの？」


　するとそれにシオンがまた、


「ごめん」


　と、謝ってきて。


　それにライナは言う。


「ほんとだよ。おまえ、俺らがどんだけ心配……」


「ごめん」


「ああ、だから」


「ごめん、ライナ」


　と、シオンが言う。


　それにライナは、もう、言葉を失ってしまって。もう、うんざりしたような顔でため息をつく。そして、


「……ああ、もういいや。とりあえず、なんだ。ええと、事情を話せよ事情を。いったい、おまえになにが起きてる？　でもって、なんでこのタイミングで俺の前にきた？」


　と、そう聞くと、それにシオンが苦笑して、


「それが、ちょっとまずいことが起きてさ。いろいろ状じよう況きようが変わったんだ」


「状況って……」


「あ、部屋の中、入っていい？」


「そりゃ、いいけど……いやだから、事情を早く説明しろって」


　するとそれに、シオンは部屋に入ってくる。本と書類が山になっているベッドを見て、


「散らかりすぎ」


「余計なお世話だから」


「はは、まあ、俺の部屋も大差ないけどな～。ライナは知ってると思うけど」


「ってだから！　早く事情を話せって」


　と、ライナは言った。


　するとそれに、シオンはライナのほうを向き、優しく微笑んで──





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　場所は、少し移る。


　しかしそれは、ほんの少し。


　ライナの部屋の、外。


　廊ろう下かの部分。


　そこに、フェリスはいた。


　この街一番のだんご屋を見つけ、その、朝の仕し込こみを手伝ってから彼女はできたてのだんごを持って帰ってきたのだが。


「…………」


　そこでふと、彼女は気づいたのだ。


　廊下の奥に、妙みようなものがいるのに。


　それは彼女の部屋の、隣となり。


　ライナの部屋の、前だった。


　彼の部屋の前に、何者かが、立っている。


　だがそいつは、人じゃない。


　とても人には見えない。


　腕うでが七本生はえていて、ボールのような頭には、いくつも瞳がある。


　そしてその瞳の一つがこちらを見る。するとその瞳の下が、ぱっくり割れる。まるで口のように割れ、笑えみを浮うかべる。


　腕の一本がこちらに伸のびる。まるでフェリスをとらえようとするかのように、伸びてくる。


　彼女はそれを、とっさによける。腰こしの剣けんを抜ぬく。腕を、斬きろうとする。


　しかし斬れない。


　鉄を斬るコトも出来る彼女の剣が、押さえこまれてしまって、


「ぐう」


　彼女は一歩、後ろに下がる。


　しかしその間もずっと、その化ばけ物ものは笑っている。


　ケタケタと笑っている。


　そしてそのまま、


「部屋の中、入っていい？」


　などと言う。


　するとそれに、部屋の中からライナが、


「そりゃいいけど……」


　などと言って。


「あいつはいったい、なにをしてる!?」


　フェリスは目の前の腕に向かって、もう一度剣を放つ。だが、やはり斬れない。腕が彼女の首をつかもうとして、それをよける。


　そしてもう一度剣を放つ。


　今度はさっきよりもさらに強く、鋭するどく、放つ。


　すると手ごたえがあった。腕が千ち切ぎれる。さらに数度、剣を振る。そのたびに腕が切れていき、しかし千切れた先のすべてが、別々に彼女を襲おそおうとして。


「なんだ、これは。これではきりがない」


　と、彼女は腕を無視することにする。


　そのまま壁かべを蹴けって、走る。伸びた腕はまた縮んでそのフェリスを追いかけてくるが、動きそのものは、彼女のほうが速い。


　そのままライナの部屋へと向かう。


　その間にも部屋ではこんな会話がかわされている。


「散らかりすぎ」


「余計なお世話だから」


「はは、まあ、俺の部屋も大差ないけどな～。ライナは知ってると思うけど」


「ってだから！　早く事情を話せって」


　それにフェリスが声をあげる。


「おいライナ！　いったい誰だれと話してる!?」


　その声は、聞こえてるはずだった。向こうの声はこちらに聞こえてるのだ。


　なら、彼女の声も、ライナには聞こえているはずだった。


　だが、ライナは返事をしない。


　まるで彼女の声が聞こえていないかのように、ライナは返事をしない。


　その間にも会話が進む。


　あの、わけのわからない化物との会話が進む。


　化物が、言った。


「事情っていっても、どこから話していいかわかんないんだけどさ」


「最初っから話せよ」


「最初からかぁ。ん～、とりあえずライナには、俺がどんな姿に見える？」


「ああ？　前と変わんねぇよ？」


「前って？」


「前と同じ、すげぇ嫌いやみな好青年」


　するとそれに化物が笑って、


「はは、そうかぁ。そう見えるかぁ……じゃあ、よかった。うまく呪のろいがかかってるんだ。君の目は曇くもった。本来なら俺の力じゃ──僕程度の卑ひ小しような力じゃ、君みたいな異次元の化物には近付けないはずなんだ。でもこれで、チェックメイトだ。僕はついに悪あく魔まを手に入れて──すべてに勝った」


　なんて、言う。


　そこでフェリスはライナの部屋にたどりつく。


　まだ、腕が追いかけてくるが、もう一度剣を振るって、それを斬る。


　そして、部屋に入る。


　ライナの、部屋の中に入る。


「ライナ！」


　と、あいつの名を叫さけぶ。


　しかし、


「…………」


　そこにはもう、ライナの姿はなかった。


　それどころか、さっきのあの、化物の姿もなくて。


　それにフェリスは、


「……くそ、いったいなにが起きた」


　と、独ひとり、うめくように言った。






　あとがき







　今回はまたまた、重大発表がたくさんありまーす。


　でもその前に、そんなこんなでアニメ放映直前に発売されてしまう、『大伝説の勇者の伝説８』、いかがでしたでしょーかー。もう本当にクライマックスへ突とつ入にゆうし始めました。ほとんどの伏ふく線せんの回収が始まって、ラストへ向けて突つっ走ぱしり始めましたー。


　こっからなにが起きるかとかはもう、ほぼほぼ決まっているのだけど、さて、こっからどれくらいかなー、ねぇ担当さん。


オークリー「そーですねー。他の巻のあとがきによると、大伝10巻で終わる、とのことですが、これ、あと２巻で終わりますかね？」


　どーだろねーさすがに２冊は全然無理かもねーってかさーあのさー。


　オークリーって誰だれだぁあああああああああああ！


　あれー。伝勇伝の担当、前回発売した堕おち伝で、キャサ男になったんじゃなかったっけ？　キャサリンが『いつか天てん魔まの黒ウサギ』。ほいでキャサ男が『伝勇伝』のダブル担当になったよーっていう展開だったはずなんだけど！


オークリー「それが今回から僕が担当になりましたデスよろしくデス」


Ｙさん「ちなみに僕も伝勇伝の担当につきましたよ～」


　うお、なんかまた増えた!?


キャサリン「これで鏡さんの担当は、トリプル担当になりますね☆」


　って、なんか知らぬ間に三人になってる!?　なにこれ、キャラ増えすぎて、覚えられないよ！（笑）という冗じよう談だんはさておき、そんな布ふ陣じんで今回からお送りすることになりましたー。よろしくお願いします。ちなみになんでこんなことになったのかというと、なんでもキャサ男は二階級も一気に出世してしまったのです。


　さらにキャサリンも出世しました。Ｙさんも出世しております。


　そういや、堕ち伝一いつ緒しよに立ち上げたカリ美ヤンさんも、超ちよう出世しました。


　これはもう、鏡貴也と付き合うと出世するぞ的な伝勇伝買うと異性にモテモテ宝くじとかも当たっちゃうぞ♪的な効果で一億万部くらい売れてしまうんじゃないかどうなのかとか馬ば鹿かなことを書くくらい、いま、忙いそがしいいいいいいいいいいいいいいい！（涙）


「そうですね☆　鏡さんスケジュールパンパンで回らないので、担当三人でやりますね☆」


「そうデスそうデス」


　って担当三人に増えても僕は一人という事実を富士見は知ってるのだろうか僕も三人に増やしてくれないだろうかきゃーってね。


　いや、なにげに語ご尾びで、誰が誰だかわかるねこれ。


　キャサリンは☆。オークリーはデス。Ｙさんは[image: ]にしよう。


Ｙさん「えー[image: ]　なんでぇ[image: ]（ちなみに男）」


　とりあえず、この布陣でこれからはいくので、みなさんよろしくお願いします！


　と、新しい伝勇伝組を紹しよう介かいしたところで、次の話題へいきまーす。


　というか、ついに来月からアニメ放映ですね！　もうＰＶとか公開されてるから見た方もいるかもだけど（伝勇伝アニメ公式ページとか、僕の公式サイトから見られるようになっております）。


　そのアニメが、とにかくものすっごい出来がいいです！


　おまけに地上波で２クールだよ。放送局は以下の通り！


　テレビ東京　７月１日より毎週木曜日　深夜26時15分～


　テレビ大阪　７月２日より毎週金曜日　深夜27時35分～


　テレビ愛知　７月７日より毎週水曜日　深夜26時58分～　（局の都合により、放送日、放送時間の変へん更こうの可能性もございます）とか、伝勇伝ラジオがウェブでずっとやってるとか、声優陣じんが超ちよう豪ごう華かとかいろいろあるのですが、でもなによりも、アニメの出来がとにかく素晴らしいです。原作書いてる僕が、プレッシャー感じるほどすごいです。もうね、原作をとても大切にしてくれていて、待ってくれていた方に、胸を張ってアニメちゃんとしてるから、見てね！　と言えるものになっております。三話目とか、一巻のあのシーンだから、放送コードとの戦いだったりしちゃうほど気合入りまくりです。


　いやー、本当によかった（涙）　お世辞で、出来がいいよーとか言わなきゃいけないやつじゃなくて、すげぇぜ！　と言えるものになって、よかった。もう、僕も最初っから入ってみんなで一緒に頑がん張ばって作ったので、みんな楽しみにしててねー！


　そして毎度毎度言ってしまってもういいよーというあれについてなんですが。伝勇伝がここまでこれたのはやはり、みなさんのおかげです。アニメになるのも紆う余よ曲きよく折せつあって大変だったのだけれど、その間ずっとみなさんが支えてくれたから、今日の伝勇伝があります。みんなのおかげで、こんなに長い物語を続けさせてもらえています。それ考えると、もう、泣きそうになっちゃうんだけど。お礼の気持ちを書いたらめちゃくちゃ長くなっちゃうんだけど、とにかく絶対に言いたいのは、これです。ありがとう！


　みんな大好きだー！


　ほいで一月のアニメ発表のときも言ったけど、ついにみんな、お祭りのときがきたよー！　だからみんなで目め一いつ杯ぱい盛りあがっていこー！　なんかイベントもいっぱいあって、僕もたくさん参加すると思うから、そのときは優しくしてねー！


　と、そんなこんなで、ネットとかアニメの情報を見てない方のために、声優さんがこんな感じになっておりますー、とか書きます。







★ライナ・リュート／福山潤


★フェリス・エリス／高垣彩陽


★シオン・アスタール／小野大輔


★ルシル・エリス／杉田智和


★イリス・エリス／村田知沙


★ミラン・フロワード／諏訪部順一


★ミルク・カラード／藤田咲


★ルーク・スタッカート／日野聡


★リーレ・リンクル／岡本信彦


★ラッヘル・ミラー／増谷康紀


★クラウ・クロム／伊丸岡篤


★カルネ・カイウェル／沢城みゆき


★エスリナ・フォークル／竹達彩奈


★キファ・ノールズ／大浦冬華


★ノア・エン／高橋美佳子







名前だけだと


下のほうがメモ帳に、


なっちゃうから、


ここでいろいろ書いてみる。


これ、ネットの日記で、


言ったけど、


僕チョコミントのアイスが


食べれないんだよねぇ。


ってほんとどうでもいいね。


んじゃなんか意味あること


書こう。


なんだろ。


政治についてとか？


さすがに政治については、


二行じゃ無理です。







　と、コピペしただけで、長ぇ！　そして有名人ばっか。ラジオとかアニメの詳しよう細さいは、ドラマガやアニメ公式サイト関係を見てくださーい。（あと下の文章鬱うつ陶とうしいね。ごめん）


　アニメ公式サイトのメルマガに登録すると、イベント情報や月刊伝勇伝配付時期やら僕のコラムやらライナとかシオンとかフェリスとかの、アニメの絵やらが届きまくるので、ぜひ、登録してくれると嬉うれしいです。





　さーらーに、またも重大発表です。衝撃の発表です。


　なんと、スクウェアエニックスさんのガンガンＯＮＬＩＮＥにおいて、シオンが主人公の外伝『堕ちた黒い勇者の伝説』が、コミカライズされます！


『堕ち伝』のコミックをガンガンＯＮＬＩＮＥで描いてくれるのは、ほづみりや先生！　めっちゃかっこいいシオンに、みんな期待してね！　ガンガンＯＮＬＩＮＥは（http://www.square-enix.com/jp/magazine/ganganonline/）で見られるよ！


　さらにさらにーって宣伝多いな────（笑）　ええと、来月発売されるドラマガは、伝勇伝が表紙だよ＆当然アニメ大特集あるよ＆サオティ描かき下ろし満まん載さいだよ！


　そして短編連れん載さいまで復活しちゃうのです。二年半ぶりくらいかな。ものすごく久ひさし振ぶりに、ライナシオンフェリスが仲良く執しつ務む室でわーきゃーします。大伝がこの状じよう況きようだから、いまの僕がそのシーンを書くと、なんかいろいろ、書きながらぐっときました。ほいでたぶん、三回だけの復活になると思うのだけど。いや、三回だけのはず。三回復活してくださいーというオファーがあったので、三回だけのはず。なので、レアな三回になるからみんな、よろしくお願いします！　ってか『いつ天』も連載しててダブル連載なんだぜ僕死ぬんじゃないか!?


「いやいや鏡さん、大だい丈じよう夫ぶデス。担当は三人いますデス！」


　それ俺に関係ねぇええええええええええええええ！


　とかなんとかいつものごとく叫さけびながら、ええと、今回はあれです。


　あとがきスペース９ページもあるのです。ちなみにいま８ページ目くらい。あ、なにげにもうスペースないや。他に言っておかなきゃいけないことなかったかな。と、カメラ大好きオシャレ坊ぼう主ず担当オークリーからのメールを見る。するとこんなことが書かれている。


「伝勇伝応おう援えん書店企き画かくデス！」


　あ、そうだった！　なんと今回、伝勇伝シリーズを必ず全部置きます！　伝勇伝応援しちゃいます！　という企画に参加してくれた書店様が、４００店以上あって！


　よよよ、４００店!?　と、編集部みんなで引ひっ繰くり返かえりました。あの、ありがとうございます！　なのでみんな、あの巻が手に入らないよーとかあったら、応援書店様にいってみてくださーい。富士見のネットのページや、僕のページなんかで、参加書店様全部の名前を発表してますので、みんなの近くの書店様が、伝勇伝応援書店かもしれないよ！


　あと、応援書店様では、店頭でアニメのＰＶが三種類も見れちゃうんだぜ！


「学園伝勇伝デス」


　それもあった！　んと、ドラマガとエイジとアニメイトで、学園伝勇伝が展開されまくっております！　Ｓ・濃こすぎさんが描えがく、学ラン姿で超ちよう爆ばく笑しようのライナとフェリスとシオンが大暴れの漫まん画がなんだけど、お馬鹿すぎてびっくりしました。こちらもよろしくお願いしまーす。


「長なが蔵くらさんのコミックスがリニューアル」


　あ──！　そうねそうね。エイジから発売されてる伝勇伝コミックの表紙も、全部リニューアルされたそうでーす。もう書店に並んでると思うから、みんな見てねー！


　そーしーてー最後に、伝勇伝アニメのＤＶＤで、とんでもない特典を書いてくれというオファーがきてまして、それをやっております。長編にガン絡がらみの書き下ろし小説を書いております。全部で原げん稿こう用よう紙し４２０枚くらいの大長編だぜこのスケジュールで僕は生きていけるのだろうか！





　と、これで全部かなー。ほいでここに宣伝されている原稿で、いま、このあとがきを書いてる段階で書かれていない原稿がいったいどれくらいあるのか！　ちなみにすでにいま、二つ〆しめ切きりぶっちぎってま……ああはいすみません頑張ります！


　というわけで原稿死ぬほどあるので、いきまーす。みんな、こっからどんどん盛りあがっていくから、よろしくね───！





鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也




ＴＶアニメ「伝説の勇者の伝説」公式ＨＰ　http://www.denyuden.jp/




大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ８


壊れた魔術師の未来





鏡かがみ　貴たか也や
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